
1.は じめに 2.同辺の地形および古環境概観

第 2章 部屋北遺跡にみられる弥生時代以降の遺跡形成
別所秀高 (鴻池新田会所)

1.は じめに

1999年から実施された大阪府教育委員会による蔀屋北遺跡の発掘調査において、筆者はたび

たび現地を訪れる機会を得、地層の観察・記載を行い、分析試料を採取した。試料の微化石分析

および年代測定結果についてはパリノ・サーヴェイ株式会社によりすでに公表されている (パ リ

ノ・サーヴェイ 2006a～ e)。 本章では地層の観察 。記載にもとづき、とくに弥生時代以降の遺跡

形成について検討する。

2.周辺の地形および古環境概観

蔀屋北遺跡は河内平野の北東部、北緯 34° 44'36"、 東経 135° 37'43"付近の標高約 3.5～ 6mの

氾濫原上に位置する (図 1)。 遺跡地は人工堤防で固定された讃良川と岡部川との合流点のすぐ

東に位置するため排水不良になっており、地表は盛土されている。

遺跡地東側には隆起山塊である生駒山地が南北方向に違なり、その西限は生駒断層によって境

されている。生駒断層は権現川谷口付近で枚方撓曲と交野断層に分かれ、それらに挟まれたとこ
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図 1 蔀屋北遺跡の位置と周辺の地形分類
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ろには段丘堆積層や大阪層群からなる枚方丘陵が広がる。これらの山地・丘陵地から流下する讃

良川や岡部川、清滝川、権現川などの諸河川は複合扇状地を形成し、低地部にかけておおきく張

り出している。この扇状地は明瞭な階状地形をなし、扇状地は上位より古期扇状地面、新期扇状

地面 HI、 同 H、 同Iの 4面に区分される。周辺の発掘調査の成果より、古期扇状地面は最終氷

期最寒冷期以降、新期扇状地面 H、 IIIは縄文時代中期頃までに、新期扇状地面 Iは弥生時代前

期ごろに形成されたと考えられる。さらに讃良川、岡部川、清滝川沿いには扇状地面から低地部

にかけて発達する顕著な舌状の堆積地形 (自然堤防)がみられる。

空中写真判読からはかつての寝屋川は屈曲あるいは蛇行しながら流れ、京阪本線萱島駅付近で

しばしば流路変更したことがわかる。また、巣本遺跡の調査では現在の寝屋川の西側で 13世紀

中頃に放棄された流路跡が確認されている (辻 ,2008)。 現在の寝屋川は讃良川や岡部川との合

流点付近から下流が人工的に固定され、直線的な流路になっている。

調査地の古環境変遷については辻・辻本 (2006)に よって試みられており、本書別項でも総括

されている。それによれば、 6千数百年前を境に浅海底から三角州平野下部の潮間帯へ、 5千数

百年を境に三角州平野下部の氾濫原および後背湿地、 3千数百年前を境に概して流路および氾濫

原の堆積環境に変化したことが示され、珪藻花粉の組成からもこのような水域の環境変化が追認

されている。また、背後の山地・丘陵を中心とする古植生が、縄文時代晩期頃 (約 3千年前)を

境にアカガシ亜属を中心とする照葉樹林から、スギ属やマツ属を中心とする針葉樹が増加する傾

向があり、とくに五世紀以降は草本花粉が急増し、人間活動による植生への干渉が指摘されてい

る。

いっぱう、F日本書紀』皇極天皇 2年 (643)7月 には「茨田池水大臭。小虫疫水。其虫口黒而身白。」

とみえ、古代の耳ヒ河内の平野部には「茨田池」と呼ばれる池があった。この池は平安時代の中頃

には「廣見池」と称され (F水走文書』)、 江戸時代には「新開池」、「深野池」と呼ばれる2つの

水域に分かれていた。茨田池は寝屋川や古川の分流が運搬した土砂による埋め立てがすすみ、や

がて 2つの水域に分断され、ついには宝永元年 (1704)の新田開発によってそれらの池も千拓

され、姿を消した。

3.弥生時代以降の堆積環境と遺跡形成

本調査地点内の 12ヶ 所で観察・記載した堆積柱状図を図 2に、また、弥生時代以降の流路跡、

ロウブおよびシート状の堆積地形の分布を模式的に表したものを図 3に示し、地層や遺構の分布

から推浪Iされる堆積環境および遺跡形成について述べる。

・弥生時代前期

中粒砂～極細粒砂の葉層を挟む粘土質シル トあるいはシル ト質粘土からなり、上部は有機物を

非常に多く含む。上部の有機質層からはわずかに弥生時代前期の上器が産出した。標高 Om以下

に分布するが、より新しい時期の流路によって侵食されている地点が多い。静穏な後背湿地の環
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分析編 第 2章 蔀屋北遺跡にみられる弥生時代以降の遺跡形成

境下で、増水時に近隣の流路から土砂が運搬されていたと考えられる。

・弥生時代中期

層厚 10～ 20cmの水平層理をなす礫混じり粗粒砂～中粒砂層が累重する。最上部には古土壌が

認められ、弥生時代中期 (H～ HI様式)の土器とともに同時期の遺構が検出された。本層は調

査地北端の Loc.3周辺のみに分布し、北側から運搬された土砂によって周辺にロウブ状の堆積地

形をつくっていたと考えられる。

・弥生時代後期～古墳時代前期

トラフ型斜交層理をなす極粗粒砂～中粒砂、および水平層理をなす粗粒砂～極細粒砂が累重す

る。前者は流路充填堆積層、後者は流路充填堆積層と流路縁辺の自然堤防をつくる堆積層である。

本層中からはまれに弥生時代後期～古墳時代前期の上器が産出する。最上部には古土壌がみられ、

上位の古墳時代中期～後期の基盤層になっている。調査地北半のC地区では流路堆積層がみられ、

流路は侵食と充填を繰り返しながら側方へ移動し、周辺に自然堤防を形成している(図 4)。 また、

調査地南部の A地区でも基盤層を侵食した開削流路跡がみられた (図 5)。 これらの流路により

古墳時代中期～後期の地表は緩やかな凹凸をなし、とくに自然堤防がみられた調査地北半の地表

は南側に比べて高い。

・古墳時代中期～後期

わずかに細粒砂を含む粘土質シルト～シルトからなり、

る。本層は調査地北半の微高地上 (LOcs,2,3,6)や大溝内

静穏な後背湿地の堆積環境が推測され

(Loc.1,9)に分布し、大溝内には増水

N

弥生時代中期のロウブ

弥生時代後期～古墳時代

前期の流路

古墳時代中～後期の大溝

飛鳥時代以降のロウブお

よびシート

図3 弥生時代以降の流路跡、回ウブおよびシー ト状堆積地形の模式分布図
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3.弥生時代以降の堆積環境と遺跡形成

図 4 Loc.5付近の地層断面。

上半が弥生時代後期～古墳時

代前期の流路堆積層。

図 5 Loc.11に みられた弥生

時代後期～古墳時代前期の開

析流路断面。

時に流入したと考えられる砂層や、その砂層と泥層を撹拌してつくられた畑の作土層がみられる。

弥生時代後期～古墳時代前期に形成された凹凸地表のうち、凹部にはガリー浸食によってできた

溝がみられ、溝内は同じ細粒砂を含む粘土質シル トで充填されている。調査地南半部は後世 (飛

鳥時代)によって畑作土が造成されたため、本層の分布がみられない。

・飛ザ亀時代～鎌倉時代

礫を多く含む砂質泥からなる畑作土、砂混じり粘土質シル トからなる水田作土、プラナー型斜

交層理あるいは トラフ型斜交層理からなる細礫～粗粒砂層、無層理のシル ト～粘土質シル ト層

がみられる (図 6)。 初生的には後背湿地下で沈積した泥と流路から溢れた土砂 (砂層)が累重

し、後者はロウブあるいはシート状の堆積地形を形成している。これらの土砂が運搬された流向

はとくに西および北西、南東方向が卓越し、岡部川からの洪水氾濫堆積物だけではなく、讃良川

からのものも含まれる。泥層は茨田池あるいは廣見池縁辺の池底で形成されたと考えられる。調

査地付近が滞水している時期には人間活動がみられないが、土砂が流入し陸化がすすむと、地下

水位の高いところでは水田作土が、低いところでは下層の泥層と砂層を混層して畑作土が造成さ

れており、湿地→土砂流入 。陸化→耕作地造成という過程が幾度か繰り返されていることが認め
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られた。このような扇状地扇端での地形発達

と水位の変動、それに呼応した人間活動 (と

くに耕作地の造成)は歴史時代以降の生駒山

西麓地域にしばしばみられる (た とえば松田

(1996))。

以上より、調査地は弥生時代以降、終始氾

濫原の堆積環境下にあり、本質的には現代ま

でその環境が続いていた。もっとも長期間安

定して陸域が持続したのは古墳時代中期～後

期の約百年間であり、この時期には大溝の東

側全域で集落が形成された。いっぽう、調査

地北端に形成されたロウブでは弥生時代中期

の上器や遺構が確認されたが、分布範囲が限

定されていることとロウブ以外の低所は後背

湿地の環境が支配的であり、積極的な人間活

動はみられない。また、飛鳥時代以降は洪水

氾濫によって土砂が流入し陸化がすすむと耕

作地が開発され、地形的に高い調査地北端部

では集落が営まれることもあった。

4.地形発達とそれに呼応する開発

前述のとおり地層の観察や遺構の分布から

本調査地点では湿地→土砂流入・陸化→耕作

図6 Loc.8付近にみられた飛鳥時代～鎌倉   地造成という過程が繰り返されていることを

時代の地層断面。               指摘した。ここでは飛鳥時代～鎌倉時代の地

形発達と耕作地および居住域の開発の関係に

ついて整理する (図 7)。 図 7-laは地震により断層崖を境に山地側が隆起し、平野部 (扇状地

および後背湿地)が相対的に沈降したようすを示す。地下水位が相対的に上昇し、後背湿地の水

域は扇状地側へ後退する。図 7-2aは新たに生じた高低差によって山地からの多量の土砂が供給

され、谷日付近から後背湿地にかけて新たなロウブが形成されたようすを示す。山地の隆起がな

くとも暴雨時に大量の上砂が運搬されロウブが形成されることもある。図 7-3aは新たに形成さ

れたロウブ上での人間活動を示す。地下水位の高い縁辺部には水田が、ロウブ緩斜面には畑が、

頂部には居住地が開発された。図 7-2a以下は、後背湿地での新たなロウブ形成があると、人間

による耕作地や居住地をつくり直しが繰り返されるようすを示す。このような地形発達とそれに
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4地形発達とそれに呼応する開発

la隆起・沈降

2aロ ウブ形成

3a人間活動

「

艦
ィ ァ
イ 朦 溺 水田 1ヽ'生 畑 4星4佳 層跡

図7 扇状地先端にみられる地形発達と耕作地および居住域の開発の関係を示す模式図

呼応した耕作地などの開発は生駒山西麓域だけにかぎらず、頻繁に多量の土砂が供給される扇状

地扇端の特徴である可能性がある。
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第 3章 蔀屋北遺跡出土ガラス等玉類の蛍光 X線分析
竹原弘展 (パ レオ・ラボ)

と。はじめに

蔀屋北遺跡より出土したガラス等の玉類について、蛍光 X線分析による元素分析を行い、材

質の検討を行った。

2.試料と方法

分析対象資料は、蔀屋北遺跡より出土した玉類 60点で、時期は 5～ 6世紀と見られる(表 と、

図版 1～ 3)。

分析装置はlkl堀場製作所製 XGT-5000Type Ⅱを使用した。装置の仕様は、X線管が最大

50kV。 lmAの Rhタ ーゲット、X線ビーム径が 100 μ mまたは 10 μ m、 検出器は高純度 Si検出器

(Xerophy)で ある。検出可能元素はナトリウム (Na)～ ウラン (U)であるが、ナトリウム、マグネ

シウム (Mg)と いった軽元素は蛍光 X線分析装置の性質上検出感度が悪いため、試料中に少量含

む程度ではピークを検出し難く、検出できてもかなり誤差が大きい。本分析での測定条件は、個体

h Cl～ C27、 Dl～ D5、 El、 Fl～ F4、 Hl～ H16、 H20～ H22は 50kV、 0。14～ 0.36mA(自

動設定による)、 測定時間 1000～ 2000s、 ビーム径 100 μ m、 個体陥 H17～ H19、 D5-2は 50kV、

0。12～ 0。26mA(同上)、 測定時間 500s、 ビーム径 100 μ mに設定した。定量分析は、酸化物の形

で算出し、標準試料を用いないファンダメンタル・パラメーター法による半定量分析を装置付属ソ

フトで行った。そのため、得られた定量値は比較検討するための参考値に過ぎず、誤差は大きい。

分析は、予め遺物をエタノールで軽く超音波洗浄をした後、非破壊で行った。なお、ガラス製

遺物は、人為的に露出させた完全な新鮮面で無い限り、透明で風化がないように見える箇所でも

表面の風化は進んでおり化学組成に変化があるため (肥塚 1997)、 分析結果の解釈には注意を要

する。このことは、たとえ出土後に自然に割れてしまった破断面であっても、埋蔵中にすでにク

ラックが入っていて風化が進んでいることが多く、同様である。

3.分析結果

各遺物より得られたスペクトルを図 1～ 6に示す。分析の結果、個体h H17～ H19は琥珀、

D5-2は鉄を多く含む石英 (碧玉または玉髄、メノウ)、 その他 56点はアルカリ珪酸塩ガラスに

属すると考えられるものであった。

検出できた元素は酸化ナ トリウム (以下 Na20)ヽ 酸化マグネシウム (同 MgO)、 酸化アルミニ

ウム (同 A1203)ヽ 二酸化珪素 (同 Si02)ヽ 酸化リン (同 P205)ヽ 酸化硫黄 (同 S03)ヽ 酸化カリ

ウム (同 K20)ヽ 酸化カルシウム (同 Cao)、 酸化チタン (同 Ti02)ヽ 酸化クロム (同 Cr203)ヽ

酸化マンガン (同 Mno2)ヽ 酸化鉄 (同 Fe203)ヽ 酸化コバル ト (同 CoO)、 酸化ニッケル (同
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NiO)、 酸化銅 (同 Cuo)、 酸化亜鉛 (同 Zno)、 酸化ルビジウム (同 Rb20)ヽ 酸化ス トロン

チウム (同 Sro)、 酸化ジルコニウム (同 Zro2)ヽ 酸化スズ (同 S■02)ヽ 酸化アンチモン (同

Sb203)ヽ 酸化バリウム (同 Bao)、 酸化鉛 (同 PbO)の計 23元素である。

玉類の種類および色調、化学組成ごとに分類し、並べ替えた半定量値の一覧を表 2に示す。

4.考察

古代のガラスについては、肥塚 (例えば 1997な ど)に より、その材質を中心に詳細な研究が

なされている。今回分析した資料 60点は、肉眼観察、実体顕微鏡下での観察および化学組成を

検討した結果、表面の風化により組成にバラツキはあるものの、色調および化学組成から 12種

類に分類できた。以下順に述べていく。

・  青紺色ガラス玉 (個体陥 C4～ Cll、 C13～ C16、 Dl～ D3、 F2、 F3、 Hl～ 8、 H15)

青紺色ガラス玉 26点は、化学組成からさらに以下の 3種に分類できた。

・カリガラス (K20~Si02系 )―・個体h C5、 C14、 Dl、 D3、 Hl

・ソーダ石灰ガラス (Na20~CaO_Si02系 、高 Mn)…個体胤 D2

・ソーダ石灰ガラス (Na20~(A1203~)CaO― Si02系、低M■)…個体醜C4、 C6～ Cll、 C13、 C15、

C16、 F2、 F3、 H2～ H8、 H15

カリガラスと判断した 5点のうち、個体配 C5、 D3、 Hlの 3点は K20が多く、Caoが少ない

ことからもカリガラスであることが明らかである。一方、個体陥 C14、 Dlの 2点は K20の量

は決して多くないが、風化による減少も考えられる (肥塚 1997)。 そうなると、そもそも今回分

析したすべての試料についていえることだが分析装置の Naの感度が低く風化した表面からでは

Na20の検出がほとんどできないため、網目修飾酸化物と呼ばれるアルカリ成分の種類の判断が

難しい。しかしながら、A1203ヽ CaOがいずれも少ないこと、また、Rb20が多くSroが少ない

ことなどの特徴から、過去の類例と照らし合わせるとカリガラスの可能性が高いと考えられる。

その他 21点の青紺色ガラス玉はK20が少なく、CaOが多いことから、過去の類例よリソーダ石

灰ガラスの可能性が高い。ソーダ石灰ガラスには、A1203の量が少ない Na20~CaO_Si02系 のものと、

A1203の量が多くCaoはやや少なめであることが多い Na20~A1203~CaO― Si02系のものがある。今

回分析した青紺色のソーダ石灰ガラスは、全体的にCaOの量は多いものの、A1203の含有量が多い

とも少ないともいい難く、新鮮面の測定ではないこともあり、どちらに属するか判断できなかった。

青紺色の発色については、コバル トイオンおよび鉄イオンによるものであると考えられる。中

には個体NO C5の ように、マンガンイオンの影響が出て紫色を帯びているものも見られる。これ

ら青紺色ガラスの微量元素に着目すると、Mn02が多いカリガラス 5点にソーダ石灰ガラスの個

体陥 D2の グループと、Mn02が少ない個体h D2以外のソーダ石灰ガラスのグループに分ける

ことができる。これは、着色原料として使用したコノツレト鉱石の違いに由来することが指摘され

-215-



分析編 第 3章 蔀屋北遺跡出土ガラス等玉類の蛍光 X線分析

ている (肥塚 1997)。 Mn02が 多いタイプのものは、BaOが 多くPbOが少ない、また、中には

定量限界以下ながらモリブデン(MO03)が検出されるものも存在するという特徴が見られ、これ

らはそのまま着色原料のコバル ト鉱石の特徴と考えられる。

・  青色ガラス玉 (個体h Cl～ C3、 H10、 Hll)・ 青緑色ガラス玉 (個体h C12、 D4、 F4、

H9)緑色ガラス玉 (個体陥 C18～ C23、 El、 H13、 H14、 H16)。 黄緑色ガラス玉 (個体配

C17、 C24、 H12)。 黄色ガラス玉 (個体配 C25、 C26、 D5、 H21)

これら資料は、いずれも A1203ヽ CaOが多めに検出されており、風化によりNa20はほとんど

検出できなかったものの、Ti02と Zr02の量が多いなどの特徴を持つことから、過去の類例か

ら酸化アルミニウムを多く含むソーダ石灰ガラス、すなわちNa20~A1203~CaO―Si02系の可能性

が高いと考えられる。

それぞれの着色原因と考えられる元素に着日してみると、青色・青緑色のガラス玉は、Fe203ヽ

CuOの含有量はよく似ているが、Mn02の量に違いがある。緑色のガラス玉になると、青緑色の

ものに比べて、CuOが若千増えるとともに、PbOをかなり多く含むようになる。黄緑色のガラ

ス玉は、緑色よりCuOが減り、黄色になるとCuOはほとんど含まれず、ほぼ鉄イオンのみによ

って発色しているものと考えられる。

緑色・黄緑色・黄色のガラス玉は、共通した特徴として PbOが特に多く含まれていることが

挙げられる。また、Sn02は PbOの合有量とよい相関が見られることから、同一原料に由来する

と推測される。これら3色のガラス玉は、PbOが鉄イオンや銅イオンによる発色に影響を与え

ていると考えられる。古代のガラスは、後述の赤色不透明ガラス玉のような一部例外を除いて、

基本的に遷移金属のイオンによって着色されているが、実際の発色にはガラスの基本構造を形成

する成分、加熱条件なども関係しており、複雑である。

・  赤色不透明ガラス玉 (個体h C27、 Fl、 H20)

赤色不透明のガラス玉も、アルカリ成分の含有量が風化の影響ではっきりしないものの、Ti02

と Zr02の含有量などの特徴から、上述の青色～黄色のガラス玉と同様に Na20~A1203~CaO― Si02

系のソーダ石灰ガラスの可能性が高いと考えられる。

このような赤色不透明のガラス玉はムチサラと呼ばれ、今まで述べてきたガラス玉のような遷

移金属イオンによる着色とは異なり、いわゆる飼赤と呼ばれる、金属銅 (Cu)あ るいは酸化第一

鋼 (Cu20)が ガラス中にコロイド状態となって分散することで発色している。

・  淡黄褐色ガラス玉 (金層ガラス片 ?)(個体配 H22)

淡黄褐色を示す直径 8.8mm、 厚さ H。2mmのガラス玉で、内部は孔があいているというより中

空と表現したほうが適当であろう。管状のものの両端を絞ってから切り離したような痕跡が観察
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される。分析の結果、A1203ヽ CaOが多く検出されたことから、Na20~A1203~CaO―Si02系のソー

ダ石灰ガラスの可能性が高いが、K20も ある程度検出されることから、混合アルカリガラスの可

能性も考えられる。形状より、元は重層ガラス玉の一部であった可能性があるが、金や銀は確認

されなかった。

・  琥珀製玉 (個体h H17～ H19)

個体No H17～ H19の 3点は、蛍光 X線分析では硫黄以外ほとんど検出されなかった。これは、

蛍光 X線分析装置では検出できない炭素を主成分とした有機物であり、琥珀と考えられる。

・  碧玉破片 (個体配 D5-2)

個体血 D5-2の だヽ破片は、Si02がほとんどを占め、少量 Fe203が混ざっていた。このことから、

石英に鉄を不純物として含む、碧玉または玉髄、メノウに類するものと考えられる。小さな破片

であり、自然遺物である可能性もある。

5。 おわりに

蔀屋北遺跡から出土 した玉類 60点の蛍光 X線分析を行った結果、アルカリ珪酸塩ガラス製

56点 と琥増製 3点、碧玉または玉髄 1点 と判明した。また、ガラス製品は青紺色カリガラス、

青紺色ソーダ石灰ガラス (高 Mn)、 青紺色ソーダ石灰ガラス (低 Mn)、 青色・青緑色・緑色・

黄緑色・黄色 。赤色不透明ソーダ石灰ガラス、淡黄褐色ソーダ石灰ガラスまたはアルカリ混合ガ

ラスに分類され、それぞれ特徴的な化学組成を示 した。

日本におけるガラス生産において、ガラス素材の生産は 7世紀後半の飛′亀池遺跡における鉛珪

酸塩ガラスの生産までなく、特にアルカリ珪酸塩ガラスについては鋳型を利用しての二次加工が

行われていた程度だと考えられている。東アジア地域におけるアルカリ珪酸塩ガラスは、南アジ

ア～東南アジアが大きな鍵を握っていると言われ、今後の南アジア～東南アジア地域における発

掘調査の進行による研究の発展が期待される。
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表1 分析対象資料

個体No 調査区 遺構名 層名 重量 (g) 直径 (mln) 厚さ (mn) 色 調 備考

Cl 掘立1(内 ) 0 未満

C2 1 掘立2 0 未満 青

C3 1 掘立2(外 ) 0 未満 青 破片

C4 ―■2 掘立 0 未満 青紺

C5 掘 立 0 未満 青 紺

C6 3-2 掘立 (内 ) 0 青紺

C7 1 掘立 0 青紺

C8 掘 立 (内 ) 0 青紺

C9 3-2 掘立 0 青紺

C10 掘立2 01未満 青紺

Cll 1 掘立2(外) 01未満 青紺

C12 1 掘立2 01未満 青緑

C13 l 掘立1(内 ) 青紺

C14 1 包含層 9層 青紺

C15 掘立2(外) 青紺

竪穴C1693 青紺

17 D-2 掘立 (内 ) 黄緑

1 掘 立 (内 ) 緑

掘立 01未満 緑

320 D-2 掘立 (内 ) 01未満 緑

l 掘立1 01未満 緑

322 1 掘立1(外 ) 01未満 緑

Э23 掘立1 01未満 (27) 緑 破片

l 掘立1(外 ) 01未満 黄緑

325 D-2 掘立1 責

ε26 D-2 掘立1 01未満 責

掘立1(内 ) 01未満 赤不透明

Dl D-1 包含層 10層 青紺

D2 D-1 包含層 9層 青紺

D3 D-2 溝D546 青紺

D4 D-2 井戸D474 青緑

D5 D-1 大溝D900 0 未満 黄

D5-2 D-1 大溝D900 0 未 満 (25) 茶褐 破片

El E-1 谷 0 未満 緑

Fl F-2 谷 0 未満 赤不透明

F2 F-2 谷 0 未満 青紺

F3 F-2 谷 0 未満 青紺

F4 F-2 谷 0 未満 青緑

Hl H 大溝Hll 青紺

H2 H 大溝Hll 01未満 青紺

H3 H 大溝H■ 01未満 青紺

H4 H 大溝H■ 青紺

H5 H 大溝Hll 01未満 青紺

H6 H 大溝H■ 01未満 青紺

H7 H 大溝Hll 青 紺

H8 H 大溝H■ 0 未満 青紺

H9 H 大溝H■ 未満 青緑

H10 H 大溝H 未満 破 片

HH H 大溝H 未満 主祠

H12 H 大溝H 未満 黄緑

H13 H 大溝H 0 未満 緑

H14 H 大溝H 0 未満 緑

H15 H 大溝H 未満 青紺

H16 H 大溝H 未満 緑

H17 H 大溝H 0 未満 (58) 橙 破片

H18 H 大溝H 0 未満 橙 破片

H孔 9 H 大溝H 橙

H20 H 大溝H 01未満 赤不透明

H21 H 大溝H 01未満 黄 風化激しい

H22 H 大溝H 淡責褐
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表2 半定量分析結果

個TINd 種類 色調 Mg0 Si02 P20t S09 K20 rio Fe20 CoC NiO 3uC ZnO SrO SnOl Sbι O( BaG

C5 ガラス 青紺 104 022 004 0“ 0図 002

C14 ガラス 青紺 3那 183 Ol14 Ol12 059

Dl ガラス 青紺 13 307 002 046 OJЭ 2

D3 ガラス 青紺 37i 244 019雌

Hl ガラス 青紺 α04 139 0196 Ol13 α09

D2 ガラス 青紺 αl14 Ol12 002

C4 ガラス 青紺 772 362 017 α29

C6 ガラス 青紺 792 α諺 2V α03

C7 ガラス 青紺 804 留 298

C8 ガラス 青紺 002 OJ拠

C9 ガラス 青紺 独 5 ∞ 042 Ol12 Ol15 053

C10 ガラス 青紺 04 058 $311 α22 Ol15

C l ガラス 青紺 14 002 008

C 3 ガラス 青紺 228

C 5 ガラス 青紺 044 328 008 0" OJЭ2 α03

C 6 ガラス 青紺 α02 Ol12 Ol14 α52

F2 ガラス 青紺 789 005 028

F3 ガラス 青紺 795 % 004 α25

H2 ガラス 青紺 硲 7 043 α22 Ol12

H3 ガラス 青紺 822 044

H4 ガラス 青紺 17 356 OJЭ3 003

H5 ガラス 青紺 822 355 002 Ol19 071

H6 ガラス 青紺 11 024 002

H7 ガラス 青紺 002 043 002

H8 ガラス 青紺 801 領 024 244 025 OJЭ 7

H15 ガラス 青紺 283 008 002 al15

Cl ガラス 青 826 424 2" 0/

C2 ガラス 青 831 M 002 008

C3 ガラス 青

“

82B 11 α07

H10 ガラス 青 郷

Hll ガラス 青 路 8 052 2列 036 Ol19 027

C12 ガラス 青緑 0∞ 003 Ol12

D4 ガラス 青緑 002

F4 ガラス 青緑 823 OJЭ 7 297

H9 ガラス 青緑 η 2 α95 α24 0年

C18 ガラス 緑 α% 202

C19 ガラス 緑 67B ∞ 334 0" 0野

C20 ガラス 緑 3V αl15

C21 ガラス 緑 322 Ol13 9%

C22 ガラス 緑 002 OJ98 282 郷 682

C23 ガラス 緑 823 11 140

El ガラス 緑 176 ω3 αl12 023

H13 ガラス 緑 7路 08 Ol19 OJЭ2 174

H14 ガラス 緑 絲 327 郷 6 0諺 188 620

H16 ガラス 緑 018 122 109

C17 ガラス 黄緑 275 069 0" 037

C24 ガラス 黄緑 弱 019 22 089 002 033 l167

H12 ガラス 黄緑 年 6 603 α02 338 OЪ

C25 ガラス 責 003 007 019 1522

C26 ガラス 黄 酪 57B 289 OJЭ 9 035 039

D5 ガラス 責 323

H21 ガラス 黄 849 008 140 002

C27 ガラス 赤 795 045 299 327 Ol14 0弦 Ol19 053

Fl ガラス 赤 247 441 045 0出

H20 ガラス 赤 7削 048 002 430 Ol14 053 060 022 099

H22 ガラス 淡黄褐 l123 003 002 020

H17 琥珀 橙

H± 8 琥珀 橙

H19 琥珀 橙

D5-2 玉 髄 茶褐 993 Ol14 002
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図2 玉類の蛍光 X線分析結果 (2)
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図4 玉類の蛍光 X線分析結果 (4)
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図6 玉類の蛍光 X線分析結果 (6)
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図版 1 分析対象資料写真 (1)(透過光下 )





図版 2 分析対象資料写真 (2)(C27,D5-2,Flは 落射光下、他は透過光下 )
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図版 3 分析対象資料写真 (3)(H20は落射光下、他は透過光下 )
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第 4章 蔀屋北、鬼虎川遺跡出土硬質土器の蛍光X線分析
大阪大谷大学 三辻利一

土器中には Si、 Al、 O、 K、 Ca、 Mg、 Fe、 Ti、 Na などの主成分以外にも多くの微量元素
が含有されており、これらのすべての元素を定量分析することは容易なことではない。材質分析

として土器を分析する場合には、通常、全主成分元素を測定し、分析結果は化学組成として、百

分率で各元素の含有量を表す。しかし、土器の産地問題の研究では材質分析の考え方で分析して

も、産地推定には結びつかないのである。産地問題の研究ではまず、生産地の土器の分析データ

を生産地ごとに比較し、地域差を示す元素を見つけだすことが先決である。もし、そのような元

素が見つかれば、それを指紋元素として、指紋あわせの考え方で生産地を探し求めていく。その

ような元素が見つからなければ、元素分析による産地推定法の開発はできないことになる。しか

し、元素分析によって、岩石に地域差があることは早くから分かっているので、岩石が風化して

生成した粘土を素材として製作した土器にも地域差があることは十分期待できたのである。

2次ターゲット方式のエネルギー分散型の蛍光X線分析装置を使用すると、土器の蛍光X線ス

ペクトルは比較し易い。全国各地の窯跡出土須恵器の蛍光 X線スペクトルを比較した結果、 K、

Ca、 Rb、 Srの 4元素が有力な指紋元素の候補であることが分かった。実際には、この地域差は

K― Ca、 Rb―Srの両分布図で表示された。土器のように、多数の生産地があると考えられるもの

の産地推定法の開発研究では、両分布図は海を航海する船の羅針盤のように不可欠のものであっ

た。両分布図上では、二つの生産地の相互識別は定性的にしかできないので、 2群問判別分析法

という統計学の手法が導入された。判別図上では両生産地の相互識別をより鮮明にできる。

現在では、2群間判別分析法を中心にして須恵器の産地問題の研究は推進されている。さらに、

この方法は他の多くの土器の胎土研究にも活用でき、元素分析による古代、中世土器の胎土研究

で大きな成果を上げつつある。

本報告では、蔀屋北、鬼虎川遺跡出上の硬質土器の蛍光X線分析の結果について報告する。

分析データは表 1にまとめられている。全分析値は岩石標準試料、JG-1を使って蛍光 X線強

度を標準化した値で示してある。はじめに、両分布図上にデータはデジタル化される。図 1に は、

全試料の両分布図を示す。比較対照のために、陶邑領域を定性的に描いてある。両分布図で多く

の試料は陶邑領域に分布しており、陶邑産の須恵器が含まれていることを示している。しかし、

陶邑領域の右上にずれて分布する試料も 10点ほどあり、陶邑以外の生産地の製品も若千、含ま

れていることも確かである。さらに、Rb―Sr分布図で右側に大きくずれる試料が3点ある。こ

の 3点の上器は須恵器ではない可能性がある。何故なら、このような領域に分布する須恵器はほ

とんどないからである。

次に、図 2には陶邑群と伽耶群間の2群間判別図上に今回分析した試料をプロットした結果を

示す。畿内の5世紀代の遺跡からは伽耶産の硬質土器があると、考古学的な型式論からいわれて
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きたからである。 5%危険率をかけたホテリングのT2検定から、各群への帰属条件を求め、さ

らに、互いに、相手群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値を使って、空白空間を除去し

た結果、図 2に示すように、陶邑領域と伽耶領域を描いた。もし、陶邑産の須恵器があれば、陶

邑領域に分布するはずであるし、伽耶地域からの搬入品があれば、伽耶領域に分布するはずであ

る。図 2か らわかるように、多くの土器は陶邑産の須恵器であることがわかる。伽耶領域に分布

する試料はほとんどなく、伽耶地域からの搬入品はないことがわかる。11点の試料は不明領域

に分布した。判別分析の結果は再度、両分布図でも確認される。図 3には陶邑産と推定された試

料の両分布図を示す。陶邑領域によく対応することがわかる。また、不明領域に分布した試料の

両分布図を図 4に示す。さて、ここで、陶邑群と伽耶群の重心からのマハラノビスの汎距離の二

乗値を計算で求めた結果を表 1に示してある。この結果を使って産地を最終的に推定する訳であ

るが、帰属条件として、D2(x)<10 ただし、(X)は母集団名である。D2(陶邑)も、D2(伽

耶)も ともに10以下である場合には、数値の小さい方を優先した。この結果、No.6、 7、 9、

11、 13～ 19、 20、 21、 24～ 27、 29～ 32、 34～ 39、 41～ 44、 48～ 50の 34点が陶邑産と推

定された。No.2、 12の 2点は陶邑領域と伽耶領域が重複する領域に分布し、判別できなかっ

たので、不定としておいた。残る No。 1、 3、 4、 5、 8、 10、 12、 20、 23、 28、 33、 40、 45、

46、 47の 15点の試料は産地不明となった。このうち、両母集団の重心から大きくずれるNo.10

はK、 Rb量が少なく、Ca、 Sr量が多いという特徴をもっており、さらに、Fe量が多いという

特徴も併せ持つ。この特徴は生駒西麓土器がもつ化学的な特徴である。近畿地方では異色ある特

徴をもつ土器である。No。 10は生駒西麓土器である可能性が高い。他の不明の土器の多くはK、

Ca、 Rb、 Sr量が陶邑産の須恵器に比べて多く、朝鮮半島産の土器である可能性がある。
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表 1 蔀屋北遺跡、鬼虎川遺跡 出土土器の分析データ

鬼虎川遺跡は、第22次調査で出土した資料 (大阪府教育委員会・財団法人東大阪市文化財協会 2002『鬼虎川遺跡第22次調査概要報告』)

北遺跡 A調査区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

蔀屋北遺跡 H地区

分析資料

不定

不明

陶邑

陶邑

陶邑

不 明

陶邑

陶邑

不 明

陶邑
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表 2 蔀屋北遺跡、鬼虎川遺跡 土器胎土分析資料一覧

析
料
分
資
版
号
図
番 遺跡名 調査区 器種・器形 遺構 層位 登録番号 備考

定
果
推
結 図面番号

1 蔀屋北 A調査区 匂質土器奏 土坑■35 2層 沈線・鳥足紋タタキメ 不 明

鬼虎川 K T R22 質恵器イ蓋 落ち込みII やや軟質 不定

3 鬼虎川 K T R22 句質土器杯付瓶 大溝 やや軟質。 不明

鬼虎川 K T R22 句質土器邦付瓶 大溝 やや軟質 不 明

227 蔀屋北 H地区 句質土器瓶 大溝Hll 3層 鳥足文タタキメ。やや軟質。 不 明 577-25

6 蔀屋北 H地区 頂恵器甕 大溝H■ 2層
212,227・ 241 ・

281 '344

(取 り上げ19・ 82)

やや軟質。瓦質須恵器。 陶 邑 572-21

7 蔀屋北 H地 区 頁恵器壷 大溝HH 3層 ,04・ 640,467.
212・ 244・ 813

;層の取り上t弟 1も含む 陶 邑 577-29

8 蔀屋北 H地 区
句質土器体部片
価P

大溝Hll 2層
鳥足文タタキメ。内面は強くナデあげる。
やや軟質ではあるが、胎土は緻密。資料番
号5と 同一個体 ?

不明

9 蔀屋北 H地区 頁恵器奏 大溝Hll 3層 陶 邑 577-27

蔀屋北 H地 区 」字形板状土製品 大溝Hll 1層
351

(取 り_Lげ 208)
生駒西麓製。 不 明

11 蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大溝H■ 1層
100、  101

(取 り上げ10、 ■)
陶邑 568-1

蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大溝H■ 1層
外面は平行タタキメ、内面は同心円文の
て具痕 (軽 くナデ)。

不定

蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大溝Hll 2層
叫面は平行タタキメ、内面は同心円文の些
て具痕。

陶 邑

蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大構Hll 2層
電質須恵器。外面は平行タタキメ後、カキメ
勺面は同心円文の当て具痕で、すり消しナデ

陶邑

蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大溝Hll 2層 平行、内面は同心円文。 陶邑

蔀屋北 H地区 頁恵器甕 大溝H■ 2層
71.面 は平行タタキメ、内面は同心円文の望
て具痕、ヨコナデ。焼成はやや甘い。

陶 邑

蔀屋北 H地区 員恵器甕 大溝Hll 1層
158

(取 り上げ68)

7r面は平行タタキメ、内面は同心円文の当て
髯痕。焼成やや甘い。内外面の色調は白灰色(

陶 邑

蔀屋北 H地区 買恵器奏 大溝Hll 2層
375

(取 り上げ113)
氏部。外面は平行タタキメ、内面は同心F
丈の当て具痕。

陶 邑

蔀屋北 H地区 買恵器甕 大溝Hll 3層
/1・面は平行タタキメ、内面は同心円文の
て具痕で、ナデ消す。瓦質須恵器。

陶 邑

蔀屋北 H地区 奪式系土器甕 大溝Hll 3層
頁恵質で、やや軟質。外面は目の細かい格
子タタキメ、内面は強めのヨコナデ。内外・

断面の色調は白灰色。
不明

蔀屋ヨヒ H地区 草式系土器甕 大溝HH 3層 521
(取 り上げ151)

須恵質でやや軟質。外面は目の粗い格子タ
タキメ後、沈線を巡らす。内面は同心円女
の当て具痕後、ヨコナデ、その後、間隔の

あいたナデを縦方向に施す。内外・断面の
色調は白灰色。

陶 邑

蔀屋北 H地区 員恵器甕 大溝Hll 2層
本面は平行タタキメ、内面は同心円文の≧
て具痕で、にナデ消し。

陶 邑

蔀屋北 H地区 韓式系土器甕 大溝Hll 3層
額恵質で、胎土はやや甘い。外面は縄席萩
タタキメ、内面は不定方向のナデ。内面C
色調は灰色、外面 断面は白灰色。

不明

24 蔀屋北 H地区 須恵器奏 大溝HH 2層 Ⅲ面は平行タタキメ後、カキメ、内面はF
い円文の当て具痕で、ナデ消し。

陶邑

蔀屋北 H地区 須恵器壷 ? 大溝Hll 2層
口縁部片。瓦質須恵器。やや軟質。内外顧
ヨコナデ。

陶 邑

蔀屋北 H地区 須恵器甕 大溝HH 2層 やや軟質。瓦質須恵器。外面は平行タタキ
メ、内面は同心円文の当て具痕が残る。

陶 邑

蔀屋北 H地区 須恵器甕 大溝Hll 2層 外面は平行タタキメ、内面はナデ。 陶邑

蔀屋北 H地区 簾式系土器甕 大溝Hll 2層
須恵質で、胎土はやや甘い。外面は縄席技
タタキメ、内面は不定方向のナデ。内面C
色調は灰色、外面・断面は白灰色。

不明

蔀屋北 H地区 須恵器奏 大溝Hll 2層
やや軟質。外面は平行タタキメ、内面はF
心円文の当て具痕で、ナデ消す。

陶 邑

蔀屋北 H地区 質恵器高不杯部 大溝Hll 3層 須恵質で、やや軟質。瓦質須恵器。 陶 邑

蔀屋北 H地 区 須恵器甕 大溝Hll 2層
外面は平行タタキメ、内面は同心円文の望
て具痕が残る。

陶 邑

32 蔀屋北 H地区 須恵器甕 大溝Hll 2層
外面は平行タタキメ、内面は同心円文の些
て具痕が残る。

陶邑
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効
釧
版
号
図
番
遺跡名 調査区 器僅 ,器形 遺構 層位 登録番号 備考

推定
結果

蔀屋北 H地区 嘩式系土器甕 大溝Hll 2層 [路
氏部。硬質で、外面は斜格子タタキメ、膝
面はナデ。

不明

蔀屋北 H地区 買恵器杯身 大溝Hll 2層 ,61 ・662 買恵質で、やや軟質。瓦質須恵器。 陶邑

部屋北 H地区 買恵器奏 大溝Hll 2層
rI・面は平行タタキメ、内面は同心円文の娑
て具痕で、ナデ消す。焼成は甘い。瓦質好
憲器。

陶 邑

36 蔀屋北 H地区 頁恵器養 大溝Hll 2層
71面は格子タタキメ、内面は同心円文の

で具痕で、後にナデ。
陶邑

蔀屋北 H地区 頁恵器高杯 大溝H■ 2層 即部片。瓦質須恵器。 陶 邑

蔀屋北 H地区 頁恵器養 大溝H■ 2層
】41、  425、  664、
つ7(取 り上tF35)

91・面は斜格子タタキメ後、ナデ、内面はヨ
コナデ後に一部タテナデ。

陶 邑

蔀屋北 H地区 買恵器甕 大溝Hll 2層 232
外面は格子タタキメ、内面は同心円文の望
て具痕で、一部軽いヨコナデ。

陶邑

4Cl 蔀屋北 H地区 棄式系土器養 大溝H■ 2層
更質。外面は直線文タタキメ後に沈線、広
面は縦方向のナデ。

不明

蔀屋北 H地区 頂恵器壷 大溝Hll 2層 212・ 661
外面は平行タタキメ後、カキメ、内面はF
心円文の当て具痕。

陶邑

42 部屋北 H地区 尊式系土器養 大溝Hll 1層
硬質。外面は直線文タタキメ、内面はヨコ

ナデ後、縦に間隔をおいて、上方ヘナデあ
げる。内面の調整は分析資料20に似ている。

陶邑

43 蔀屋北 H地区 頁恵器奏 大溝Hll 3層 130 平行タタキメ後、カキメ、内面はナデ。 陶 邑

44 蔀屋北 H地区 質恵器甕 大溝Hll 2層 お2・ 231
外面は平行タタキメ、内面は同心円文の望
て具痕が残る

陶邑

蔀屋北 H地区 津式系土器発 大溝Hll 3層
軟質土器で、外面は格子タタキメ、内面サ
デ 。

不 明

鬼虎川 K T R22 津式系土器養 包含層 奉6層 Юl・ 153 硬質。 不明

47 蔀屋北 H地区 」字形板状土製品 大溝H 2層 不明

48 蔀屋北 H地区 頻恵器杯身 大溝H 2層 陶邑

49 蔀屋北 H地区 質恵器杯身 大溝H 2層 陶 邑

蔀屋北 H地区 頁恵器杯蓋 大溝H 4層 やや軟質。 陶邑

分析編 第 4章 蔀屋北、鬼虎川遺跡出土硬質土器の蛍光X線分析

鬼虎川遺跡は、第22次調査で出上した資料 (大阪府教育委員会・財団法人東大阪市文化財協会 2002『鬼虎川遺跡第22次調査概要報告』)
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1 全調査区の動物遺体

第 5章 蔀 屋 北 遺 跡 出 土 の動 物 遺 体

大阪市立大学 安部みき子

はじめに

大阪府四條畷市に位置する蔀屋北遺跡は弥生時代から近世にかけての複合遺跡であるが、脊

椎動物遺体は主に 5～ 6世紀の遺構から出上している。本遺跡の土壌は硬骨の遺存条件が悪く、

特に哺乳類の多くはビビアナイトに置き換わっており、取り上げ時には原形を留めていたと思わ

れるものも同定段階では損傷が大きく、種や部位の特定ができないものが多かった。

出上した脊椎動物骨のうち、魚類は奈良県立橿原考古学研究所の丸山真史氏が担当した (次章

参照)。 したがって、本報告で述べる動物遺体は哺乳類、鳥類、両生。爬虫類をさしている。また、

イヌの詳細な観察と計測は大阪府教育委員会の宮崎泰史氏が行った。

出土骨の分析は主にイヌ・ウマについておこない、ウマの体高の推定には林田ら (1957)の

推定式を、年齢の推定には自歯の高径を用い、Habermehl(1961)と西中川編 (1991)の表に基

づき行った。しかし、ウマの上顎と下顎の第 3前臼歯～第 2後臼歯は形態が似ており、遊離歯

が単独で出土した場合の歯種の同定は困難であるため、今回は歯種が特定できない臼歯でも、あ

る程度の部位がわかるものについては年齢推定を行った。なお、ウマは、大阪府東大阪市西ノ辻

遺跡 (58-2区 )、 四條畷市奈良井遺跡、中野遺跡、大阪市大坂城址Ⅲ (資料番号 2592)で報告

されている頭骨と、鹿児島大学所蔵の御崎馬 (No.6)の歯冠部の計測値を比較資料とした。

また、イヌは大阪市亀井遺跡、韓国慶尚南道酒川市勒島遺跡を引用し、イヌの大きさは長谷部

(1952)の級別で表示している。

1 全調査区の動物遺体

出土した動物遺体は約 1400点であり、そのうち哺乳類は約 1000点で科や種の同定ができた

ものは 475点であった。また鳥類は 21点出上し、同定できたものは 6点である。爬虫類が 12

点と両生類が約 40点出上しているが、いずれも科や種までの同定はできなかった。

同定できた出土動物は哺乳類が、ウマ 254点、ウシ 10点、シカ 53点、イノンシ 35点、イヌ

58点、タヌキ 2点、イヌ科 1点、イタチ科 3点とネズミ52点で、鳥類はキジ3点、キジ科 3点、

カラス 1点、爬虫類はスッポン3点とヘビの椎骨 12点で、両生類はカエルが多数みられた (表 1)。

本遺跡の動物遺体は、骨片数は多いのに対し種の数は非常に少ない傾向にあり、ウマが半数以上

を占めていた。

ウマは 5～ 6世紀の大半の遺構で出土数が最も多く、次に多いのはイヌであった。ウマが最

も早く出上している遺構は大溝 E090001の下層で、5世紀前～中頃にあたる。ウンの出土数は

少ないが、最も早いものは 5世紀中頃～後半の大溝 E090001の下層直上から出上し、これ以降

も全ての時期でみられる。
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表 1 蔀屋北遺跡出土の動物遺体の種名表

哺乳類  CLASS  MAMMALIA

ネズミ (謡歯)日 Order Rodentia

ネズミ科 Family Muridae

クマネズミ属 月,サιvs

種不明 sp.indet,

ネコ (食肉)目  Order Carnivora
イヌ科 Family Canidae

イヌ Cβ
"た
 ね
"liruiarね

タヌキ  N/cιθrθvtts prο 9/ο
"ides

種不明 sp.indet.

イタチ科 Family Mustelidae

属 種不明 gen.et sp.indet.

ウシ (偶蹄)日  Order Artiodactyla
イノシシ科   Family Suidae
ヨーロッパイノシシ Stt scrOFa

ウシ科   Family Bovidae

ウシ  β餌 飽口rtrs
シカ科  Family Ceruidae
ンカ亜科   Cervlnac
ニホンジカ Cer7“ ЛFppo4

鳥綱  CLASS AVES
スズメロ  Order Passeriformes

カラス利I  Family Corvidae

属 種不明 gent et sp.indet。

キジロ  Order Galliformes

キジ科   Family Phasianidae

キジ  FちasuiAコ ysじOFchた ys

種不明 sp.indet.

爬虫綱  CLASS REPTILIA

有鱗 目 Order Squamata

ナミヘビ科 Family Colubroidae

属、種 不明   gen.et sp.indet.

両生綱  CLASS AMPHIBIA

無尾目 Anura

科、属、種 不明  family gen.et sp.indet.
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2 全調査区の時期ごとの出土動物

野生種としてはネズミの出上が最も多く、特に大型の家ネズミと推測されるものが 28点で半

数以上を占めている。家ネズミかどうかの判定は骨の大きさであるが、その比較ができないもの

はネズミとしている。シカとイノシシは出土数が少なく、シカは角を含め加工品がみられた。

2 全調査区の時期ごとの出土動物

動物遺体は弥生時代から近世まで出上しているため、5世紀以前、5世紀、5～ 6世紀、6世

紀と6世紀以降に区分し、各時期の特徴を検討した。また、出土骨が 5～ 6世紀に集中してい

るため、5～ 6世紀の出土骨を上記の区分に従って分割し、出現頻度 (表 2)と 出土骨片数 (表 3、

図 1)を求めた。

a.時期ごとの出土動物遺体

・5世紀以前の出土動物

4世紀中頃～後半の鹿角製柄 (資料番号 H-1061、 以下資料番号省略)が 1点みられた (図版 131d)。

弥生後期から古墳前期 (一部、中期の土器も含む)流路の上層からウマの大腿骨 (E-2551)の

顆上害周辺の骨片が出土しているが、詳細な時期は特定されていない。

・5世紀の出土動物

出土数が最も多く、同定できた骨片数は 221点であった。出土動物はウマが約半数を占め、

次いでイヌ、シカとイノシシが多かったが、ウマとイヌやシカなどでは出土数の差が大きかった。

ウシは少数ではあるが出土し、日本に移入された時期の検討が必要である。ネズミは大型の家ネ

ズミが 8点出土しており、人の生活範囲内で繁殖していると考えられる。その他にイタチ科やカ

ラス、キジ、キジ科、ヘビ、カエルなどの野生動物がみられ、混入の可能性が高い。

・5～ 6世紀の出土動物

5世紀に次いで同定できた骨片数は 195点 と出土数で、5世紀のものと比較してやや少ない。

しかし、ウマは約 1/3を 占めており、イヌ、シカとイノシシもよく似た傾向にあった。ネズミ

の出土数は前時期と比較して約 2～ 3倍に増加しており、ネズミの繁殖が盛んであったと思わ

れる。5世紀で出土していなかったものはスッポンであるが、2点と少なかった。

・6世紀

全体の出土数は 59点 と著しく減少し、シカやイノシシも数点のみの出土で、イヌや家ネズミ

はみられない。しかし、ウマが 44点 と最も多く、シカとイノシシが次いで多い点は同様の傾向

である。一方、ウシは 4点出土し、わずかではあるが増加の傾向にある。また、タヌキ、ネズミ、

キジ科、スッポンもわずかにみられた。

・6世紀以降

古墳から奈良時代からはウマの距骨が 1点出土しているが、保存状態が悪く、骨計測ができな

かった。

飛鳥から平安時代からはウマの下顎骨、臼歯片とともにウシの中節骨が遺存していた。
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表2 哺乳類の出現頻度表

Cは大歯、Pは 前日歯、Mは後臼歯の略
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種

時期

イ

ヌ

タ

ヌ
キ

イ
ヌ
科

イ

タ

チ
科

イ

ノ

シ

シ

ウ ウ

マ
ン

カ

不ヽ
ズ
ミ

ク
マ
不ヽ
ズ
ミ

ド
ブ

∝

カ

ラ

ス

キ

ジ

キ
ジ
科

鳥
類

ス
ツ
ボ
ン

ヘ
ビ 総数

5C 2 5 8 1 ユ 7

5～6C l l 2 8 2 l

6C 2 44 3 2 l l

淋生後期～古墳中 l 1

4C 1 l

飛鳥～平安 l

奈良～古墳 l l

平安後期 1

中世 1

骨片数 58 2 l 3 24 l 3 3 505

2 全調査区の時期ごとの出土動物

表 3 各時期における哺乳類 。鳥類・爬虫類の出土骨片数

イヌ  タヌキ  イヌ科 イタチ科 イツシシ  ウシ  ウマ   ンカ  ネズミ  ドブor  カラス  キジ  キジ科  鳥類 スッポン ヘビ
クマネズミ

図 1 5世紀から6世紀における哺乳類・鳥類・爬虫類の出土骨片数

平安時代後期はウマの撓骨と臼歯が 14点遺存しており、年齢推定できた臼歯は 5点あり、そ

の範囲は 4～ 7才で比較的若かった。撓骨は保存状態が悪かったため、体高の推定はできなか

った。また、イノシシの末節骨も 1点出土している。

中世はウシの中足骨とウマの上顎骨、自歯が出上し、年齢が推定できたウマは 10～ 11才 と

老齢であった。

b.時期ごとの出現頻度と最小個体数
ウマはいずれの時期も臼歯の遺存率が高く、四肢骨は保存状態が悪いため同定できなかった骨

片が多数あり出現頻度は低い結果となった。最小個体数は 5世紀が 9、 5～ 6世紀が 4、 6世紀

が 2と なり、骨片の減少と相関して少なくなる傾向にある。

イヌは 5世紀と5～ 6世紀の期間に比較的多数出現している。出現部位は頭骨が多く、最小

個体数は 5世紀が 5、 5～ 6世紀が 3でやや減少している。

-253-



分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

ウンは出土数が少なく、その中でも臼歯と指骨の出現が多いが、何れの時期も最小個体数は 1

である。

シカはいずれの時期も頭骨や歯の出現が全く見られず、最も多いのは加工した鹿角で、鹿角を

除いて最小個体数を算出した結果、5世紀は 1、 5～ 6世紀は 2、 6世紀は 1であった。

イノシシは幼体から成体まで出上しており、出現部位もあまり偏りがない。5世紀の最小個体

数が 3で、5～ 6世紀は 2、 6世紀は 1であった。

ネズミは 5世紀には下顎骨、5～ 6世紀には大腿骨の出現が高く、5世紀より5～ 6世紀の方

が出土量、最小個体数ともに多く、人の生活圏内に生息の場を広げていたと想像される(表 4、図 2)。

3 各調査区の時期と遺構ごとの出土動物
A調査区の特徴 (表 19)

本調査区から出土した動物遺体は5世紀中頃と後半の遺構が中心であった (図 3)。

5世紀中頃の遺構は溝 A950と土坑 A1483でいずれもウマの頭骨または臼歯片が多数出土して

いる。溝 A950では右側の上顎骨と右上顎臼歯列が出土しているため少なくとも2個体は存在し

ていたと推察される。この溝から出上した臼歯で年齢の推定が可能なものは、左右の上顎骨 (資

料番号 A-1989、 以下資料番号を省略)が 4～ 5才、上顎臼歯列 (A-2015)|ま第 3・ 第 4前臼歯

が未前出のため2～ 3才 (図版 266c)、左右の下顎骨 (A-2010)と上顎第 1後臼歯 (A-2016-02)

は3才、A-1880の 2本の上顎臼歯は4～ 5才、5～ 6才と推定された。土坑 A1438(A-1999)

表4 各時期における哺乳類・鳥類・爬虫類の最小個体数
種

時期
イヌ タヌキ イヌ科

イタチ

科

イ ノ シ

ン
ウ シ ウマ シ カ ネズミ

ドブor
クマ
ネズミ

カラス キ ジ キジ科
スッポ

ン
ヘ ピ

5C 0 l l 1 l 3 l l 1 0 1

5～6C 0 1 1 l 2 l 6 l 1 1

6C 1 0 l 1 l l 0 0 1 l

津√がご♂〃子↑毛〆
がガがが

図2 5世紀から6世紀における哺乳類・鳥類・爬虫類の最小個体数
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3 各調査区の時期と遺構ごとの出土動物

は頭骨と左右下顎骨は遺存しており、ウマを埋葬したと考えられている。遺存していた臼歯列 (図

版 266a)は乳臼歯の歯根の吸収が進み、永久歯の歯冠が乳臼歯の下方で発育している様子を留

めており、年齢の推定は自歯の状態から2～ 3才と推測された。

5世紀後半は溝 3条、井戸 3基、土坑 5基の遺構、包含層から動物遺体が出土している。溝

から出土した動物遺体はウマの自歯が大半を占めており、年齢が推定できたものは溝 A434(A―

■00)の上顎第 4前臼歯 ?で 8～ 9才と比較的高齢であった。また、3基の井戸のうち井戸 A542

はカエルが 2点、井戸 A767は大型哺乳類の骨片が 1点出上しているのみであった。井戸 A494

はウマ (図版 267a-2、 図版 269a-5)以外にイヌ、イノシシ、ネズミとカエル (図版 273e)が出

土している。井戸枠内下層からイヌの第 4頸椎、第 5頸椎、第 2腰椎、第 3腰椎 (A-2163-01、

02、 1818-01・ 02)、 ウマの前頭骨 (A-2163-03)、 ネズミ (A-2163-12・ 13)と カエルが多数 (A―

2163-04～ ■)遺存しており、最下層にはイヌの第 4～第 7腰椎 (A-1609-02～ 05)と イノシ

シの幼体の腸骨 (1609-06)、 ウマの中節骨 (1609-01)カミ出土した。イヌの椎骨 (図版 272e)は

同一個体と推測されており、第 4頸椎 (A-2163-01)は 中央部で切断された痕跡があるため、祭

祀などによる人為的な意図がうかがえる。一方、ネズミやカエルは自然死のものと思われる。土

坑は 5基発掘されており、このうち土坑 A940は ウマの全身骨格 (A-2718)が 出土しており、体

高は 127cmと推定されている (図版 66・ 67)。 土坑 A1345(A-2035)は 頭骨 (図版 264)のみ出

土しているが、土坑の大きさは馬埋葬土坑 A940とほぼ同大であり、全身を埋葬したと考えられ

る (図版 67b・ c)。 土坑 A655は頭部 (A-1371)が 出土しており、土坑の大きさから頭部のみを

埋納したと考えられている (図版 65d o e)。 このウマは上顎第 3切歯と第 2前臼歯間の下顎骨が

遺存しており、犬歯の前出がみられないことよリメスと推測される (図版 265)。 また、第 2前臼

歯に近位側の歯冠部中央にわずかなくぼみを認めた。このくぼみは街が当たる場所にあることよ

り、街を使用していた痕跡と考えられる。土坑 Al135は下顎前臼歯 2点と白色化した焼骨が数点

出土している。土坑 A1800は臼歯片が数点みられた。埋葬あるいは埋納されたウマの年齢は、全

身骨格が出上した土坑 A940は 5～ 6才、頭骨のみの土坑 A1345は 3～ 4才、土坑 A655は 4～

5才であった。また、臼歯のみが出土した土坑 An35は 3～ 4才で、土坑 A1800は歯の高径が

計測できなかった。この時期のウマの年齢は 3～ 7才の範囲内であり、若い個体のみである。

5～ 6世紀のものは溝 A951か ら出土したウマの上顎第 2前臼歯 (A-1490)のみが同定でき、

年齢は 3才と推定された。

6世紀は前半の遺構のみで、溝 A428と包含層で確認されている。溝 A428か らは未咬耗のウ

シの上顎第 3後臼歯 (A-091卜 01)が出土し、若い個体である。包含層からはウマの自歯が数点

出上し、上顎第 4前臼歯 ?(A-0720-01)の歯高より5才と推定されている。

9世紀の包含層からはウマの下顎骨 (A-0520)が 出土しているが、臼歯の高径が計測できな

かったため年齢は不明である。また表面採集されたウマの下顎第 4前臼歯 (A-2717)は 6才の

ものと推定された。
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

B調査区の特徴 (表 20)

5世紀の遺構として井戸 B131000と 土坑 B131103、 溝 B13067、 そして包含層のみであり、

遺存している動物遺体が少ない。溝と包含層からはウマの臼歯は各 1点見られ、井戸からはど烏類

の長骨を加工したものが出土した。

5～ 6世紀がもっとも出土数が多かったが骨の保存状態が悪く、計測できたのは上顎臼歯と下

顎臼歯各 2点であった。これらの計測値から年齢を推定すると、B-1567-02が 5～ 6才で、残

りの 3点は 8～ 9才であった。また、ウマの中節骨 (B-1536-02、 図版 269-3)が出土しており、

体高を推定すると、前肢の場合約 130cm、 後肢の場合約 125cmと なる。

6世紀はほとんどが包含層からの出土で、ウマの遊離歯が 2点見られ、年齢推定の結果、

B-1088は 9～ 10才、B-5001は 15～ 16才 と老齢であった。

6世紀以降は包含層が多く、ウマの出土が目立ち、13世紀の包含層のウマの上顎第 2後臼歯

から3才と推定された。また、同じ層からはウシの中足骨 (B-0168)の 近位端が遺存していた。

C調査区の特徴 (表 21)

5世紀の遺構から出土した動物遺体は非常に少なかった。ウマは土坑 C3684の上顎臼歯が 1

点出土しているのみであった。一方、井戸 C2549は最も出土数と種が多く、井戸底からイノシ

シの下顎骨片、イタチ科の尺骨とキジ科の前腕骨が出土している。大型の骨片もみられ、これが

ウマのものかどうかは不明である。

5～ 6世紀は遺構が少なく、出土骨片も少なかった。包含層からウマ 3点とシカの角が見られ

るほかは、井戸からは哺乳類の骨片が、谷からはウマと推測される坐骨の一部が出土している。

包含層のウマの中足骨 (C-3928)か ら体高を推定すると約 130cmで あり、当時としてはやや大

きヤヽ (図版 268b-1)。

6世紀は掘立柱建物とカマ ド、ピット、溝などの集落の遺構から動物遺体が出土しているが、

保存状態は非常に悪かった。カマドC1560か らはキジ科の尺骨が焼骨で出土し、掘立柱建物 Cl

周辺からはウマの自歯片とともにスッポンと加工した鹿角 (図版 261a)が出上した。また、溝

C4354か らは切断痕のあるイノシシの緋骨が遺存していた。

6世紀以降は平安時代後期までの包含層に多数のウマの自歯が、土坑にイノシシの末節骨がみ

られた。このうち、ウマの臼歯 5点の計測値より年齢を推定すると、4～ 7才の範囲内であった。

D調査区の特徴 (表 22)

この地区の動物遺体の多くは溝 D900か ら出上したもので、この溝は 5世紀前半～ 6世紀後半ま

での間を7つの層に分けられている (図面編第 516図 )。 7層 (5世紀前半)か らは大型哺乳類骨

片 1点が出土しているが、6層 (5世紀中頃)ではウマの胚骨とともにイヌの下顎骨 (図版 271-1)

と胸椎 (図版 272a-3)、 鳥類の上顎骨 (D-4602-02、 図版 274a-1)な どが遺存していた。イヌの
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3 各調査区の時期と遺構ごとの出上動物

下顎骨 (D-4589-01)は 咬筋害が明瞭な稜によって下方に移行している点から雄の可能性が大き

い。また、筋突起の後方は内湾して立ち上がっている。一方、第 8胸椎 (D-4602-01)は 椎体の前

後の椎体板が未癒合で、若い個体である。5層 (5世紀中頃～後半)ではウマの末節骨 (図版 269-

10)と イヌの側頭骨、鹿角製品 (D-422升 3・ 4、 図版 261)、 エイ・サメ類の椎骨が出上している。

4層 (5世紀後半～ 6世紀中頃)にはエイ・サメ類の椎骨と哺乳類の骨片が遺存しているのみであ

るが、3層ではウマの四肢骨やシカがみられた。ウマの中足骨 (D-3820、 図版 268b-3)か ら体高

を推定すると約 125cnであり、当時としては平均的な体高である。また、遠位部のみ遺存している

シカの上腕骨 (D-3792)は外側部が破損しており計測できなかったが、現生のものと比べて大きい。

2層 (6世紀中頃～後半)からはウマの下顎骨 (D-3231、 図版 267a-3)、 胚骨やシカの落角 (図版

262a-2)と ともにタヌキの頭骨 (図版 273b-2・ 3)の一部が見られた。ウマの推定年齢は 9才程度

であった。1～ 2層 (6世紀中頃～後半)からはウマの切歯のエナメル質のみが遺存していた。

5～ 6世紀の竪水住居 D29か らはウマの上顎臼歯が出土している。6世紀の包含層から出上した

ウマの臼歯のなかで年齢推定できたものが 2点あり、D-1133-01は 6才、D-1501は 12才であった。

6世紀後半の溝 D1097で も計測できたウマの臼歯が 4点あり、D-3147は 7才、D-3149は 10

才、D-3150は 15～ 16才、D-3151は 12～ 13才で、この時期のウマの年齢はいずれも7才以

上と高く、若年のものはなかった。6世紀後半の上坑 D679か らはウシの中心第 4足根骨 (舟状

立方骨 ,D-2191、 図版 269b-4)カミ出上している。

E調査区の特徴 (表 23)

動物遺体の多くは大溝 E090001か ら出土したもので、大溝以外では 5世紀の井戸と溝、5～

6世紀の上坑と包含層、6世紀の竪穴住居、それ以降の包含層、土坑、谷、堤などである。

。大清 E090001

大溝 E090001の層位は 5世紀を下層 (前半～中頃)と 中層、5世紀後半～ 6世紀初頭を上層、

6世紀中頃を最上層に分けられている。

5世紀の下層からはウマとシカ、イノシシが出土しており、ウマが最も多かった。ウマはほと

んどが遊離歯であるが、寛骨 (E-2469)、 大腿骨 (E-2468-16)、 胚骨 (E-2470)と 距骨が 2点

(E-2405-01、 2468-12)み られた。遊離歯のなかには未前出の上顎臼歯 (E-246}01)が 遺存

しており、幼体と思われる。さらに、上顎第 1後臼歯 ?(E-3978)か らも3～ 4才と年齢が推

定された。また、同一個体と思われるE-2468は未前出を含む上顎臼歯 8本と第 1切歯が前出中

の下顎骨で構成されており、推定年齢は 3才である。臼歯以外の長骨の保存状態は悪く骨計測

など詳細な観察が出来なかったが、距骨 (E-2405-01)|よ全体に小さく、幼体の可能性がある。

この時期のウマは幼体から3才の若い個体のみで、成体は見られなかった。シカは角 (E-1577)

と中足骨 (E-1567、 図版 270a-9)、 距骨がみられ、鹿角 (図版 261b)は刀子の柄に加工された

と思われる。イノシシ (E-1487)は 第 3前臼歯～第 3後臼歯までの下顎骨が遺存しており、下
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

顎体に犬歯歯槽のふくらみがないことより、メスの可能性が高い (図版 270b-2)。

中層および下層直上、肩口 (5世紀中頃～後半)か らはイヌ、ウシ (E-0569、 E-3669)、 ウ

マ (E-3758-2、 図版 268-1・ 3・ 4)、 シカ、イノシシのほかに、キジがみられた。イヌは下顎

骨 2点と大腿骨 1点が出土し、下顎骨では E-3733(図版 271-2)の角突起の発達は弱いので生

後 6ヶ 月前後と推測され、E-3788(図版 271-4)|ま 咬筋宿が明瞭な稜によって下方に移行して

いる点から雄の可能性が推察されている。一方、大腿骨 (E-1842-01)は遠位骨端が未癒合のた

め、生後 4～ 5ヶ 月と推定された。ウマの年齢が推定できたものは 5点あり、4～ 5才のものが

2点、7才が 1点、8～ 9才のものが 2点、17才が 1点とばらつきが大きく、幼体は見られなか

った。また、推定体高は■Ocm～ 120cmの範囲内で小型であるが、これは距骨 (E-3426)と 基節

骨 (E-1826,E-3430)を 用いたものであり、体高との相関が低いと考えられる。シカは角の製品 (図

版 260b・ c)、 加工品 (図版 261b、 262a-1)や肩甲骨と中手骨 (E-3813-2、 図版 270a-7)、 中足

骨 (E-1817、 図版 270a-8)な どが出土している。イノシシは下顎犬歯が約 10cm出上しており、

その形態からオスと判定された。また、上腕骨と腸骨も遺存しており、上腕骨の近位骨端が未癒

合であり、幼体である。キジは大腿骨 (E-3823、 図版 274a-8)が 1点出土している。また、中

層直上からシカの角を利用した錬 (図版 255)が街と組み合わさって出土している (図版 139c)。

5～ 6世紀の層ではウマ、イヌとシカのみで、イヌとシカ (E-3116-2、 図版 270a-5)、 角の

加工品 (E-3116-1、 図版 262a-3)が各 1点見られた。イヌは下顎骨 (E-3245)が 1点出土し

ているが、破損が大きかった。ウマも5世紀と比較すると約 1/4の出土数であり、歯が少なく

撓骨や中手骨などの長骨が多かった。年齢は上顎の自歯列 (E-2291、 図版 266b)が遺存してい

たものから推定し4才であった。また、踵骨 (E-3117)イよ骨端が未癒合であり、若年と考えら

れる。体高が推定できた長骨は撓骨 1点と中手骨 2点であり、撓骨 (E-1764)が約 126cm、 中

手骨 (E-2902)は 約 130cmで中手骨 (E-3494)イよ約 122cmで あった。推定体高は当時の平均的

なウマと比較してやや低いものからやや高いものまで存在していた。

6世紀になると、出土骨片数は 2点であり、ウマの中手骨または中足骨の遠位端の一部と、シ

カの肩甲骨 (E-1147-01、 図版 270a-2)のみである。

。大溝 E090001以外の遺構

5世紀中頃～後半の井戸 E090805か らは、イノシシの第 3乳臼歯 (E-4344)が出土した。5

世紀後半の溝 E090003か らはウマの上顎第 3後臼歯 (E-1535)が 出土し、7才と推定された。

また、5～ 6世紀の上坑 090735か らはウマの上顎第 2後臼歯 (E-4343)カミ出土している。

6世紀中頃の竪穴住居E2からはウマの上顎臼歯が遺存しているが、年齢の推定はできなかった。

弥生後期～古墳前期 (一部中期の土器を含む)の流路の上層からウマの大腿骨が出土している。

飛鳥時代から平安時代の谷からはウシとウマがみられ、包含層から出土したウマは歯の高径が

約 4cmと 低く、老齢である。

12世紀の堤構成土のウマの上顎骨 (E-0284)は 10～ 11才 と推定された。
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3 各調査区の時期と遺構ごとの出土動物

F調査区の特徴 (表 24)

本調査区から出土した動物遺体は、科や種の同定ができた骨片が最も少なかった。

5世紀の包含層からはウマの下顎第 4前臼歯または第 1後臼歯 (F-0902)が 出土し、8～ 9才

と推定された。5世紀は中頃の大溝 Fか らはイヌ 3点、ウマ 1点、シカ 4点とカラス 1点が出

上している。イヌは下顎骨 (F-2485)と 第 2腰椎 (F-2447、 図版 272a)、 大腿骨 (F-2483)で、

このうち第 2腰椎 (F-2447)は 椎体の椎体板が未癒合で若年の個体であり、大腿骨 (F-2483)

も遠位端が未癒合で幼体である。ウマは下顎骨 (F-2454)よ り5～ 6才 と推定された。シカ

は鹿角製品 (図版 260a)と ともに肩甲骨と中足骨が出上した。また、カラス (F-2526、 図版

274a-7)は胚足根骨のみ出土しており、自然死したものが混入したと考えられる。

5世紀後半～ 6世紀中頃の大溝 Fは出土数が少なく、イヌの下顎骨 (F-1810)と ウマの第 3

手梶骨 (有頭骨 ,F-2019)のみ同定できた。

6世紀は溝 F613に ウマの下顎第 3後臼歯 (F-1305)が みられ、4才と推定された。また、包

含層にもウマの上顎臼歯が遺存していた。6世紀中頃～後半の谷 Flか らはウマの下顎骨 (F―

1218)が遺存し、9～ 10才と推定された。また、ウシの下顎第 2後臼歯 (F-2722)も 出土して

おり、この自歯には咬耗がみられないことから若年である。流路 F529に もウマ上顎第 1後臼

歯 ?(F-1097)がみられ、3～ 4才と推定された。6世紀後半の包含層ではウマ上顎第 2後臼歯 ?

(F-0096)がみられ、高径が約 4cmと低いことより老齢である。

H地区の特徴 (表 25)

H地区の遺構は全て大溝 Hllであり、4世紀中頃～後半、5世紀中頃～後半、5世紀後半～ 6

世紀中頃、6世紀前半または中頃～後半に分けられている。

・4世紀中頃～後半 (5層下位)

出土骨片数は少なく、同定できたものはシカの角の加工品 (鹿角製柄 H-1061、 図版 261b)の

みであった。

・5世紀中頃～後半 (3・ 4層 )

4層はシカの角 2点 (H-0747、 H-0972)と 中足骨 (H-0976)のみが出土している。H-0972(図

版 261b)は鹿角製加工品である。

3層はイヌ、ウマ、イノシシ、シカ (図版 270a-4)、 ネズミ、ヘビとカエルが出上 し、ウシは

見られなかった。

イヌ (図版 271-3、 272c-1、 272d-4・ 6)は 5点出土し、年齢の推定ができたものは上腕骨 (A―

0820-008、 図版 272c-1)と 大腿骨 (A-045卜 003)で あった。これらはいずれも骨端が未癒合で、

6ヵ 月前後かそれ未満の幼～若犬であった。ウマの部位が同定できたものは 11点で、歯はほとん

ど見られず、四肢骨が多い。図版 269-7は蹄種子骨である。上顎骨 (H-0512、 図版 267a-1)か

ら推定した年齢は 13～ 15才と老齢であった。中手骨 (H-0844、 図版 268b-4)か ら推定した体

-261-



分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

高は約 126cmで、基節骨 (H-0615、 図版 269a-1)イよ133～ 138cmと大きな値となり、中節骨 (H―

0884-002、 図版 269a-4)は 110～ 124cmと なった。したがって、指骨からの推定値の信頼度は低

いと思われる。第 6頸椎 (H-0614、 図版 267b)は右後関節突起の下方より斜め上方にかけて切

断痕がみられ、解体時に下方から刃物を入れて頭頸部を切断したと推測される。イノシシ (図版

270b-6)は 9点出土し、胚骨や基節骨の骨端が未癒合のものが含まれており、幼体のものも捕獲

されたと考えられる。ネズミ (図版 273f-2・ 9)|よ、大型の家ネズミが多く、ヒトの生活圏内に

生息していたと考えられる。ヘビ (図版 273h)の椎骨も数点出土しているが、種の同定はできな

かった。カエルも1点見られるが、骨格が小さいことより、ガマガエルではないと推測される。

・5世紀後半～ 6世紀中頃 (2層 )

もっとも出土数が多い層位であり、イタチ科 (図版 273d)、 イヌ、イヌ科 (図版 273b-1)、 ウマ、

ウシ、シカ、イノシシ、ネズミ、キジ、スッポン、ヘビとカエルがみられた。イヌの出土数は全

ての遺構の中で最も多く、ほぼ全身の部位がみられ、年齢も6カ 月未満の幼体から成体まで、広

い範囲におよぶ (図版 272a-1・ 2・ 5、 272b、 272c-2～ 6、 272d-1～ 3・ 5。 7～ 17、 273a)。 また、

肩甲骨 (H-0241-001、 図版 272b-1)は「中級」の亀井 1号犬や「中大級」に属する韓国 。勒島

l号犬よりも大きい。第 6腰椎 (H-0852-002、 図版 272a-1)の全長は韓国・勒島 1号犬よりも

大きいが、他の値は韓国・勒島 1号犬とほぼ同じ値であった。

ウマは臼歯が少なく、顎骨も保存状態が悪いため年齢の推定ができるものはなかった。しか

し、椎骨 (図版 267b-2・ 3)や上腕骨 (図版 267b-6)、 手・足根骨 (図版 269a-2・ 6・ 8)な ど

の骨格が出土しており、体高は撓骨 (H-0716、 図版 267b-7)で 132cmの 中型馬と推定された。

また踵骨 (図版 268a-2)では 125cmと 推測された。肩甲骨 (H-0664-002、 図版 267b-4)の後

縁に解体痕がみられ、何らかの理由で、ウマも解体されたことを示唆している。ウシは末節骨

(H-0663-003、 図版 261)と肋骨 (H-0706、 図版 261)の 2点のみであった。シカは鹿角製品

が 6点 (H-0230-005、 H-0271、 H-0320、 H-0422-11、 H-0662-102・ 103、 図版 261。 262)見

られるほかは下顎骨、肩甲骨、上腕骨、尺骨 (図版 270a-3)と 中手骨 (図版 270a-6)が みられ

た。肩甲骨のうち 2点は 卜骨で、1点 (H-0708、 図版 259)は実際に使用されている。もう 1

点 (H-0212-04、 図版 270a-1)は肩甲棘を削った痕跡が認められるが、焼灼痕は認められない

ため、未使用品であると考えられている (総括編第 2章第 5節参照)。 また、中足骨は骨角器に

使用すると思われる切断痕が認められた。イノシシはオスの犬歯 (図版 270b-3)や上顎骨 (図

版 270b-1)、 側頭骨といった頭骨の一部がみられ、長骨では中手骨または中足骨や中節骨 (図版

270b-4)がみられた。ネズミは大型の家ネズミの大きさのもので、頭骨や長骨が多数見られた (図

版 273f-1・ 3～ 8)。 キジ (図版 274a-2・ 6)イよ狩猟対象動物でもあるが、ニワトリとの判別が

困難である。スッポン (図版 273g)と ヘビは出土数が少なく溝から出土していることを考慮す

ると、自然死したとも考えられる。カエルは同定できた部位は少ないが骨片は多数出上しており、

溝の中に多数生息していたと思われる。その他に中型哺乳類の下顎骨 (図版 273c)が出上して
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4 イヌ、ウマおよびウシの分析

・6世紀前半または中頃～後半 (1層 )

出土動物はウマ (図版 267b-5)、 イノシシとネズミであり、骨片数も少ない。年齢が推定でき

たウマは 1点 (H-0120)で あり、4～ 5才である。体高は中足骨 (図版 268b-2)の 最大長から

約 133cmであり、中型馬に分類される。

4 イヌ、ウマおよびウンの分析

A)イ ヌの特徴

イヌはウマに次いで多数出上した哺乳動物で、最小個体数においてもウマに続いている。しか

し、イヌが出土するのは 5世紀と5～ 6世紀の遺構のみであり、6世紀には見られない。また、

6ヶ 月以下の幼体を含む若年のものの出現が多く、幼体の死亡率が高かったことを示している。

一方、成体の体格は 5世紀の大溝から出土した下顎骨 (D-4589)や 5～ 6世紀の大溝から出土

した第 6腰椎 (H-0852-002)や 肩甲骨 (H-024卜 001)イよ、「中大級の小」の大きさであった。

B)ウ マの特徴

a.土坑 A940の埋葬馬

埋葬馬 (A-2718)の 出土時の姿勢は、頭部が北で左側を下にした横臥であった (図 4、 図版

66・ 67a)。 四肢骨は、上肢は前腕から遠位を伸展し、下肢は股関節、膝関節および距腿関節が

屈曲していた。頭骨は土羨内で体幹よりやや上部にあったと思われ、下顎骨は切歯部が下顎枝よ

りやや上方にある。脳頭蓋は遺存していなかったが、上顎と下顎の自歯列は左右ともに遺存して

おり、咬み合わされていた。

脊柱は、胸椎の中位から下位にかけて遺存状態が悪かったが、その他の部位では椎体が認めら

れた。また、第 1～第 5胸椎の棘突起が同定できた。肋骨は右側が第 1～第 12肋骨まで並んで

遺存しており、さらに右肋骨の下層から左側の肋骨が良い状態で出土したため、胸郭の輪郭が明

確になった。

上肢は、右の肩甲骨は遺存していなかったが、左の肩甲骨は土中に埋没していたため、切り上

げた土坑を反転した上で肩関節周辺をクリーニングし、その遺存を確認した。右上腕骨は骨幹中

央より遠位が遺存し前腕の骨と肘関節を形成していた。前腕から末節までは左右の骨格が重複し

ており、いずれも表面の風化が著しく、撓骨手根関節は骨の輪郭が不明瞭であった。また、上腕

骨と末節骨の遠位端は損傷が著しいことから、正確な骨の計測は左中手骨のみ可能であった。第

2胸椎の棘突起から末節骨までの距離は 127cmで、このウマの体高をほぼ反映していると思われる。

下肢は左側がほぼ完全な状態で遺存しており、右側は大腿骨骨幹中央から遠位端のみが左側の

大腿骨の上に重なって出上している。左大腿骨は大転子と遠位端が明瞭であったため、計測が可

能であったが、胚骨より遠位は骨端が明確ではなかったため胚骨や足根骨の正確な骨計測はでき
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図 4 土坑 A940出上の埋葬馬 骨格部位の名称
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4 イヌ、ウマおよびウンの分析

なかった。

年齢は切歯の磨耗状態から5～ 6才、歯の高径より5～ 6才と推定された。大きさの目安と

なる体高は、四肢骨の保存状態が良かったため、隆椎 (第 2胸椎)の棘突起から末節骨までの高

さと、撓骨、中手骨、大腿骨と胚骨の長径の計測を行い、西中川 (1991)と 林田 (1957)の推

定法で推定した。骨端が明瞭であった中手骨と大腿骨からの推定値は 125cmと 124cmであったが、

骨端が不明瞭であった撓骨、胚骨と中足骨からの推定値は 117cm、 110clnと 120cmで、胚骨の推

定値がもっとも低かった。特に胚骨は近位部の破損が大きく、距腿関節も不明瞭であったため、

計測誤差が大きいと思われる。出土状況より計測誤差が少ない中手骨と大腿骨の推定値は 124cm

前後であり、体高 (表 5)と 記載している隆椎から末節までの値が 127cmで、その差は2cmであ

った。日本の古代遺跡から出土するウマの平均体高が 126.39± 5。 76cmであることより、本遺跡

から出土したウマは当時の平均的な体格であったと推察される。

近つ飛鳥博物館で平成 18年度に埋葬馬 (A-2718)の全身骨格の復元を行った。復元するにあ

たり、最も体格が似ている在来馬の宮崎県串間市の御崎馬を参考にした。復元の経緯については (小

浜 2009)を 参照。このウマの体高は 125～ 138cmの範囲内で、平均 132cmで あり、本遺跡の埋葬

馬は御崎馬の小さいクラスの体格に相当した。しかし、頬臼歯列長は埋葬馬 (A-2718)が 179.21

11mで御崎馬が 155.0911mで、約 2。4cmの差があり、頭部が体高に対し、非常に大きいと予測された。

b.頭骨の形態

本遺跡から出土したウマの頭骨の保存状態は悪く、頭骨が完全な形で遺存しているものはなか

った。わずかに下顎枝が遺存しているものもあったが多くの場合、顎骨の部分は遺存せず、上下

顎骨の自歯が咬み合わされた状態で臼歯列のみが出土した。したがって、頭骨の形態は不明で

あり、臼歯と臼歯列の長さのみの情報を得ることとなった。その結果、上顎前臼歯列長におい

て、土坑 A940の埋葬馬 (A-2718)は 98,091nll、 土坑 A655の埋納の頭骨 (A-1371)は 95.01Elm

であるのに対し、西ノ辻遺跡 (58-2区 )は 88.8541m、 中野遺跡は 88,3411m、 大坂城址 (資料番号

2592)は 88.6441mと本遺跡のウマのほうが約 lcm近く長かった。しかし、頬臼歯列長 (P2-M3)

は埋葬馬 (A-2718)が 179。 21Hlmで、埋納の頭骨 (A-1371)が 159,02+41mと 約 2cmの差があり、

個体変異が大きかった。さらに、西ノ辻遺跡 (58-2区 )は 158。 14Hl14、 中野遺跡は 164.75+Inll、

大坂城址 (資料番号 2592)は 160。 7241mで埋納の頭骨 (A-1371)と はほぼ同じ値を示したが、埋

葬馬 (A-2718)|ま 約 lcm長 く、このウマの特徴を表している。

c.体高

本遺跡から出土したウマの推定体高は 120～ 135cmの範囲内で、小型馬から中型馬であった (表

6)。 ただし、E調査区の 5世紀中頃～後半の大溝 E090001中層から出上した距骨から推定した

値は 115。 45cmと かなり低い。この原因として、足根骨の 1つである距骨は短骨であることから、

体高より頑丈さに寄与するところが大きいと考えられる。

d.年齢
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表 5 土坑 A940出上のウマ (A‐2718)の計測値と比較資料の計測値 (参考資料 )

計測部位

蔀屋北 上坑A940
(A-2718)

右 左

全長

頂胸部長 id)― 仙骨まで 190000

頂頚部長 id)― 第1肋骨上縁 140000

本高 害2胸椎棘突起―末節骨遠位端 127000

頭蓋骨最大長 id)一 環椎後縁 44025

上顎臼歯列長
P2-M3 (歯 冠音卜)
P2-M2 (歯 冠きЬ)

上顎前臼歯列長 (P2P4)(歯 冠部)
L顎後臼歯列長 (Ml M3)(歯 冠部) 753(

L顎第2前臼歯近遠心径 (歯冠部)
L顎第3前臼歯近遠心径 (歯冠部)
L顎第4前臼歯近遠フい径 (歯冠部)
L顎第1後臼歯近遠心径 (歯冠部 ) 2751

顎第2後臼歯 丘遠心径 (歯冠部)

顎第2前臼歯 喜径

F顎骨長 (id)一 下顎角後縁

F顎枝高 2204を

下顎枝幅 I
下顎枝幅 Ⅱ 幻節頭の高さで 666(

防突起幅 251(

幻節頭―筋突起間

下顎臼歯列長 P2-卜 13

下顎前臼歯列長 (P2P4)

下顎後臼歯列長 (M卜 M3)

興部長 I 乗椎―第1肋骨上縁 4900(

頃部長 Ⅱ 第3頚椎上縁―第1肋骨上縁

向郭前口 (第 1肋骨長)第 1肋骨上縁―下縁
有1肋骨―胸骨長  第1肋骨下縁―胸骨の最下端 19754

阿郭高 I 第1肋骨上縁―胸骨の最下端 17962

向部最大高 第2胸椎棘突起一胸骨柄下端 51370

窄2胸椎棘突起―左肘頭 55000

向郭後口 第18胸椎棘突起―第18肋骨下端 27170

陶椎長  I 第1肋骨上縁―第18胸椎棘突起後縁

陶椎長 Ⅱ 第1肋骨上縁―第18胸椎椎体後縁

陶郭最大長 第1肋骨下端前縁―第18肋骨後縁 71800

旬郭下縁長 I  胸骨最下端―第18肋骨下端の直長
旬郭下縁長Ⅱ  胸骨最下端―第18肋骨下端の曲長 69600

旬骨最下端―寛骨臼 85000

=肘
頭―寛骨臼 7860(

打肢―末節骨間 630+Ч

え骨長 3150(

ミ骨長 3800( 3750(

二根骨長 450(

Ⅲ手骨長 2050(

き節骨長 800( 750(

,節骨長 500(

易骨長

易骨幅

(腿骨 大転子一遠位端
(腿骨 骨頭―遠位端
(腿骨 骨幹中央 矢状径 591

(腿骨 遠位端 矢状径 1122!

堅骨長

I骨足根骨長

至骨粗面矢状径 7221

こ根骨長 870(

重骨長

1足骨長

1足骨近位端矢状径 507′

者骨全長 1500(

曇節骨長 6500-

単位はmm、 キは計測点にわずかな破損あり、++は破損がやや大きい  (id)は遺存していた顎骨の先端であり、本来のidよ り
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資料番号 遺構 雷位など
出上部位 計測値

(a ln)

推定値 (cm)
時期 備考

左右 部位名 前後 I式 Ⅱ式

A 1609-01 チ|デす494 最下層 中節骨 4254
工剛 12321

5C後
後 1243C

A 」二うt940 全身骨格 ウマ埋葬土坑

B 1536-02 包含層 第13面直上 中節骨 441C
一訓 3337

5-6C
後 238( 280C

C ,928 包含層 第10層掘り下げ 右 中足骨 26086 5-6C

D 〕820 葬章900 3層 左 中足骨 249[ 2557 5C後～6C中

E ブ(諄章090001 上層 左 撓骨 31767 2644 5Cて発～6C初

E ブ(拝章090001 中層 基節骨 7589
工削

5C中 ～後
後 2303 2456

E ジミ溝090001 中・上層 右 中手骨 21789+十 296[ 309C 5C後～6C初

E ブ(浮革090001 中層 左 距 骨 5379 5C中 ～後

E 3430 ブ(喜写090001 中層 基節骨 7271++
一削 11428++ 11509+十

5C中 ～後
後 11785+■ 11979+十

E 3494 ブ(導章090001 左 中手骨 20419 215C 12360 5～ 6C

H 0084 大溝11 l層 左 中足骨 6C中～後

H 0422-010 大溝11 2層 左 踵骨 10436 2433 5C後～6C中

H 0615 大溝11 3層 不明 基節骨
前 3378 13420

5C中 ～後
後 3795 13827

H 大溝11 2層 左 携骨 3220 13250 5C後～6C中

H 0844 大溝Xl 3層 左 中手骨 21038 2513 12685 5C中 ～後

H 0884-002 大溝11 3層 不明 中節骨 3939
ユ削 1393

5C中 ～後
後 1008

H D352-001 大溝11 2層 不明 末節骨 5C後～6C中

4 イヌ、ウマおよびウシの分析

表6 ウマの推定体高

本遺跡のウマの年齢を遊離歯の高径と歯の前出状態などから推定した結果、推定年齢は 2～

16才までの広い範囲であった (表 7)。 年齢の傾向として、5世紀の土坑と5世紀前半～中頃の

大溝 E090001と 溝 A950か らは 2～ 6才の若年のもので、それ以上のものは見られなかった。

しかし、5世紀中頃～後半になると年齢の範囲は4～ 17才 と広がり、老齢個体もみられように

なる。5～ 6世紀の包含層は出土数が少ないため 5～ 9才と年齢幅がいったん狭くなるが、6世

紀になると溝 D1097や包含層では 7～ 16才と老齢のものが増加する傾向にある。平安後期では

出土数が少ないため包含層のウマは 5～ 6才であるが、12世紀になると 10～ H才のものが出

現する。ここで、遊離歯や臼歯列が遺存しているものについて、年齢を推定したグラフを作成し

た (表 8、 図 5)。 このグラフは、遊離歯などが多いため個体数を多く数えている可能性が高く

正確な最小個体数を反映していないが、時期が新しくなるほど老齢個体が増加する傾向が現れた。

C)ウ ンの特徴

ウンはE調査区の 5世紀中頃～後半の大溝 E090001から左上顎骨 (E-0659)と 右中手骨 (E―

3669)が出上しており、ウンの上顎骨は第 3前臼歯～第 2後臼歯までの臼歯が釘植しており、自

歯の計測値は現生標本のホルスタインより大きかった。一方、中手骨は遠位端が未癒合の若い個

体であるが近位端前後径が 33。 17mmと 計測できたため、西中川 (1991)の体高推定式にあてはめ
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表 7 ウマの推定年齢

資料番号 遺構 層位など
出上部位

推定基準 (mn)
推定
年齢

時期 備考
左右 部位名

1ヽ0520 ユ含層 第9面 灰色粘土 右 下顎骨 ,J表 不 リ

1ヽ0720-01 立含層 第10面掘り下げ 右 上顎P4? 勺60

A0779-01 包合層 第11面掘り下け 右 上顎Ml? 勺35 ll

毒A434 1層下面精査 左 上顎P4P 勺45

邑含層 第11面掘 り下げ 左 下顎M3 ,458

1371 土坑A655 頭蓋骨 kP3 62 33  卜11  6332 頚骨埋納土坑

A 1423 包合層 第11面掘り下げ 左 上顎M2 6～ ;

毒A951 上層 右 上顎P2 )628 5～ 6(

747-01 土坑A■35 左 下顎P4? 的76(73)

747-02 土坑A■35 左 下顎Ml? 的70(69) 3～

880-01 毒△950 下層 右 上顎M3 4～

880-02 簿A950 下層 右 上顎P3orP4 ,494 5～ (

諄A950 下層 左右 上顎骨 RP4 56 66, 卜11  4924 4^ヤ

999 LttA1483 預蓋骨、左右下顎骨 箋の前出より 2～ ( ウマ埋葬土坑

1ゝ2010 謙A950 下層 左右 下顎骨 )3 72 1l P4 7543

【12015 諄A950 下層 右 上顎臼歯列 1ヽ3  6715, 卜12  7751 2～

iゝ2016-02 再A950 下層 左 上顎Ml '660+α

1ゝ2035 LttA1345 顔蓋骨、左右下顎骨 苛の前出より 3～ ウマ埋葬土坑

1ゝ2717 捷採 表採 右 下顎P4? 表路

1ヽ2718 二坑A940 缶身骨格 5～ ,マ埋葬土坑

310072 ユ合層 暗灰黄色砂質土 右 LttM2

3 11088 主含層 幸 2面直上 左 LttP4orMlorM2 ;937 9-1

〕i1567-01 五含層 第 3面直上 右 LttP4orMl 8～〔 5～6(

311536-02 五含層 幸 3面直上 右 LttMl? 5～6(

311567-02 五含層 第 3面直上 右 下?互P3orP4orMl
'337

5～ 5～6(

311939 毒B130670 右 下顎P2

315001 ユ含層 第12面直上 左 LttP4orMlorM2 15～ ユ

315002 上坑B130025 あぜより南東側、 5cmttげ 右 ド顎P3orP4 8 5-6C

,10578-01 主含層 第4面 右 下顎 P3orP4orMl 4～〔平安後

"10578-01 ユ含層 第4面 左 LttP2 平安後井

〕+0579-02 立含層 第4面 右 下顎P2 186 5～ 平安後舜

〕10579-03 ユ含層 第4面 右 下叡 P4orMl
'778

5 平安後舞

i0812-01 ユ含層 第5b層掘 り下げ 右 下顎 P4orMl
'707

5～ ( 平安後舞

)11133-01 ユ含層 第10層 以下北側側滞 右 下顎 M3
'951〕11501 立含層 吉13)詈 右 LttMlorM2 1を

〕i3147 薄D1097 右 下顎M3 ,595

〕i3149 毒D1097 右 上顎M3 ,872 1(

〕i3150 毒D1097 右 上顎Ml? ム
Ｗ 15～ 1

)13151 尊D1097 右 上顎P3orP4 12～ I
)13231 (溝D900 与層 左右 下顎骨 D4の歯冠高から

】10284 是構成土 民青色粘質土 (14層ベース)、 北侵 左右 上顎骨 D340,P435 10～ 1

11535 辞E090003 層 北西部 右 上顎M3 勺50

】12291 (溝E090001 言口 右 上顎国歯列 獅冠高から 5-6(

】12468-03 (溝E09000] 下層 左 上顎P4? '270+

〕12468-04 (溝 E09000ユ 下層 左 上顎Ml? 2575

,12468-06 (溝E090001 F層 右 P4orヽ11 ,042

,i3399-01 (溝E090001

“

層 右 上顎Ml P 的40 8

】13550 (溝E090001 下層直上 左 上顎Ml P ;729 4

E13795-01 (溝E090001 |'詈 a 左 上顎P2 ;057

E13795-02 (溝E090001

“
'雷

a 左 LttM3 約20

E13978 (溝E090001 下層 左 LttMl? )640 3-

「 10096 ユ含層 有12層 左 LttM2P Ю40

「 10902 丑含層 著14層 ないし地山直上 左 FttP4orMl 的45 8

097 花路F529 少層下半 左 LttMl? 50以上あり 3～

卦Fl 層 右 下顎骨 P43899 9～ 1(

忌F613 左 下顎M3 5925

「 12454 (溝F

“
'署

b 右 下顎骨 P46024 5～ (

I10120 (溝Hll l層 右 L顎骨 卜12  7095 4～

10342-001 (溝Hll 〕層 左右 F顎骨
小臼歯列長9771,下緋
体高 (P4Ml)8192,
下顎体高 (P2前 )651

不 咲 5～ 6(

王10512 (溝Hll )層 左右 L顎骨 切歯の咬耗から 13～ 1

Pは前臼歯,Mは後臼歯
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5 考察

表 8 時期ごとのウマの推定年齢

時期

年齢
5世紀 5～6世紀 6世紀

2～3 7 l

3´
ヤ4 5 2

4～5 4 l 2

5～6 3 1 1

6～7 2 l

7～8 2 l

8～ 9 3 2 l

9-10 l 4

10以上 2 4

2～3  3～ 4  4～ 5  5～ 6  6～ 7  7～ 8  8～ 9  9～ 10 10以 上

図5 5世紀から6世紀におけるウマの推定年齢

ると 115cmと なり小型種であった。本遺跡のウシの歯が大きいのは、保存状態が悪いためエナメ

ル質との問隙が大きくなっているとも考えられる。また、ウシの体高がやや低いのは、遠位端が

未癒合の成長途上のものであることが原因とも考えられ、成長する可能性が含まれる。

5 考察

本遺跡は、5世紀～ 6世紀にかけウマの出土数が著しく多く、特に 2～ 7才の個体が多いが、

2才以下の個体が出上していない。この要因として、2才以下のウマの骨格は骨化が不十分なた

め遺存する確率が低いことが考えられるほか、繁殖を他の地域で行い 2才頃から当遺跡で飼育を

始めたという可能性などが推測される。また、古い時期では比較的若いものが多く、時代が下る

にしたがって老齢のものが増加する傾向にあり、ウマの飼育の技術が上昇し若年の死亡率が低く

なった結果との推測もできる。また、5世紀の中頃～後半にかけて全身や頭骨を埋葬あるいは埋

納しているものが 4例みられ、祭祀などによるウマの利用方法に起因しているとも考えられる。

本遺跡でウマの繁殖をおこなっていたかどうかは今後の 2才未満の資料の発掘や文献上の検討が

必要であるが、古墳時代のウマの生産地 (野島 2005)と考えられている地域に位置しており、

大規模なウマの飼育場所としての牧であったと考えられる。さらに、本遺跡のウマの自歯列長の

値のばらつきが大きく、現生の古代馬より大きなものもみられたが、寝屋川市讃良郡条里遺跡 (丸

山 2009)に も頬臼歯列長が 180,29+Hlmで本遺跡の埋葬馬と同様の大きさのものが報告されてい

る。讃良郡条里遺跡は本遺跡とは同じ地域に位置しており、この地方には四肢の長さに対して頭

骨の大きいウマが存在していたと推測される。この自歯列の大きさのばらつきの幅を個体の変異

とするのか品種間の差異とするのかは、詳細なウマの系統や渡来の経緯などを検討する必要があ

る。

イヌはウマの出土数が多い 5世紀から6世紀にかけて出土し、ウマが減少する6世紀以降は

見られない。また、出土したイヌは亀井遺跡や勒島遺跡の「中大級」より大きい個体が含まれ、

ウマとの関係を考えると番犬として大型の犬を飼育していたのかもしれない。一方、出土骨の年
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

齢構成は幼犬や若犬が多い。この原因が飼育条件や環境によるものかイヌの品種によるものかは

不明である。

ウシが最も早く出土した遺構は 5世紀中頃～後半の大溝 E090001で、松井 (2003)が報告し

た奈良県南郷大東遺跡出上のものとほぼ同時期にあたり、日本で最古のものに近い。その後、少

数ではあるが各時期にはみられ、ウシが確実に日本に定着していたことが推測される。この資料

は日本にウシが渡来した時期と経路を知る上で貴重な資料である。

シカの角は刀剣や刀子の柄に加工されたものが多くみられ、四肢骨も出上していたが、頭骨や

椎骨など体幹の骨は遺存していなかった。したがって、シカの解体場所は本遺跡内ではなく、本

遺跡には鹿角や毛皮、肉のついた四肢骨など、生活に必要な部位のみを持ち込んだと推測される。

キジ科のものはニワトリの可能性もあり、ウマとともに飼育されていたかもしれない。

一方、大型の家ネズミは井戸から出上しており、ヒトの居住範囲内で繁殖していたと考えられ

る。また、イタチ科のものは家ネズミを捕獲するために、ヒトの生活圏内に侵入したと考えられ

る。

6 まとめ

本遺跡は古墳時代のウマの牧であるが、2才未満の幼体の骨格が出土していないことより、繁

殖をおこなっていたかは検討課題である。また、頭骨の大きさには個体変異が大きいと思われ、

本遺跡周辺に頬臼歯列は長いが体高は古代馬としては平均的な大きさのウマが飼育されていた。

今後、このウマの系統の由来の研究が重要である。

イヌは5世紀から6世紀にかけてのみ出土し、若い個体の死亡率が高かった。また、成犬では「中

大級」の大きさに匹敵するものがみられた。

ウシは 5世紀中頃～後半から存在し、それ以降は少数ではあるが常に飼育されていたと考えら

れる。

シカの角は骨角器の材料として重要であるが、骨角器の製造が本遺跡で行われたかは不明であ

り、必要な部位のみ持ち込まれたと考えられる。

ネズミは、大型の家ネズミがヒトの生活圏内で繁殖していたと考えられる。

参考文献

Habermehl K.H. 1961 Die Altersbestimmung bei Haustieren,Pelztieren und beim iagbdaren Wild.

Paul Parey.Berlin Hamburg

林田重幸・山内忠平 1957 馬における骨長より体高の推定法 鹿児島大学農学部学術報告 6:146-156

小浜 成 2009「古墳時代馬の骨格復元―展示模型製作記録一」『大阪府立近つ飛鳥博物館館報 12』 大阪府立

近つ飛J亀博物館

長谷部言人 1952「犬骨」『吉胡貝塚』文化財保護委員会
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松井 章 2003 南郷大東遺跡出土の動物遺存体、南郷遺跡群Ⅲ 橿原考古学研究所

丸山 真史 2009 動物遺体の同定・分析 「讃良郡条里遺跡Ⅸ」 財団法人大阪府文化財センター調査報告書

第188集  376-379

西中川 駿 1991 古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の渡来時期とその経路に関する研究 平成 2年度文

部省科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告

野島 稔 2005「中野遺跡」「鎌田遺跡」「南野米田遺跡」「奈良井遺跡」 大阪の部落史 第 1巻大阪の部落史研

究会編 部落解放 。人権研究所 44-46,49-56

ウマとイヌの計測に関する引用文献

・安部みき子 2006「大坂城跡03-1調査区出土の獣骨」[大坂城址Ⅲ』 (財)大阪府文化財センター 調査報告書

第144集

・財団法人東大阪市文化財協会 。大阪府教育委員会編 2001『西ノ辻遺跡 12～ 15次調査概要報告』

・財団法人東大阪市文化財協会・大阪府教育委員会編 2002『鬼虎川遺跡第 22次調査概要報告』

・宮崎泰史 2008「勒島遺跡 C地区埋葬犬骨と包含層出土の犬骨」F涸川勒島 CⅡ 』吉蹟調査報告書第 39冊

東亜大学校博物館 大韓民国

・野島稔 2005「 四條畷市・奈良井遺跡」F大阪の部落史』第1巻  (社)部落解放 。人権研究所

・野島稔 2005「 四條畷市。中野遺跡」F大阪の部落史』第 1巻 (社)部落解放 。人権研究所

。財団法人大阪文化財センター 1982・ 1984『亀井遺跡』『亀井遺跡 H』

・四條畷市教育委員会 1988『 中野遺跡発掘調査概要・V』 四條畷市埋蔵文化財包蔵地調査概報 24
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表 9 頭骨の計測値 (1)ウマ

部
位

動物名 ウマ ウマ ウマ ウマ ウ マ ウマ

資料番号 A-0520 A-1371 A-1989 A-1999 A-2010 A-2035

計測項目/左右 右 左 右 右 右 左 左 右

上
　
顎
　
骨

歯槽最大長 P一歯槽最後方 27227

l 歯槽間隙長 13-P2間 6506

頬臼歯列長
Pm歩歯槽後縁

歯冠部 179,21 15902+

前臼歯列長 歯冠部 9735

狭

後臼歯列長
歯槽部 7071

狭 a 歯冠部 6598++

近遠心径 3982

頬舌径

歯冠高

近遠心径 3001 2962 2991

煩舌径

彗冠高

P4

近遠心径 2779 2821

頬舌径 2515

歯冠高 5666

A/11

近遠心径 2277 2543 2745 2638 2745

頬舌径

歯冠高 4924

M2

近遠心径 2357 2632 2886 2838 2815

頬舌径 2441

歯冠高 5507 7277++

30 M3

近遠心径 2499 2402

頬舌径 2127

歯冠高 4615 640++十

下
　
顎
　
骨

下顎枝長 M後縁よりgoc 12218

歯槽最大長 Id―M後縁 25685

歯槽間隙長 13-P2間 6417

頬臼歯長
歯槽部 16169 16582

歯冠部

前臼歯長 歯槽部 9452

7 後臼歯長
歯槽部 7624

歯冠部 7797 8858 7888

P3

近遠心径 8611 2940

頬舌径 1545

歯冠高 6233 7211

近遠心径 2419

頃舌径 1635

鶏冠高 7543

Ml

近遠心径 2611 2497

頃舌径 1432

歯冠高 6332 7299

�12

近遠心径 2475 3087 2792

頃舌径 1404

歯冠高 7461 7874+

M3

近遠心径 2702 3285 3232 3041

頃舌径 1156

歯冠高 6610

下顎体高 (1) M後縁 12588

下顎切痕最低位と下顎角間の距離 21230

資料番号のアルファベットは調査区の略称     単位はmm
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ウマ・ウシ・イノシシの計測値

表 9 頭骨の計測値 (2)ウマ・ウン・イノシシ

部
位

動物名 ウマ ウ マ ウマ ウマ ウ シ イ ノ

資料香号 D-3231 E-0284 F-2454 H-0120 E-0659 H06611Xll

計測項目/左右 左 左 右 右 右 左 右

上
　
顎
　
骨

歯槽最大長 P―歯槽最後方

歯槽間隙長 13-P2間

22a
頬臼歯列長
Pm2-歯槽後縁

歯冠部 17692

前臼歯列長 歯冠部 8298 8563 10218

И

後臼歯列長
歯槽部

歯冠部 8053

P2

近遠心径

頬舌径 241

歯冠高 335

P3

近遠心径 2912 2741 3314 1919

頬舌径 2439 2495

歯冠高 4033 3905 7260

P4

近遠心径 2519 2545 2912 1882

頬舌径 2480 2541 1725

歯冠高 3450 7269

卜11

近遠心径 2430 2541 2933 1108

頬舌径 2600 2586 1119

歯冠高 3155 3751

�[2

近遠′い径 1592

頬舌径 2399 1276

歯冠高 7095 4993

h/13

近遠心径 2865

頬舌径

歯冠高 6101

下
　
顎
　
骨

3 下顎枝長 M後縁よりgoc

4 歯槽最大長 Id一M後縁

歯糟間隙長 13-P2間

頬臼歯長
歯槽部 17061

歯冠部

前臼歯長 新槽部 8814

後臼歯長
歯槽部 8458

歯冠部 8006

P3

近遠心径 2905 3166

頬舌径 1823 2239

歯冠高

P4

近遠心径 2704 2827

頬舌径 1732 2168

歯冠高 約4cm 6024

Ml

近遠心径 2428 2692

頬舌径 1504 2056

歯冠高

h/12

近遠心径 2404

頬舌径 1387

歯冠高

lv13

近遠心径 3245

頬舌径 1440

歯冠高

下顎体高 (1) M後縁

下顎切痕最低位と下顎角間の距離

資料番号のアルファベットは調査区の略称     単位はmm
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表 10 上肢の計測値 (ウ マ 。ウシ・シカ)

部位

種  名 ウ マ ウマ ウマ ウ マ ウマ ウ シ ンカ シ カ

資料番号 H刊664002 E-1764 H-0716 E-3494 H-0844 E-3669 H-0708 E-1147111

計測項目/左右 右 左 左 左 左 右 左 右

肩

甲

骨

幻節宙最大高 〕LP 442; 4431

幻節宙最大幅 ,G 415〔 350(

幻節面高 3G 507( 321( 331

策部最小幅 3LC 642i

顔部最小高 2081

撓
骨

融大長 〕L 3176写 3330(

牛側長 II 3208ィ

中央長 PL 3252モ

近位端横径 7721 7851

近位端関節面幅 3F p 695(

近位端前後径 443 4591

遠位端横径 685(

遠位端関節面幅 3F d 620[

遠位端前後径 430(

中
手
骨

最大長 ,L 2103(

外側最大長 }Ll 2073(

本側長 ヤ1 1986〔 2023(

旨幹横径 ,D

旨幹前後径 )D 3451→ 2381

近位端横径 4401 5155+

丘位端前後径 298〔 318; 331;

遠位端横径 447〔

董位端前後径 3241 3301

資料番号のアルファベットは調査区の略称     単位はmm
表 11 指骨の計測値 (ウマ・シカ・ウシ)

部位

種 名 ウマ ウマ ウマ ウマ ウ マ ウマ シ カ ウ シ

資料番号 E-18つ 6 H-0615-∞ 1 A-1609-01 B-1536-02 H-0884-002 E-3758-02 H-0820-011 H-0663-003

計測項ロノ左右 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明

基
節
骨

最大長 851乏

骨幹横径 32 35 333〔

骨幹前後径 2421 23И4 147C

近位端横径 455C

近位関節面幅 4■6C

近位端前後径 2475

遠位端横径 256〔

遠位関節面幅 462,

遠位端前後径 3091 2563

中
節
骨

最大長 独 19 393C

旨幹横径 3D 4159

骨幹前後径 212遷 2064 204C

近位端横径 Bp 470[ 4239 441C

丘位関節面幅 280C 42 54

近位端前後径 Dp

逮位端横径 Bd 3975 494C 4504

遠位関節面幅 3884

遠位端前後径 Dd

末
節
骨

関節面長 LF 274[ 328〔

関節面幅 BF 4542+

ク帥!結節高 Hp 3757 3231

背側面長 Ld 4888 46&

資料番号のアルファベットは調査区の略称     単位はmm
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ウマ・ウシ・シカの計測値

表 12 下肢の計測値 (ウマ)

部位

種 名 ウマ ウ マ ウマ ウ マ ウ マ

資料番号 E-3426 H-0422-10 C3928 D-3820 H-0084 1Xll

計測項目/左右 左 左 右 左 左

距
骨

外側最大長
=L

53.質

最大幅 弱

遠位関節面幅 3FD

踵
骨

最大長 ■ 10436

最大幅 努

最大高 ,H 4761

中
足
骨
Ⅲ

最大長 3L 260肛 250( 2662C

外側最大長 GL〕 25781 多墜8〔 2629〔

外側長 L〕 25727 243優 2627E

骨幹横径 SD 323E

骨幹前後径 DD 298E

近位端横径 Bp 496E 坐 81

近位端前後径 Dp 44∝ 42,7ウ

遠位端横径 Bd 4841 44圧 47&

遠位端前後径 Dd 328E 360

単位はnun

資料番号のアルファベットは調査区の略称     単位はmm
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(凡例)

数値の十は破損小

数値の十+は破損中
数値の±は破損小で、復原値

参考資料の亀井犬 (財団法人大阪文化財センター 1982F亀井遺跡J)出土のSD03(弥生時代中期)
参考資料の勒島犬 (宮崎泰史 2008「勒島遺跡C地区埋葬犬と包含層出上の犬骨」F酒川勒島CIId東亜大学校博物館)(弥生時代中期)

<下顎骨の計測について>
1 下顎骨全長I(角突起最後方尖端～切歯の歯槽前端)            12咬 筋宿長 (下顎切痕下方の内縁～咬筋禽の前縁まで)
2 下頚骨全長H(関節突起後面中央点～切歯の歯槽前端)           13筋 肉突起幅I(下顎切痕下方の内縁～下顎枝の前縁下部まで)
3 下顎骨全長IH(関節突起より角突起に至る縁の最凹点～切歯の歯槽前端)   14筋 肉突起幅H(下顎切痕下方の内縁～第3後臼歯の蘭憎後縁まで)
4 下顎骨長I(関節突起の後面中央点～犬歯の蘭憎後縁)           15筋 肉突起幅III(筋突起の後端～第3後臼歯の関憎後縁まで)
5 下顎骨長H(関節突起の最後方点～犬歯の由憎後縁)            16関 節顆長 (関節突起内外端の長さ)
6 下頸骨長IH(角突起の最後方尖端～犬歯の歯槽後縁)            27下 臼歯列長 (第1前臼歯の歯槽前縁～第3後臼歯の歯槽後縁)
7 下顎骨長IV(犬歯の関憎後縁～関節突起より角突起に至る縁の最凹点)    28下 小臼歯列全長 (第 1前臼菌の歯槽前縁～第4前臼歯の菌憎後縁)
8 下顎体長 (切歯の歯槽前端～第3後臼歯の関憎後縁まで)          29下 大臼歯列全長 (第 1後臼歯の歯槽前縁～第3後臼歯の歯槽後縁)
9 下顎枝高I(下顎角突起の下縁最下端～筋突起の最高点まで)         30下 臼歯列長 (犬歯の歯槽後縁～第3後臼歯の誨憎後縁)
10下顎枝高IH(下顎角突起の下縁最下端～筋突起の後端まで)         31下 乳歯列長 (乳犬歯の菌憎後縁～乳臼歯の歯槽後縁)
11下顎枝幅(関節突起より角突起に至る縁の最凹点～下顎枝前縁までの最短距離)

表13 イヌの下顎骨の計測値

計測項目

資料番捐 D4589 E3245 E3733 E3788 H0511
参考資料)

遺構
大溝D911Cl 大溝E091XXll 大溝El191XXll 大溝E091XXll 大溝H■

亀井l号犬 亀井2号犬 勒島1号犬 勒島20号犬6層 中層a 中層a 3層

III測点＼ L L L R L L R L R

下顎骨全長I goc―id 残存13426 残存6162 11585+ 残存11778 力見イF12262 12859 12309 13483と 13611

下顎骨全長H cm-ld 残存13077 残存11779 12537+ 12682 12121 13294士 13519

下顎骨全長IH テ見イF12726 11181+ テ篤イ111368 12097+ 12226 11769

下顎骨長I cm-29 11935 10796 11081 11221 10484 11471+α 11911

下顎骨長H 30-29 11955+ 10846 11129 11353 10681 11553+α 11997

下顎骨長IH goc-29 12332 11352 10749 l1744+a 11986

下顎骨長IV 29-3 11717 9807 10241 10651 10773 10192 11041+α 11291

下顎体長 id-3ユ 8401+ 8634+ 8543 8■ 75 8965± 9149

下顎枝高I gOv― cr 5108 5703 5218

0下顎枝高H gOv-1 4345 4503 4075 4855 4573

1下顎枝幅 3-32 4054 2998 3031 3226 3341 3182 3492 3511

2咬筋寓長 5-33 3895 3144 3508 3536 3299 4108

3筋肉突起幅I 5-4 2493 2769 3047 2764 3105 3028

4筋肉突起幅H 5-31 2519 3009 3079 3332 2903 3419 3447

5筋肉突起幅III 4968 4333 4719 4093 4738 4732

6関節顆長 34-35 2105 2715 テ昆1953

7下顎体高I 3089 2119 /18 2499 2757 2708

8下顎体高H 3029 2144 2372 2459 2462 2716 2771

9下顎体高IH 2717 1912 2039 2266 2448 2371 2641 2567

Ю下顎体高IV ll 1881 2058 2289 2261 2427 2424

■下顎体高V 1974 2189 2227 2415

ワ下顎体高VI 1586 1892 1775 1976

B下顎体高VII 1678 1893 1675 1751 1917

4門歯縁高

る下顎体厚I 37-38 1048 1203 1193 1124

る咬筋簡深 322 677 6.∞ 859

7下臼歯列長 39-31 6924 6502 6428 6706 6285 6417 6629 6894

烙下前臼歯列全長 39-40 3403 3476 3199 3358 3703 3741

つ下後臼歯列全長 41-31 3252レ ント 3203 3006 3076 3075 3178 3216

Ю下臼歯列長 29-31 7449 6786 6994 7149 7066 6882 7198 7528

趾下乳歯列長

単位はmm
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計預1項 目

資料番号 A216301 HO妥 1-02 A2163-02

部位 第4頸権 第4頸椎 第5顕椎

遺構
計韻1点＼

非戸A494
井戸枠内

大溝Hlユ
2層

井戸A494
井戸枠内

1 全長 テ見2263 2こ 2521 3086///3064

横突起間全幅 テ見2272 3679

横突起間全幅H 28-28 3156

前関節突起聞全幅 2669 3256

後関節突起間全幅 5-5 2906

椎弓最小幅 30-30 2142 2258

推弓長 1275 1602

椎弓根長 左■ 41 左1227

横突孔長 8-23 左755 左631

10横突起基部長 25-26 芝こ1137

11横突起長 27-3' 拓こ2136

12椎頭横径 14-14 312

13椎頭高径 10-15

14椎寓横径 16-16 1477

15椎宙高径 17-18 1439

16体全高I 7-17 2406 2552

17体全高H 11-15

18椎体長 15-17 2151

19最大高 15-20 2706

A2163‐ 01 02お よび腰椎のA181801 02、 A1609‐ 02～05は 同一個体と考えられる 単位mm

表14 イヌの頸椎・胸椎の計測値
頸椎

イヌの計測値

<頚椎 の計測 につ いて >
1 全長 (前関節突起の前端～後関節突起の後端まで)骨軸に平行に
2 横突起間全幅I(左右の横突起の外端幅径)
3 横突起間全幅H(左右の横突起の腹結節前位の外端幅径)
4 前関節突起間全幅 (左右の前関節突起の外端間の最大幅径)
5 後関節突起間全幅 (左右の後関節突起の外端間の最大幅)
6 椎弓最小幅
7 椎弓長
8 椎弓根長
9 横突孔長
10横突起基部長
11横突起長
12椎頭横径
13椎頭高径
14椎害横径
15椎禽高径
16体全高I(椎弓の最後方点中央～推冑下縁まで)
17体全高II(椎弓の最前方点中央～推頭下縁まで)
18椎体長 (椎頭下縁～椎富下縁までの正中線上の長さ)
19最大高 (椎頭下縁～棘突起の最高端)椎骨下面に直角

<胸椎 の計測 につ いて >
1 全長 (前関節突起前端より後関節突起後端まで)骨軸に平行に計測
2 横突起間全幅 (左右の横突起外端幅径)
3 前関節面間全幅 (左右の前関節面外端間の最大幅径)
4 後関節突起間全幅 (左右の後関節突起外端間の最大幅)
5 椎体横径 (腹面後位最小幅)
6 椎弓根長
7 横突起基部長 (上面から計測)
8 横突起長
9 椎頭横径
10推頭高径
11椎禽横径
12椎宿高径
13推体後端最大幅
14体全高I(椎弓最後方点中央より椎簡下縁まで)
15体全高H(椎弓最前方点中央より椎頭下縁まで)
16稚体長 (椎頭下縁より椎宙下縁までの正中線上の長さ)
17棘突起高 (椎弓後側上縁の中央より棘突起最高端までの垂直高)
18最大高 (稚頭下縁より棘突起最高端まで)椎骨下面に直角に計測
19棘突起最大前後径
20棘突起上端前後径
21棘突起上端内外幅
22稚体前端最大幅

胸椎

計測項目

資料番号 D4602-01

部 位 第8胸椎

遺構
計測点＼ 層

溝

６

大

００Ｄ

l 全長 1-2 ア三2039

2 横突起間全幅 テ見2061

3 前関節面間全幅
4 後関節突起間全幅 5-5 1022

5 椎体横径 21-21

椎弓根長 8-9 Zこ 838

横突起基部長 22-23

横突起長

椎頭横径 14-14

10椎頭高径 10-15 (779)

11椎禽横径 16-16

12椎禽高径 17-18 (738)

13椎体後端最大幅 26-26 1643

14体全高I 7-17

15体全高H 11-15

16椎体長 15-17 (1059)

17棘突起高 7-20

18最大高 15-20

19棘突起最大前後径 27-28

20棘突起上端前後径 29-30

21棘突起上端内外幅
22椎体前端最大幅

(  )は 未癒合で、骨幹部の計測値
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表15 イヌの腰椎・肩甲骨の計測値

<腰椎 の計測 について >
1 全長 (前関節突起前端より後関節突起後端まで)骨軸に平行に計測   7 椎頭横径
2 横突起間全幅 (左右の横突起外端幅径)               8 椎頭高径

3 前関節突起聞全幅 (左右の前関節突起外端間の最大幅径)       9 椎禽横径
4 後関節突起間全幅 (左右の後関節突起外端間の最大幅)        10椎 寓高径

5 椎体横径 (腹面後位最小幅)                    11椎 体長 (権頭下縁より椎禽下縁までの正中線上の長さ)

6 椎弓根長                              12最 大高 (権頭下縁より棘突起最高端まで)椎骨下面に直角

肩 甲

計測項目

資料番号 H0241-001 H-0231-001 (参考資料)

遺構
計測点＼

大溝H■ 2層
L

大溝H■ 2層
L

亀井1号犬
L

勒島1号犬
L

勒島9号犬
L

1 全長 12875 12611

肩甲棘基底長 11179 11005

肩甲棘最大長 12013 12183

上部幅 5611 6173

頚部最小幅 2258 2433

下部幅 12-13 2993 2888 2657

関節筒長 2671 2287 2525

関節寄幅 1802

肩峯面最大幅 1255 1294

10肩峯最大高 3358

単位mal

<肩甲骨 の計測 について >
l 全長 (関節上結節の最下端～肩甲棘の基部頂点までの高さ)骨軸に平行に計測
2 肩甲棘基底長 (肩 甲棘の基部頂点～肩峰の基部下縁端までの長さ)
3 肩甲棘最大長 (肩 甲棘の基部頂点～肩障面最下端までの最大長)
4 上部幅 (後角の後縁～前角の前縁までの幅)棘下街の後縁に直角に計測
5 頸部最小幅 (肩 甲切痕の前縁～後縁までの肩甲頸の最小幅径)
6 下部幅 (関節寓の後縁端～烏口突起の基部外縁端までの幅)
7 関節禽長 (関節寄の前後縁端間最大長)
8 関節寓幅 (関節禽の内外縁最大幅径)
9 肩峯面最大幅 (肩峯面前後縁間最大幅)骨軸に平行に計測
10肩峯最大高 (肩峯面最高点～関節寓の内縁までの高径)

腰権

計測項目

資料番号 A1818‐ 01 F多47 A181802 A1609-02 ▲1609‐03 A1009‐ 04 A160905

部位 第2腰椎 第2腰椎 第3腰椎 第刻畷椎 第5腰椎 第6腰稚 第7腰椎

遺構
計測点＼

井戸A494
井戸枠内

大溝F 中層b 井戸A494
井戸枠内

井戸A494
最下層

井戸A494
最下層

井戸A494
最下層

井戸A494
最下層

1 全長 茫子3227 えξ3307 た子3503 芝ユ3507 /]3034

横突起間全幅 残3331 ,完2683 テ亀3765 残5374 テ篤5452 テ完5583

前関節突起間全幅 2183+十 2583 2644 2533 2379 2562

後関節突起間全幅 5-5 1752 1692 2687

椎体横径 21-21 1727 1901 2044

椎弓根長 1867 之こ1987 左1924 芝こ2008 左1429

7 椎頭横径 1682 1819 1813 1972

椎頭高径 10-15 1081 1029 1179 1134

椎宙横径 16-16 1763 (1907) 1997 2124

10椎筒高径 17-18 (900 1123 1082

7-17 2277 2232 2052 1797

11-15 1926 2057 2112 1921

11椎体長 15-17 1892 2092 2155 2165 1529

12最大高 15-20 3919 4052

81801 02、 A160902～ 05お よび頸椎のA216301 骸 は同一個体 と考 えられる   (  )は 未癒合で、骨幹部の計測値 単
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表16 イヌの上腕骨・棧骨 。中手骨の計測値

上腕

計測項目

科香 H0820-CX18

部位 上腕骨

遺構
計測点＼

溝ユ 3層

R

1 全 長 I と-2

全長H 33-2

上端最大前後径

上端最大幅

大結節長 3-10 2264

体中央横径

体中央前後径 15-16

下端最大幅径 17-18

滑車下端幅 19-20

10滑車前面最大長 23-24

11内側 顆 前 後幅 25-26

12外側顆前後幅 27-28

13滑車上孔幅 31-32

14滑車 上子し高 29-30

単位mln

<上腕骨の計測について>

<中手骨 の計測 につ いて >
1 全長 (上端項点より下端最下点までの最大長)
2 上端横径 (上端内外横径)背側面より計測
3 上端前後径 (内側面より計測)
4 中部横径 (掌側面より計測)
5 中部前後径 (外側面より計測)
6 遠位部最大横径 (Bd)

イヌの計測値

単位mln

1 全長I(大結節の最上端～内側上顆の最下端まで)骨長軸に平行に計測     7 下端横径 (下端内外横径)掌側面より計測
2 全長H(上腕骨頭の上端～内側上顆の最下端まで)骨長軸に平行に計測     8 下端前後径
3 上端最大前後径 (大結節の最前端～上腕骨頭の後端までの最大長径)
4 上端最大幅 (上腕骨頭の外縁～小結節の内縁端までの最大横径)
5 の前後縁端間の長径)
6 体中央横径
7 体中央前後径
8 下端最大幅径 (外側上顆の最外端～内側上顆の最内端までの最大幅径)骨長軸に直角に計測
9 滑車下端幅 (上腕滑車の下端面の外側縁の急に内側に狭くならんとする項点～内側縁までの長径)
10滑車前面最大長
11内顆前後幅 (内側上顆の前縁～後縁までの幅径)
12外顆前後幅 (外側上顆の前縁～後縁までの幅径)
13滑車上孔幅 (滑車上孔の内外縁間幅径)
14滑車上孔高 (滑車上孔の上下縁間高径)

<撓骨の計測について>
1 全長 (頭宿の前縁最高端から茎状突起最下端)骨長軸に平行に計測
2 上端最大幅 (携骨頭の内外縁間最大長径)骨長軸に直角に計測
3 上端最大前後径 (携骨頭の前後縁間最大厚径)携骨頭前面に平行に計測
4 頸部最小幅 (携骨頸の内外縁最小幅径)
5 頸部厚 (携骨頸の前後縁間厚径)
6 体中央部幅 (体中央の内外縁間幅)
7 体中央部厚 (体中央の前後縁間幅)
8 下端最大幅 (遠位端の内外突起端間最大幅)骨長軸に直角に計測
9 下端厚 (遠位端の前後面間最大厚径)骨軸に直角に計測

中手骨

計測項目

H0664-011 H662079
部位 第4中手骨 第5中手骨

遺構
計測点＼

大溝H■ 2層
L

大溝H■  2層
R

1 全 長 4981 力鳥1719

上端横径 529

上端前後径

中部横 径

中部前後径 10-11 4%

遠位部最大横径 669

下端横径 12-13 592 679

下端 前 後径 14-15

撓骨

計測項目

H0422-05

部位 撓骨

遺構
計測点＼

溝 H 2層
L

l 全 長 (テ鳥4133)

上端最大幅 3-4

上端最大前後径 (874)

4 頸 部最小 幅 9-10 1118

5 票部厚 11-

体中央部幅 12-13

7 体中央部厚
下端最大幅 15-16

下端厚 17-18

(  )は未癒合で、骨幹部の計測値 単位mln
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表17 イヌの寛骨 。歯牙の計測値

寛骨

計預I項目

資料香号 H0852-04・ 05 H0311-001

遺構
計測点＼

大溝H■ 2層
R

大溝H■ 2層
R

1 竜骨長

場骨長 力見5477

関節禽前縁より坐骨結節
端までの距離

4 恥骨結合長 5-6

5 腸骨最大幅 4014

6 腸骨翼最大厚 40-41 1101

7 腸骨最小幅 13-14

8 腸骨体前縁最小厚径 14-43

9 寛骨臼宙前後径 3-17

寛骨臼寓横径 18-19

11 坐骨最小幅 21-20

閉鎖孔前後最大長 24-25

閉鎖孔最大横幅 20-26

14 寛骨臼枝最小幅 27-44 886

恥骨結合枝最小幅 26-30

坐骨長 17-2

17 坐骨最大幅

坐骨結節内側角 31-4

坐骨結骨厚 32-33

20 坐骨体長 34-35

坐骨弓長径 31-31

左右坐骨棘間距離 36-36

左右関節筒前縁結節端間
距離

3-3

左右坐骨結節間距離 4-4

後背側腸骨棘間最小距離 37-37

単位mm

<下顎第1後臼歯の計測について>
1第 1後臼歯長 (第1後臼歯歯冠前後最大長)近遠心径
2第1後臼歯前幅 (前歯根部歯冠内外縁聞長)
3第1後臼歯後幅 (後歯根部歯冠内外縁間長)

<寛骨 の計測 について >
1 寛骨長 (腸骨稜の前縁より坐骨の恥骨部の最後方点までの最大長径)
2 腸骨長 (寛骨臼筒の前縁より腸骨稜前縁まで長径)
3 関節筒前縁より坐骨結節端までの距離 (寛骨臼宙の前縁より坐骨結節外端までの距離)
4 恥骨結合長 (恥骨結節の恥骨結合面前端より坐骨弓中央の結合面後端に至る長径)
5 腸骨最大幅 (腹側腸骨棘より背側腸骨棘までの最大幅径 )
6 腸骨翼最大厚さ
7 腸骨最小幅 (外側面から計測)
8 腸骨体腹側面の最小厚径
9 寛骨臼筒の前後径 (寛骨臼密前後縁間直径)
10寛骨臼禽横径 (寛骨臼宙上下縁間横径)
11坐骨最小幅 (寛骨臼宙後方の小坐骨切痕の中央縁より閉鎖孔外縁までの最小幅径)
12閉鎖孔の前後最大長 (閉鎖孔前後縁最大長径)
13閉鎖孔の最大横幅 (開鎖孔内外縁間最大幅径)
14寛骨臼枝最小幅 (恥骨櫛より開鎖孔前縁までの最小幅径)
15恥骨結合枝最小幅 (閉鎖孔内縁より恥骨結合面に至る最小幅径)腹側面から計測
16坐骨長 (寛骨臼寄の後縁より坐骨の恥骨部最後縁端までの長径)
17坐骨最大幅 (坐骨結節の外端より恥骨連合までの最大幅径 )
18坐骨結節内側角 (坐骨結節内側角外端より坐骨結節外端までに距離)
19坐骨結骨厚 (坐骨結節の背腹縁間厚径)
20坐骨体長 (閉鎖孔後縁より坐骨板の後縁中央までの長さ)
21坐骨弓長径 (左右の坐骨結節内側角端間の直径)
22左右坐骨棘間距離
23左右関節筒前縁結節端間距離 (左右の寛骨臼宙前縁の結節端間距離)
24左右坐骨結節間距離 (左右の坐骨結節端間の距離)
25後背側腸骨棘間最小距離 (左右の後背側腸骨棘の内面間の距離)

下顎第2前日歯

計測項目

資料番号 H0662-070 H0662-072

遺構
歌韻1点＼

大溝Hl1 2層
R

大溝H■ 2層
L

l 第2前臼歯長 (近遠心径) 43-44 699

2 第2前臼歯幅 (頬舌径) 45-46 369

単位Inm

下顎第4前日歯

計測項目

資料番号 H0661-017 F2485

遺構
計測点＼

大溝Hl1 2層
R

大溝F 中層
L

l 第4前臼歯長 (近遠心径) 1096 1072

2 第4前臼歯幅 (頬舌径) 521

単位mm

下顎第1後臼歯

計韻1項目

資料番号 H0661-015 H0661-016 H0662-094

遺構 大溝H■ 2層 大溝Hl1 2層 大溝H■ 2層

.t測点＼ R L R

第1後臼歯長 ②―① 1865 2081

第1後臼歯前幅 ③―④ 699

第1後臼歯後幅 ③―⑩ 731

単位mn
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表18 イヌの大腿骨 。中足骨・基節骨・末節骨、イヌ科の中節骨の計測値

大腿骨

計測項目

資料番号 E1842-01 F2483

遺構
計測点＼

大溝E091Xllll

中層
R
紺帽Ｌ1 全長I 1-2 テ見8633

2 全長H
上端最大横径 3-4

頭 長

頭 幅 8-9

転子密の上端幅 7-35

体中央前後径 866

体中央横径

下端最大幅 (1582) (1722)

10内側顆前後幅 21-22 (1846)

11外側顆前後幅 (1797)

12顆間禽最大幅 28-29

(  )は未癒合で、骨幹部の計測値

イヌ・イヌ科の計測値

<大腿骨 の計測 について >
1 全長I(大転子頂点より外側顆下端までの直径)骨長軸に平行に計測
2 全長H(大腿骨頭頂点より内側顆下端までの直径)骨長軸に平行に計測
3 上端最大横径 (大腿骨頭内側端より大転子外端までの直径)骨軸に直角に、後面から計測
4 頭長 (大腿骨頭上下縁間直径)後面より計測
5 頭幅 (大腿骨頭前後縁間幅径)
6 転子寓の上端幅 (大腿骨頭外縁より大転子内縁までの直線距離)
7 体中央前後径 (体中央部における粗面より体前後径)
8 体中央横径 (体中央部における内外横径)
9 下端最大幅 (内側上顆端より外狽I上顆端までの最大幅径)骨長軸に平行に計測
10内側顆前後幅 (内側顆後端より膝蓋面内縁前端までの幅径 )
11外顆前後幅 (外側顆後端より膝蓋面外縁前端までの幅径)
12顆間筒最大幅 (内側顆 '外側顆各内縁間における顆間宙最大幅径)

第5中足骨

計測項目

資料番号 H0662-100

遺構
計測点＼

溝■ 2層
L

l 全長 ア亀1688

2 上端横径
3 上端前後径
4 中部横径 8-9

中部前後径

遠位部最大横径

下端横径 648

下端前後径 583

単位nlln

<第5中足骨 の計測 について >
1 全長 (上端頂点より下端最下点までの最大長)骨長軸に平行に計測
2 上端横径 (上端内外横径)背側面より計測
3 上端前後径
4 中部横径 (底側面より計測)
5 中部前後径 (ク触I面より計測)
6 遠位部最大横径(Bd)
7 下端横径 (下端内外積径)
8 下端前後径

<基節骨の計測 について>
1 全長 (上・下端の最大長)下面に垂直に計測
2 上端横径 (上端内クト横径)
3 上端前後径
4 中部横径 (最狭)
5 中部前後径
6 下端横径 (下端内外横径)
7 下端前後径

基節骨

計測項目

資料番号 H0661-20 H0686-03

部位 第2or3基節骨 第2or3基節帽

遺構
計測点＼

大溝Hll
2層

大溝HH
2層

1 全長
上端横径 588

上端前後径 6-7 542

中部横径 366

中部前後径

下端横径 12-13 468 506++
7 下端前後径 14-15 357 341+十

単位mn

末節骨

計測項目

資料番号 H0662-067

遺構
計測点＼

大溝Hll
2層

1 全長 1371

爪縁前後径 7-8 767

爪縁高

4 爪縁横径 9-10

単位m ll

イヌ科 (タ ヌキ)の第3or4中節骨

計測項目

資料呑号 H0661-02ユ

遺構
計測点＼

大溝H■
2層

1 全長
2 上端横径
3 上端前後径 6-7

中部横径

5 中部前後径
下端横径

下端前後径 273
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表19 蔀屋北遺跡A調査区出土 動物遺存体 同定結果一覧
資料呑号
A 地区 遺構など 層位など

取上

番号
種  名

出上部位
備考

計測値
(lll ll)

版
号
図
番 時期

左右 部位名 詳細

B18-h10 ユ含層 耳側側溝掘り ウ マ 右 L顎臼歯 茂損大 下明

318,9 ユ含層 落
9面 灰
ヨ粘土

ウ マ 右 下顎骨
お後方の歯槽～下顎枝遺存,筋突
こと関節突起破損,M2・ 3釘植

幕9面検出時先
瑞部を欠く

表9 )C

B18-f5 ユ含層 言10面掘り下げ 大型哺乳類 罠骨片 肇幹約15cm遺存 ,C前

B18-f3 ユ含層 書10面掘り下げ ウ シ 右 ?
1手骨
IIttIV

可骨端破損で,約 13cm遺存 ,C前

B18-i8 ユ含層 缶10面掘り下吋 ウ マ 右 L顎臼歯 茂損大 寄径約65 ,C前

)720-01 Bl卜 f8 丑含層 言10面掘り下げ ウ マ 右
L顎第4前
ヨ歯 ?

主位部と歯根破損 ;才
頃舌2158,

喜径約60
,C前

)720-02 B18-f8 ユ合層 喜10面掘り下吋 ウ マ L顎臼歯 争側および近位又は遠位都破損 苛径約65 ,C前

)722 B18g8 ユ含層 付10面掘り下L ウマ 左 L顎臼歯 缶体に表層破損 封径約60 ,C前

Bl卜 ,9 ユ含層 宮lm掘 ,下吋 哺乳類 肇片 ビビアナイト細片多数 ,C前

)779-01 B18-g6 ユ合層 倍11面掘り下L ウ マ 右
L顎第1後
ヨ歯 ?

衝根部やや破損 0オ,老齢
L遠2293,
霞舌2621
罰径約35

,C後

)779-02 B18-g6 己含層 宮ll面掘り下li 大型哺乳類 霊骨片 ,C後

B18-h6 ユ含層
'11面

掘り下峙 哺乳類 霊骨片
'片 'C後

B18-g5 邑合層 営11面掘り下此 ウ マ F顎臼歯 戊片 ,C後

)841 B18-i3 豆含層 ,11面掘り下| ウ マ ヨ歯片 片破損大で,同定不可
'C後

)876-01 B18-f4 籠434 ウ マ 刀歯
茂損大で,同定不可
生下顎第1切歯 ?

吉12面
'C後

)876-02 B18-f4 岳434 哺乳類 ]片 身数 書12面
'C後

1879 〕ltt f・ g 患434 大型哺乳類 ]片 1片 青12面 iC後

)904-01 B18-g6 課434 ウ マ 左 言甲骨 言甲寓より約18cm遺存 第12面 iC後

B18g6 岳434 ウマ
左
L顎第4前
ヨ歯or第 1

充臼歯
重根破損

頁舌2300,
こ遠2665

iC後

)904-03 B18-g6 辞434 ウマ
左 L顎第3前
ヨ歯 ?

友損大で,計測不可 )904-02よ り大 C後

)904-04 B18g6 辞434 ウ マ ヨ歯片 C後

)911-01 ,18-a5
色灰

＞

く

土

層

粘 ウ ン 右
と顎第3後
ヨ歯

売耗なし 第12面
喜径5264+ る

３
,C前

)911-02

'18-a5
毒428

色灰

，

く

土

層

粘 不明 訣片 ,C前

B18-g6 毒434 大型哺乳類 ]片 l片 落12面 ,C後

)920 B18-g5 毒428
1層 (灰色Ca

昆粘土)
大型哺乳類 旨片 片 落12面 ,C前

)935 B18-i4 善428
1層 (灰色Ca

昆粘土)
大型哺乳類 旨片 )片 宰12面 ,C前

,949-01 B18-g6 森434 15 ウマOrウ シ 罠骨片 肇幹のみ約8cm遺存 密12面
'C後

)949-02 318-g6 薄434 ■ 大型哺乳類 酵片 多数 密12面 ,C後

B18-f6 毒434
1層下面
苛査

ウマ 左
上顎第4前
ヨ歯 ?

争側と歯根部破損 ;～ 9オ
丘遠2571,高
垂約45

,C後

B18-g5 蓋618 大型哺乳類 酵片 片 害12面 ～6C

B18-,4 牛戸767 大型哺乳類 旨片 0片 密12面 ,C後

B18,7 立含層 11面

り下げ
ウ マ 左

下顎第3後
ヨ歯

蓋位少し破損 オ

E遠2895+,
買舌1121,高
≧5458

,C後

318-a6 と坑655 ウ マ 員蓋骨
:上顎M3後上面は破損左下顎はR
ヤM3遺存,左上顎はP2～ M3遺存
M2,M3は遊離)保存悪い

買骨埋納土坑 4
ヤ5才程度

民9 ,C後

B18-j10 ユ含層
'11面

掘り下げ ウマ ? ヨ歯 雛冠部と近位と遠位両側破損 ,C後

B18,2 毒428 層 大型哺乳類 ヨ歯片 片 害12面 ,C前

B18g9 ユ含層 言
11面

巳り下げ
ウ マ

左 L顎第2後
ヨ歯

蠍根部破損 7オ
近遠2357,頬

舌2425,高径

約55

,C後

B18-g7 ユ含層 宮11面掘り下げ ウ マ 刀歯 頃側の歯冠部のみ遺存
'C後

B18-h7 と坑凶Э ウマ 右 L顎第1切歯 ヒ離歯頬側のエナメル質のみ遺存 生2718に 1半 う 丘遠1639 ,C後

「遺構など」に調査区の略称アルファベットは省略
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表 19 A調査区動物遺存体 同定結果

資料番号
A 地 区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種  名

出上部位
備考

計測値
(IIull)

版
号
図
番 時期

左右 部位名 詳細

467-02 B18-h7 L坑940 ウマ
左 L顎第2切
路

睦離歯舌側と近位側のエナ
メル質破損

予測不可A2718
こ伴う

,C後

467-03 B18-■ 7 L坑940 ウ マ 刀歯 魅離歯
計測不可A2718
こイ半う

,C後

B18,7 諄951 ヒ層 ウマ 右
L顎第2前
ヨ歯

碩舌および近位部のエナメ
ル質破損

オ 喜径6628 ,～ 6C

491 B18,8 諄951 L層 大型哺乳類 辞片 片 ;～6C

B18-i8 議1244 大型哺乳類 易骨 ? 尭骨 書12面 ～6C

B18-h7 L坑940 ウマ 肇片 整離骨 A2718に 伴う
'C後

609-01 )1辟 g h キアヨ494 諸下層 ウマ や節骨 三位関節面破損

後面に敲打痕体高
は前肢骨であれば
1307cm,後 肢骨で

あれば1215cm

長ll iC後

609-02 牛戸494 発下層 イ ヌ 第4腰椎

生横突起基部下
面に二条,棘突
邑前縁に二条の

刀痕 A1609-02^
)6, 1818-01 ・0と
よ同一個体

表15 ,C後

609-03 B18-g,h4 昨戸494 莞下層 イヌ 落5腰椎 黄突起外端は破損

ヒ体下面,椎弓,

束突起後縁,右前
母節突起の後方基

“

,左前関節突起
灯端に切痕

黄15 ,C後

B18-g h` 昨戸494 諸下層 イ ヌ 薯6腰推 黄突起外端は破損 震15 ,C後

1609-05 B Ittg h 咋戸494 誌下層 イヌ 窮7腰椎 黄突起外端は破損 貫15 ,C後

609-06 h 牛戸494 そ下層 イノンシ 右 易骨 力体 観 2面 iC後

318g・ h 牛戸494 融下層 不明 ]片 片 書12面 5C後

747-01 B18-j10 と坑1135 ウマ
左 F顎第4前
ヨ歯 ?

L位部破損 ;～4才
買舌16",高径
ウ76(73)

;C後

747-02 B18-,10 上坑1135 ウマ
左 F顎第1後
ヨ歯 ?

遠位の歯根部破損 4オ
要舌1404,高
垂約70(69)
と遠2691

,C後

B18g8 毒950
'.下

層 ウマ ヨ歯 ニナメル質5片 害12画 ,C中

〕ltt j 10 上坑 1135 不 明 下明骨片 尭骨細片,白色化 密12面
'C後

798 〕1併 ,10 上坑1135 不 明 旨片 尭骨細片,白色化 腐12面 ,C後

818-01 〕18-g h4 牛戸494 1戸枠内 イヌ 幕2腰椎
t関節突起外端,右横突起
よ破損

惟体下面た,左横突
起下面基部に鋭利な
刃物による切痕各一

条A1609-02～06,
1818-01・ 02,

316許 01 02は 同一

個体

貫15 ,C後

318-g h tF戸494 申戸枠内 イヌ 窮3腰権 竺右の横突起は破損

ヒ右横突起下面基

“

,右の前関節突起
則面,棘突起前縁か
う右側面に鋭利な刃
〃による切痕椎体下
臣後端に骨増殖

表15
フ

４
,C後

823 B18-,10 と坑1135 し層 哺乳類 旨片 え骨細片5 を12面 ,C後

859
'18-a8

諄1231 ウマ ? 上下臼歯列 麦層のエナメル質のみ遺存 L下かみ合わせ ,C後

B18g9 課950 F層 ウマ 釦歯 ニナメル質片多数 有12面 ,C中

880-01 B18-g9 岳950 F層 ウマ 右
上顎第3後
封歯

争側破損
■880-01-031ま
司一個体 4～ 5才

丘遠2587
欝径5972

,C中

880-02 B18-g9 峰950 「層 ウ マ 右
二顎第3or4

苛臼歯
三位側破損

u880-01-03は
]一個体 5～6オ

買舌2107,

訂作≧5494 'C中

B18-g9 F層 ウマ 右 ヨ歯 3片
u880-01-031ま
]一個体

,C中
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

資料番号
A 地 区 遺構なと 層位など

取上

番号
種  名

出上部位
備考

値
ナ
測

血

計
ぐ

版
号
図
番 時期

生右 部位名 詳細

318-g8 毒950 F層 ウマ 左右 L顎骨
ヨ歯のみ遺存右側はP4～
正3
と側はP3or4～ 1ヽ2

1ゝ98901は RM3,
【1989-021ま RⅢ12,

【1989-031ま RP4,

(198904は RMl,
1ゝ989-05は LP4,

1ゝ989-06は Lヽ11,

1ゝ989-07は臼歯月

多数4～5才 図面

扁第甲9図

缶側は表9
Ṕ4?頬舌
278,高径

'331

iC中

B18-g9 謙950 F層 ウマ 右 L顎臼歯
点外側エナメル質のみ遺存
とぶんP4,Ml,M2

書12面 図面編第
「77E]

IC中

999 B18-f9 上坑1483 ウ マ
買蓋骨,左
占下顎骨

ヨ歯のみ遺存
L顎は左右あり,右側はP2～
�3ま で遺存P2～ P41ま生え換ル

リ時期で,乳歯約lcm遺存P2は
L位部破損,M31ま崩出途中左
買Jはその下にかすかに見える
F顎は右側P3～ M3ま で遺存 P〔
―Mlま では崩出途中乳歯約15
m遺存
LttM2以 外は歯根が一部破
員なお,左狽Iは上顎P2～ M2,下

預P2～ Mlが遺存で,いずれも歯
民の先端は破損

告獣
凋査時は区画溝
9ヽ50下層 (取 り
とげ16)と して
呼称
〕～3才程度図面
馬第477図

貴9 ,C中

B18-g9 筈950 F層 ウ マ 左右 F顎骨

刀歯・臼歯のみ歯列遺存左側
よ切歯2本とP3～ M3ま で遺存
缶側は保存状態が悪いため臼歯
1本遺存

;オ 図面編第477
�

箕9 ,C中

〕015 B18-g9 諄950 「層 ウマ 右 L顎臼歯列

P3～ M3が遺存臼歯の4本 (P3
～M2)は外側エナメル質のみ
遺存M31よ遊離P3 P4は未崩世
で,M31ま崩出途中

生1999と 同程度
つ年齢 2～3オ程
琵図面編第478
刃

庵長
715,M2長
'751

166c ,C中

,016-01 B18-g9 毒950 「層 ウマ
左 上顎第2後
当歯

野根先端破損未崩出

生2016-01  021よ

司一個体 図面編
窮478図

買舌2439,

こ喪ヨ2806
,C中

〕016-02 B18-g9 毒950 ド層 ウマ
左 上顎第1後
塾歯

旨根先端破損未崩出
2ゝ016-01  021よ

司一個体 3オ

頃舌1913,

者高径巧 6(
十α

,C中

,035 318-a 7 と坑1345 ウ マ
頭蓋骨、左
占下顎骨

言上顎はP2～ M3(M31ま遊
り まで遺存で,P2の前の
交頭破損右下顎はP2～ M3
まで遺存左上顎はP2の最後
方咬頭～ M3ま で遺存左下
顎はP2の後半分～ M3前2/3
まで遺存右下顎M3最後方咬
顔未崩出

,K940と 同様に,
号埋葬土坑で,上
買及び下顎歯のみ

豊存で,本来は1
本分を埋葬したも
つと考えられる3
V4オ右上顎M3は

見在行方不明

淀9 ,C後

Ю54
B18-h4
～6

輩
再 うぜ内 太型哺乳碁 罠骨片 片 書12面 ～6C

B18-h7 と坑940 ウマ 右 上顎臼歯 ニナメル質2片 2ヽ718に 1半う ,C後

ケ163-01 Bl併 g'h` 半戸494 キ戸枠内 イヌ 落4顕椎 1央部で切断,後半のみ遺存

A1609-02´ヤ06,

1818-01 '02,

2163-01 ・021よ 原
一個体土壊サン

プル土内

長14 5C後

163-02 B18-g  h 牛戸494 1戸枠内 イ ヌ 落5頸椎

棘突起後縁上位,

右前関節突起外縁
に切痕A160902
～06, 1818-01
92, 2163-01 ・02
は同一個体土壊サ
ンプル土内

捷14 ;C後

163-03 B18-g,h 牛戸494 F戸枠内 ウマ 左
苛頭骨十鋳
酵

前頭骨眼禽上縁と鼻骨との

縫合周辺遺存
落12面

る

２
;C後

163-04 B18-g h 中戸494 ,戸枠内 カエル L腕骨 141固 大きさは多様 有12面 ,C後

163-05 B18-g h 中戸494 ,戸枠内 カエル 左 L顎骨
と
,C後

163-06 B18-g h 咋戸494 1戸枠内 カエル 言甲骨 10個 大きさは多様
4
,C後

163-07 B Ittg・ h 咋戸494 ,戸枠内 カエル 佳骨 多数
273e
,7 ,C後

163-08 Bl併 g・ h 牛テヨ494 牛戸枠内 カエル 下顎骨 )個 ,C後

163-09 Blttg h 牛戸494 キ戸枠内 カエル 易骨 多数 ,C後
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表 19 A調査区動物遺存体 同定結果

資料香号
A 地区 遺構なと 層位など

上
号
取
香 種 名

出上部位
備考

計測値
(null)

朝 肺

時期
庁ナ 部位名 詳細 肇号

!163-10 31併 g h` 昨戸494

'戸

枠内 カエル ミ骨・携骨 ;個
フ

・
６
,C後

l 〕1辟宮 h 1戸494 F戸枠内 カエル 霊骨片 多数 iC後

2 318 g th 牛戸494 キ戸枠内 ネズミ 左 下顎骨 D歯歯槽と臼歯歯槽,M1 2釘植 ,C後

〕18-g h 牛戸494 キ戸枠内 ネズミ L腕骨 肇幹部のみ遺存 ,C後

4 〕1併 g,h 中ア=494 キ戸粋内 大型哺乳類 肇片 ;片 ,C後

163-15 〕18-g,h4 井戸 494 キ戸枠内 不明 ]片 尭骨 ;C後

2163-16 )l辟 を'h4 坪戸494 キ戸粋内
二枚貝と

不明
ンジミ ? ,C後

2255 318-i10 毒951 I層 ウ マ 右
F顎第3or4or

書lor2後臼歯
頭側前の咬頭と歯根部破損 ,C後

J509 B18-f3 十戸695
ド組内Ⅱ層 2
1日

貝 二枚貝 害12面
,C前～

|

〕518 B18-f3 牛戸695
卜組内I層  2
究目

貝 鶏12面
iC前～

Ⅲ

:524-01 B18-F3 牛戸695
卜組内Ⅱ層 3
兒目

貝 窄12面
iC前～

Ⅲ

ケ524-02 B18-f3 中テゴ695
博観内H層  3
史目

ヒョウタ
ン 第12面 一一副℃

“

1524-03 B18-f3 キ戸695
卜組内I層  3
免目

網代 専12面
,C前～

■

1526 B18-f3 キアヨ695
卜組内II層  4
碇目

貝 常12面
iC前～

|

B18-f3 十戸695

卜組内H層 5
比日 18ヒ ョ

'タ

ンの下
く組の隅

貝 書12面
テC前～

中

B18-i10 と坑1800 ヒ倒 哺乳類 霊片 2片 幕12面 ,C後

〕633 B18-i10 上坑1800 3 ウ マ ヨ歯 エナメル質5片 薯12面 ,C後

ケ635 B18-i10 L坑 1800 5 ウマ 刀歯
甍側のエナメル質のみ遺存
営下顎第3切歯片 P

耳壁側断面内 ,C後

}670-01 B18-h3 Hl戸542 カエル 上腕骨 片 L壊サンブル土内 ,C後

2670-02 B18-h3 井戸542 カエル ? 肇片 ,片 と壌サンプル土内 ,C後

B o C18 薇採 電採 ウマ 右
ユ削第

？

顎
歯
Ｆ
ヨ 葺根部破損 う才

こ遠2690,頬

争1725,高 径
,55

B18-h7 上抗940 ウマ 冬身骨格
ウマ埋葬土坑 5
～6オ

表5 C後
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表20 蔀屋北遺跡B調査区出土 動物遺存体 同定結果一覧
資料番号
B 地区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種 名

出上部位
備考

値
＞
測

ｍ

計
ぐ

図版
番号
時期

生右 部位名 詳細

1ヽ8筍 8 己含層 旨灰責色砂質土 フマ 右
L顎第2後
ヨ歯

野冠の一部破損 ;才 蓋径6482 13C

丑含層 旨灰自粘土 シシ 右 牌
呻

二位端～約12cm遺存
丘位 前後
蚤3074 横
垂5363

13C

)270 1ゝ8-e7 豆含層 旨灰青色粘土 12C

)274 318-a9 豆含層 旨灰色微砂榎 クマOrウ ン 不明 尭骨 呆存状態悪い 1lC後

318-e10 ユ含層 旨灰色微砂混 不明 尭骨 呆存状態悪いため計韻1不可 (畦畔わき 1lC後

)327 318-d4 己含層 是南肩 ツシ ? ヨ歯片 ニナメル質のみ遺存 下明

318-e5 邑含層 旨灰青色粘土 クシ ? ヨ歯片 呆存状態悪いため計測不可 12C

)382 318-e4 豆含層 旨灰青色粘土 (型哺乳舞 受骨片 12C

1ヽ8巧 6 丑含層 !墳中期包含擢 ウマ ヨ歯片 呆存状態悪い 陀側側溝 ,C

)585 318-d7 ユ合層
,面

≧灰色粘土直上
クマOrウ ン ミ骨 呆存状態悪い

シマ左大腿骨の

丁能性あり
職鳥～

平安

)628 318-d5 己含層 面 あぜ6上 太型哺乳舞 争片
職鳥～

平安

318-d5 ヒ畔6002 ウマorウ シ 罠骨片 弄真あり OC

)674 318-c8 邑含層 窮6・ 7面 晦乳頚 ]片 OC

)704 (18筍5 丑合層 (型哺乳舞 罠骨片 呆存状態悪い ヒ側側溝 ,々-6C

)745 318-d5 ユ含層 寄8面 ウマ ヨ歯片 呆存状態悪い OC

1948 318-d3 ユ含層 書12面直上 嘴乳類 ミ骨片 ,C

)966 318-15 ユ含層 書12面直上 シ カ 勺4cm遺存 【区北壁断面内 ,C

318-d4 豆含層 喜12面直上 (型哺乳碁 霊片
埒節部の海綿質と関節面約3
m遺存

,C

318-f4 己含層 書12面直上 ウマ k節骨 果存状態悪いため計測不可
～
区北壁断面内 ,C

)996 318-d4 豆含層 害12面内 噂乳類 ]片 ,C

006 318-f4 ユ含層 書12面直上 (型哺乳森 ミ骨片 弩節部約2cm遺存 生区北壁断面内 ,C

318-b8 豆含層 喜12面直上 ウ マ 右 二骨 呆存状態悪いため計測不可 ,C

088 318-c8 豆含層 言12面直上 ウ マ 左

上顎第4前
臼歯o第 lor

第2後臼歯

10オ

頭舌3055
丘遠2782+
欝径3937

,C

092 318-e7 ユ合層 喜12面精査 甫乳類 旨片 ,C

109 318-d8 ユ含層 言12面精査 甫乳類 巨片 ,C

120 318-c9 豆含層 宮12面直上 クマOrウ シ 霊骨片 旨端約2cm遺存 iC

319-a  bl ,13面遺構 浦 上 層 甫乳類 酵片 g壁断面内 ～6C

代18司 10 青1カ043 ウマ 下顎臼歯片 ニナメル質のみ遺存 密12面 iC

1ヽ8筍 3 蓉ち込み 南乳類 旨片 ～6C

1ヽ8● 6・ 7 ユ含層 卒13面精査 ウマ 右 L顎臼歯 疲損大 ;々
ヤ6C

369 1ヽ8司 4 毒 訴 ? 密13面 ;-6C

447 1ヽ8司 3 毒 30013 7 クマ? ヨ歯片 呆存状態悪いため計測不可 害13面 罰宿巨約60 ;～ 6C

448 1ヽ8菊 3 毒 8 南乳類 肇片 吉13面 ンー6C

449
～
18巧 3 薄 9 ,マ P ヨ歯片 呆存状態悪いため計測不可 テー6C

450
～
18筍 3 毒 30013 甫乳類 離片 奉13面 ,々

ヤ6C

451 生18芍 3 毒 30013 ン カ 角 勺3cmの 破片 第13面 ,々
ヤ6C

452 1ヽ8巧 3 毒130013 (型哺乳類 訴片 第13面 ;-6C

～
18司3 毒 30013 (型哺乳類 霊骨片 第13面 ;-6C

455 1ヽ8■ 3 簿130013 甫▼し〕頸 計片 落13面 ;-6C

1ゝ8●6. L抗130199 ン カ ¬ ,3cmの破片 尭骨第13面 ,～6C

497 1ヽ8司 6
上坑
30025

3 クマOrウ シ 不リ 尭骨 ]幹約15cm遺存
,C後～

'C初

生18-b7 ユ合層 窮13面直上 クマ ヨ歯片 呆存状態悪いため計測不可
,C後～

,C初

318-c8 垂含層 常13面直上 ウマ 右
L顎第1後
ヨ歯 ?

封根一部破損 ;オ

丘遠2717,
頂舌2707,

封冠高4393

～6C

1536-02 〕18-c8 五含層 常13面直上
'マ

Ⅲ節骨 黄11
ｂ

・
３
～6C

「遺構など」に調査区の略称アルファベットは省略
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表 20 B調査区動物遺存体 同定結果

資料番号
B 地区 遺構など 層位など

上

口
巧

取
香 種  名

出上部位
備考

計測値
(mnl)

版
号
図
番 時期

上准 部位名 詳細

318-c8 垂含層 密13面直上 フマ
中手or中足
辟HI

童位端のみ遺存
三位幅4434,

止後径3123
;～6C

536-04 318-c8 王合層 富13面直上 (型哺乳類 旨片 片 6C

318-c9 丑含層 常13面直上 甫乳類 旨片 ;～ 6C

1ヽ8-,10 豆含層 窮13面直上 ,区南壁断面内 6C

567-01 三含層 窮13面直上
'マ

右

上顎第4前
ヨ歯or第 1

炎臼歯

～9才
頂舌26M
丘遠2894
島径4515

6C

567-02 318-c9 己含層 青13面直上 ウマ 右

下顎第3or第
1前臼歯or第

後臼歯

～6才
丘遠2940
乱4垂5337

～6C

885 L坑 130419 1 ンマOrウ ン 肇片 呆存状態悪い ～6C

886 と坑130419 2 ンマOrウ シ 旨片 呆存状態悪い ～6C

887 土坑1311757 1 甫学し類 計片 呆存状態悪い ～6C

888 318-c8 土坑130757 2 タマOrウ シ 頁骨片 呆存状態悪い ～6C

318-c9 誼含層 言13面直上 明 ]片 旨端～約15cm遺存 ンヤ6C

318-c9 ヨ含層 青13面直上 ンマOrウ シ ]片 呆存状態悪い 5～6C

318-c9
土坑
130675

l ウマOrウ シ 右 言甲骨
珂節宙の背側約半分破損 ,

対節宙～約6cm遺存
ンー6C

892 318-c9
土坑
130675

2 ウ マ き節骨
呆存状態悪いため計測不
丁

逮位端幅約
35

;～6C

893 〕18-c9 と坑130756 (型哺乳類 ミ骨片 らぜ2よ り西 ;～6C

939 〕18-c9 毒130670 ウマ 右
下顎第2前
ヨ歯

,オ

頃舌1564
丘遠3618
嘉径3359

,C後

ケ278 1ゝ8菊 10 と坑131103 シマOrウ シ ヨ歯片 ニナメル質のみ遺存 ,C後

)397 1ゝ8筍 8
カマ ド
131300

市乳類 ]片 多真あり ,C中

433 318-b9 L抗 131400 クマ? 左 睡骨 肇幹中央部約15cm遺存 事真あり ,～6C

434 318-b9 L坑 131400 ンマOrウ シ 罠骨片 呆存状態悪い ,～6C

,551 318-a9
墓

５０

溝

１２

司

３
,C前～

|

2658 318-f3 ユ含層 青12面直上 (型哺乳類 霊骨片 ～6C

る79-0ユ 318-b9 牛戸
31000

咋筒の中 卜
',

霊骨 (上筋
霊?)

三位端のみ遺存 旧工 ?中型 ? iC後

〕679-02 318-b9 1戸131001 昨筒の中 崎乳類 ミ骨片 ]幹約7cn遺存 力体 iC後

〕696 生18菊 3 議130014 ウ マ 右 L顎臼歯 皮損大 ～6C

〕708 1ゝ8司 2 環130015-2 噂乳類 肇片 写真あり 6C

318-d3 事埋上 ウマOrウ ン ミ骨片 果存状態悪い 落13面 写真あり ;～6C

立含層
第12面直
上

ウマ 左

上顎第4前臼
者or第lor第
〕後臼歯

と齢 15～ 16オ
頃舌2289
丘遠2253
尉径2470

,C

1ヽ8句 5
上坑
30025

あぜより
若東側、5
)mttげ

ウマ 右

下顎第3or第
4前臼歯or第
1後臼歯

～9オ
頂舌1628

丘逮2764
討4垂4354

,C後～

,C初

'003

318-c9 立含層 令12面直上
'マ

右 腿々骨 Jヽ転子周辺約12cm遺存 ～6C

318-c7 立含層 幕6面 フマ 下顎臼歯片 呆存状態悪いため計測不可 OC
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表21 蔀屋北遺跡C調査区出土 動物遺存体 同定結果一覧
資料番号
C 地区 遺構など 層位など

上
号
取
香 種  名

出上部位
備考

計測値
(mlll)

同 服
時期

左右 部位名 詳細 番号

～
18-d9 包含層

幸4面耳ヒ
訂)r面 ウマ ヒ顎臼歯片 F安後期

J441-01 生18-=6 包含層 有4面精査 クマ ヨ歯片 多数 r安後期

)441-02 1ヽ8-=6 丑含層 落4面精査 フマ 右 L顎臼歯 茂損大 葛径約55 『安後期

)441-03 1ヽ8-g0 包含層 著4面精査 ウマ L顎臼歯 平安後期

)503 牡18-f6 」ニウ屯1077 面 ③区 イノシン 不明 節ヽ骨 蓋位端約2cm遺存 尭骨 平安後期

)578-01 1ゝ8-g5  6 包含層 窄4面 l ウマ 左
L顎第2前
ヨ首

童位部破損 才
頃音 2433
事得
=A09

子安後期

)578-02 1ヽ併 g5・ 6 包含層 第4面 l ,マ 右
書4前臼歯
に第1後臼
岳

Ё位部破損 ～5才
頃舌1603
尉径6269

平安後期

1ゝ辟g5 6 包合層 第4面 ウマ

卜狽第Z Hll

ヨ歯,下緋
■缶

子安後期

)579-02 lゝttg5 6 包含層 第4面 ウマ 右
F顎第2前
ヨ歯

'～

6才

鎮百 1333
丘遠 3431
葺客 41 RA

子安後期

)579-03 1ゝ隣g5'6 包含層 第4面 2 ウマ 右

トラ民弟4再 U

ヨ歯or第 1
をr■歯

近位部と舌側部破損 ～6才 罰径5778 子安後期

)580 1ゝ辟 g5'6 記含層 第4面 クマ 左
L頚第2後
ヨ首 P

歯根部破損
只百 Z6U/
丘長 2617

子安後期

，５８．．０．一］
4而 4

!L」壱
'4回4画 マ 敬

1ヽ8-g7 包含層
幕4向

掘り下げ
ウマ 上顎臼歯 1本分 子安後期

)735 1ヽ8-g7 認含層
率5a面
編り下 lf

噂乳類 長骨片
k田域コーナー
駅

,安後期

)736 1ヽ8-g8 包含層
希ba'曽

編 り下 ιギ
哺乳類 最骨片 多数 子安後期

1ヽ8-h8 らぅ耳〒 ウマ
'

骨 約 夕Rrm梧存

J812-01 1ヽ8-h6 立含層
窄5b層
屈り下げ

ウマ 右
「 双 舜

4日」

コ歯or第 1
路 白 缶

エナメル質のみ遺存 6ラr 罰径5707 子安後期

)812-02 1ヽ8-h6 立含層
卒5b層
屈り下げ

ウマ 右

二訳舜4日 U

コ歯or第 1
路rョ尚E

ニナメル質のみ遺存
粁TJ太思が

躁いため計
削Tスす

子安後期

1519 生18-h9 包含層
弔blH

屈り下げ
ワマOrワ

コ歯片 笏数 「 安前期

1941 1ヽ8-g5 己含層
帝V口

屈り下げ 大型哺乳類 罠骨片 〕片 ;-2ト レンチ内
与墳
ヤ奈良

1ヽ8-g5 ユ含層
弔vlul

屈り下げ 噂乳類 酢片 〕片 ,cm下げ =墳―奈良

2149 1ヽ8-e7 屈立柱建物1

■も~VFH3ヨ rl

0ヽ5～ lm
5/12

嘴乳類 肇細片 尭骨 〕C

～
18-f

⊇
屈立柱建物2

■■υ~υ同

晒へ 0～

)5m
/ヽ1ク  0

哺乳類 肇片 珂節部 ? 5C

1ヽ8-▼

上喬集積
司辺 第
)面掘り
下tギ

上喬集4R~
司辺 第9
面掘り下
ギ

下明 計片 尭骨 ,C

И85 1ヽ8-i7 誼含層
窮9面

屈り下げ
ウ マ 左 騒骨

禾召判天懸刀`

まいため計
日‖ボ可

古墳
～奈良

〕75ユ 1ヽ8-f7 記含層
５

筵 噂乳類 争片 幻節部約2cm遺存 ,C

1ヽ8-d2 望含層
|ヒ果合齢
用り下げ

ウ マ 不明 L顎臼歯 皮損大 罰4≧約65 ;～6C

,245 1ヽ8 屁立柱建物3

16-7FHD果
マイナス5
m～マイ
ナス1 0rm

甫乳類 旨片 兜骨 ,C

1ヽ8-e9
ッ

７７

ヒ

略

軒10面

1監半
南乳類 歯 ▲ナメル質片 ,C

1ヽ8-e7 騒立桂建物l
ヒ似J三二喬

留り
前耐 日

シ カ 角 電角製加工品 (第 649図 5)
火熟によリー部
白色化

〕61a ,C

)829 1ヽ8-d4 立含層
弔10口

揮 り下 げ
甫乳類 旨片 枚片 ,C

,848 1ゝ8-e7
々マ ド

甫乳類 長骨片 12 5cm遺存 ,C

「遺構など」に調査区の略称アルファベットは省略
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表 21 C調査区動物遺存体 同定結果

資料番号
C 地区 遺構など 層位など

取上

番号
種  名

出上部位
備考

値
＞
測

ｍ

計
で

版
号
図
番

時期
左右 部位名 詳細

代18-d4
陀壁内
陀盲 谷 獣

罠下層 甫乳類 片一３「
'片

;C

,881 代18-g5 ユ含層
第10面掘
り下げ

ウ マ 不明 雲節骨 主位部破損
Lイヱ琉頼詔全

773 高密
十∩51

;～6C

,928
～
18-d6 ユ含層

藉10層掘
り下げ

ウマ 右 Ⅲ足骨III L位後面は破損
三位端関節部に

呼体痕
箕12 ;～6C

,960 生18-e6
ピット
[695

嘔T/2しZυ
ピット
惹望獣

ウ マ コ歯片 ニナメル質約lcm遺存 尭骨 ?第■面 ,C

+967 1ヽ8-d6
どット
703

短77」 CZV生
ピット
奮 主 専K

(型哺乳類 民骨片 密11面 ,C

1ヽ8g4 5 課2490
らぜより
笥西側

下明 旨片 勺lcm遺存 尭骨第11面 ,C

i241 生18-i5 Lち元2605 率11面 クマ ? 罠骨 片 約 9cm潰 ,C

1275 1ヽ8-h4
上坑 2415

竜】ヒあぜ 甫乳類 巨片 吉11面 ,C

1405 1ヽ8-g6
ピット
2758

ピット
東半部

甫▼し類 肇片 尭骨第11面 ,C

生18-d7 立含層
幕10面

屈り下げ
シカ ¬ 七端破損約5cm遺存 旨表面研磨 ～6C

,639
生18-g4

半戸2476
屈り方内埋
十 苗主報

甫▼し類 辞片 幻節部 第■面 ～6C

'657

(18-d6
ビット
〕821

(型哺乳類 計片 第■面 iC

1ゝ8-i7 ユ含層
〒10向

屈り下げ
!R9月両 4H‖ 唐

(型哺乳類 罠骨片 屎存状態が悪▼ iC

(18-i4 昨戸 2549 2 雨子し類 罠骨 片 骨 第 11面 IC

(18-i4 咋戸 2549 3 噂乳 類 卜片 ′片 尭骨 第 11面 iC

1ヽ8-g6'7 と坑3522 肯東部
ンヽノ

ン
，

，「

ンヽ
ヨ歯片 ;片 窮11面 ,C

(18-i9,10 L坑 3684 ウマ 顎臼歯 l本分 P 将■ 面 ,C

1ヽ8-i5 昨戸 2549 7 マダイ ヒ肯 屁権

、1819,10
蓋穴仁居
1840

陀東部 (型哺乳類 ]片 旨端の関節部のみ遺存 ,C

1ヽ8-i5 中戸 2549 キ戸底 (型哺乳類 ]片 専11画 iC

〔18-g9 毒3821 下明 ]糸日
'キ

元肯 第 ■面 ,C

1ゝ8p ビット
RAnl

'マ
L顎臼歯片 本分? 害11面

'CP
5487-01 1ゝ8-d9 毒4354 イノンシ 不明 ♭F骨 可骨端破損骨幹約9cm遺存

降体痕あり第■
臣

,C

,487-02 1ヽ8-d9, 毒4354 (型哺乳類 霊骨片 片
うち1′点に解体嫉
あり第■面

,C

)566-01 生18-i4 牛戸 2549 十戸底 子ジ科 左 ミ骨 子頭破損 落ll面
ど長 く関印
L端 より)
'Aハ 7

5C

;566-02 1ヽ8-i4 戸■2549 Hl戸底 キジ科 左 嘉骨 第11面 貫フくす甦720( ,C

)566-03 生18-i4 洋戸 2549 準戸底 イノシシ 右 F顎骨 ド誤↓し周辺湖もCn還仔 需■面 ,C

生18-i4 牛戸2549 牛戸底 イタチ科 左 ミ骨
寸頭と骨幹遠位部破損 2cm遺
字

窮11面 ,C

1ヽ8-i4 昨戸2549 牛戸底 イタチ科 右 こ骨
寸頭と骨幹遠位部破損約2cn
豊存

密11面 ,C

(18-i4 ナ32549 咋戸底 J蓼蜀 旨片 片 落■面 ;C

(18¬ 10
どット
laR民

有■面 ウマ コ歯片 多数 南11面 ,C?

蔵立桂建物2
l■9-10ラ

インあぜ
甫乳類 酵片 L壌水洗 ,C

'988

A18
己立桂建物2

町柱Noli
互ハ＼0-50

m-10cm下
ギ

'/195
(型哺乳類 埼 ニナメル質片 先骨土壌水洗 ,C

1990

弱立柱建物2

卜柱
ioll-12

西へもう
マイナス5
3m下 げ

甫乳類 肇細片 尭骨土壌水洗 ,C

屈立柱建物を

村柱
bll 12

東ヘ

50-100cm
マイナス

10cm下げ
(型哺乳類 罠骨片 約2cm遺存 尭骨土壌水洗 iC

'999

牡18 田立柱建物l

柱3-10ラ
インアゼ

建物外
】ヒ齢

スッポ ン 下リ 力骨片 的lcm遺存 尭骨 ,C

届立柱建
勿2

庄No2-H
ライン建
物外西側

(型哺乳類 罠骨片 と壊水洗 ,C
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

資料番号
C 地区 遺構なと 層位など

上

号

凛

番 種 名
出上部位

備考 醜
耐
計
＜

版
号
図
番 時期

ヒ石 部位名 詳細

205 1ヽ8-g8
ビット
[751

甫乳類 ]片 鶏11面
'C?

235 1ヽ8-d7 毒3547 (型哺乳類 罠骨片 ]幹約10cm遺存_
:543の上手第11
面

,C

415 1ヽ8羽 の
脱

L坑朗 7内 囀乳類 旨片 第■面 iC

510 下珂

51ユ 1ヽ8-e7
カマ ド
I RArl

キジ科 右 R骨 寸頭破損近位～約3 5cm遺存 尭骨 iC

512
屈立柱建
勿2

l■7-13ラ

インアゼ
首4H‖ 1れ

l
(型哺乳類 倒歯片 ニナメル質約2cm遺存 iC

1ヽ8
紙立柱燿
勿2

l■12-13ラ

インアゼ
泥

８
下明 旨片 1片 尭骨土壌水洗 iC

.514
1ヽ8-e7
晟立柱建
勿1

にAnli喬

留り3回 目
下明 旨片 茨片 ,C

/515 1ゝ8-e6
屈立柱建
勿1

oヾll、  12
主n4Hl
陀額Iい 5ヽ0
1m-lm

下明 旨細片 勝状で遺存 尭骨 ,C

1ヽ8
屈立柱建

勿2

屈立柱建

勿2の周辺
下明 酵片 尭骨 ,C

l18h・ i5 互側谷部 クマ ? 左 埜骨
坐骨体の寛骨臼宙ら約6cm遺
露 有ll面 6C

フマorワ ン 民肯 片 旨辞 約 6cln遺

i明 ウマ ヨ 多 ,

-290-



表22 蔀屋北遺跡D調査区出土 動物遺存体 同定結果一覧
資料番号
D 地区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種 名

出土部位
備考

値
＞
測

ｍ

計
く

版

号

図
番 時期

左右 部位名 詳細

133-01 (19-d4 ユ含層
窮Ю層以下
陀側側溝

ウマ 右
下顎第3後
ヨ歯

底位の歯根半分破損 ,オ

近遠2729,

頼舌1311,

喬径5951
iC

1133-02 生19-d4 丑含層
有10層以下
陀側側溝

(型哺▼L類 駄骨 ? 旨化していない関節部 ? ,C

1289 1ヽ9-d6 立含層 帝■層 ウシ P 下顎臼歯 呆存状態悪い計測不可 )C

1319
～
19-d6 立含層 有11層 ミ ,C

1478 1ヽ9-e5 立含層
～
13)雪 ウ マ ヨ歯 箸冠比較的高い 回目掘り下げ 汁測 ラ下可 ,C

1ヽ9…e5 立含層 害13層 下明 子,十 u片 2 回目掘り下げ ,C

生19-d4 五含層 第13層 フマ 右
上顎第lor2

変臼歯
2才

丘遠2240,

買舌2720,

乱ぞ≧2696
,C

557 些19-d8 ユ合層 第13層 クマ コ歯片 ,C

(19-d6 丑含層 窮13層下位 ウマ 右 上顎臼歯
丘位部と遠位部が破損,中
央部のみ遺存,歯冠高は高
く糸,6cm

IC

1ヽ9-e6 ユ含層 宥13層下部 右 下顎臼歯 買側面は破損 旨冠高393( IC

代19-e3 己含層
落13層

(b層 )

/力 orイ
′シシ 者骨 ヒ離遠位端,焼骨 菜端高まり IC

712 A19-e6 コ含層 有13層下部 クマOrウ シ ヨ歯 片 C

～
19-e7 上坑653 1層 哺乳類 ヨ片 尭骨 ,C

1ヽ9-e6 上坑679 ウ シ 左

1心第4足
貝骨 (舟状
上方骨 )

前後径
5284,布脅4≧
5941,高径
1228

る

望
,C後

И02 生19-d9 諄1097 クマ 右 L顎臼歯 主位部がほぼ正中まで破損
頃舌2815,

葛径3237
,C後

1ゝ9-d91 1( 諄1097
滝層より
し層

L壌 トレンチより西
則

iC後

生20-fl 諄986 (型哺▼L類 ヨ片 片 C前～中

ケ683 1ヽ9-d9 歳1097
太トレン

オより東
則西半

ウ マ 右 下顎臼歯
丘位部と頬側破損歯冠は大
変低い.約3cm

,C後半

)860 2ゝ0-e2 え溝900 ～2層 ウマ 刀歯 頃側のエナメル質のみ遺存 ,C中～後

2ゝ0-e2 え溝900 層 (型哺乳類 訴片 1片 ,C中～後

〕138 1ゝ9-e8 壬穴29 ウ マ 右 L顎臼歯 頂側のエナメル質のみ遺存 . 罰そ垂黎ケ55 ～6C

(20-e2 (溝900 ケ層 2 ウマ 右 里骨
丘位端～約12cm遺存土が
あって変形計測不可 「 P+0595m iC中～移

1ヽ9-d9 毒1097 1 ラマ 右
F顎第3後
ヨ歯

盛位部の歯根の一部破損 7才
丘位3173,

頃舌1235,

苛径5595
,C後

1148 1ヽ9-d9 静1097 2 ウマ 左 下顎臼歯
頂舌側のエナメルと歯根破
員

丘遠3121,
欝径約70

iC後

生19-d9 毒1097 3 ウマ 右
L顎第3後
負歯

三近の後方のエナメル質破
員

0才

重近2920
+,頬舌
2432,存 章々二
〕872

C後

1ゝ9-d9 謙1097 4 右
L顎第1後
ヨ歯 ?

芝位と舌側のエナメル質歯
長部破損

5～ 16才 葛径約20 ,C後

代19-d9 籠1097 5 ウマ 右
L顎第3or4
帝臼歯

領側の近位部のエナメル破
員

2～ 13オ

だと喪急2623
+,頬舌
2704,「獣准≧
3286

,C後

)230
～
20-e2 尺溝900 ケ層 3 シ カ ヨ

善部～約6cm遺存保存状態話 ゴボウヅノで ,

春角
C中～後

生20-e2 (溝 900 1層 1 ウマ 左右 下顎骨

雪は13～ P2の歯槽の前まで

宣存,左は切歯歯槽部後方
kり M3ま で遺存P3～ M3ま
G釘植

9才

♀?TP0 640m
長9 )C中～後

'792
2ヽ0-e2 (溝900 十層 骨C ンカ 左 L腕骨

大きい遠位部遺存関節部の

外側半分破損
;C後～

)C初

'793

2ゝ0-e2 (溝900 ;層 ウ マ 下明 1足骨III
近位端～約20cmま での前面
のみ遺存

『P0379m
,C後～

,C初

2ゝ0-e2 大溝900 ;層 6 ウ マ 右 尭骨

ミ骨の癒合部～約20cm骨幹
部遺存解体痕 ?が後面中央
部に2本あり

ΓP0 423m

旨幹中央前
炎径
〕464,ぬ営そ≧
;833,

,C後～

,C中

2ヽ0-e2 尺溝900 ;層 7 (型哺乳類 罠骨片 片
'C後

～

,C中

表 22 D調査区 動物遺存体 同定結果
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

資料番号
D 地区 遺構など 層位など

上
号
取
番
種  名

出土部位
備考

値
＞
測

ｍ

計
く

版
号
図
番 時期

跡 部位名 詳細

生20～e2 (溝900 〕層 8 ウ マ 左 ,足骨III
言辞 中央部 は ビヒアナ イ ト

否膨孫 『P0286m 表12
る

３

一後

中

だ

β

〕866 (溝900 〕層 ウマ
,手or中足
]

童位部のみ遺存
前後径
lC1 33.横 径
lo nn

一後

中

℃

℃

(溝900 )層 シ カ ¬ 勺3cm遺存,枝の基部の大さ 一後

中

Ｅ

Ｃ

生20-e2 (溝900 〕層 シ カ 左 ヨ 基部～に約5cn遺存
蒐角加工品落
碕切断痕あり

前後径
,412,噌目
と017

,C後～

)C中

生20-e2 (溝900 ;層 (型哺乳類 肇片 片 'C後

～

r中

〕912 2ヽ0-e2 (溝900 )層 骨○ 嘴乳類 ミ骨片
)C俊～
r由

1227-01 生20-e2 (溝900 ;層 ウ マ 末節骨 可側掌突起破損

剰即□長
る28,外側
告節高
,579,背側
面長4758

'C中

～後

1227-02 2ヽ0-e2 (溝900 ,層
k型哺乳
雷

顔骨片 ;片 iC中～後

[227-03 牡20-e2 (溝900 ,層 シ カ 碕
付孔鹿角製品
窮648図 1

,つの子しを穿つ l
つは転用後の穿
Fし ?

iC中 ～後

1227-04 生20～e2 (溝900 ;層 シ カ 萄 電角製刀子柄 (第648図 2)

二次的に縦方向
にわずかにずれ
る両側面にすり
張拌の々

るlb iC中～後

[583-01 生20-e2 (溝900 !層 タヌキ 災頭骨 占後頭顆周辺のみ遺存 iC中～後

1583-02 2ヽ0-e2 (溝900 〕層 タヌキ 右 則頭骨 頂骨突起基部のみ遺存 C中～後

2ヽ0-e2 後

C中～

[585 生20-e2 900 ,層 (型哺乳類 辞片 雪吾 Fl日 初 ,

!586 2ゝ0-e2 (澪 91111 ,層 型哺乳舞 琵骨 片 『P0964m

[587 生20-e2 (溝 900 ,層 ウマ 右 堅骨
肇幹～遠位端まで約10cm遺

字
『P0179m

巨1ヱ頂 f■
~

920,前後
と4負 An

iC中

!588 シカ P

2ゝ11e2 (溝 900 ,層 イヌ 左 下顎骨

刀歯部破損,大歯歯槽より
充が遺存犬歯とP3～ M2ま
6釘植しているが歯冠部は

オベて破損P2は脱落し,歯
曹閉令音で P,1子席駄

咬筋簡が明瞭な彩
によって下方に宅
行している点かを

雄の可能性大き
Xl■ 由十綿

見13 iC中

(20-e2 :諄ヨ900 層 型哺乳蝶 ]片 の

1600-01 (20-e2 (溝900
「層
と側断面内

Eイ ・サメ類 佐詈 まぼ完形
サンプル土被
基?黒色

臣留Чttf■
‐

037粕にそ至
n nA匡氏n,

,C後～

,C中

!600-02 2ヽ0-e2 (溝900
:層

監側断面内
甫乳類 陶骨片 片 ナンプル土

だ後 ～

r中

1601-01 (20-e2 (溝900
1層

ヒ側断面内
イヌ 右 RI頭骨 下顎禽+頬骨突起遺存 ケンプル土 ,C中～後

!601-02 尺溝900
1層

ヒ側断面内
iイ・サメ類 性骨 まぼ完形 げンプル土

E答積雀
003縦径
n no巨民1∩

,C中～後

!601-03 2ゝ0-e2 (溝 900
1層

ヒ側断面内 =イ
 サメ類 雑骨 まぼ完形 けンプル土

佳体横径

010縦径
0ヽ rt彊三ら,N 'C中

～移

!601-04 2ゝ0-e2 (溝 900
十層
ヒ側断面内

iイ・サメ類 牲骨 よは完形 レンプル土
E体積律
た94縦径
naク∫ョ民lo

iC中～後

t001-05 2ゝ0-e2 (溝 900
層
ヒ側断面内

lイ・サメ類 権骨 まぼ完形 けンプル土
佳体横径
030粕にそそ
041″ヨ547

iC中～後

!601-06 2ヽ0-e2 (溝900
層
竹狙‖断面内

(型哺乳類 罠骨片 多数 けンプル土 iC中 ～移

1601-07 2ゝ0-e2 (溝 91111
層
監側bf面内

タイ科 生離歯 ヨ歯状 けンプル土 C中～後

!602-01 (20-e2 (溝900
層
ヒ側断面内

イ ヌ 落8胸椎
佳頭,椎禽は未癒合で,遊
准棘突起先端,左右の横突
こ先端は破損

旨犬サンプル土 捷14 iC中

t602-02 (溝900 L顎片 ナンブル土

くちばしの

花長径
1039

最大長1494

黄径710

5C中

602-03 2ヽ0-e2 (溝900
'層ヒ組‖断而内

クロダイ属 右 哲骨 ナンプル土 母高942 ,C中
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表 22 D調査区動物遺存体 同定結果

地区 離 なと 層位など
上

号

挟

群 種 名
出上部位

備考
計測値
(mm)

版

号

コ

番 時期D 跡 部位名 細

6骸-04 生20-e2 (溝 91111
層
ヒ側断面内

タイ科 左 土螺蓋骨 q節部分 サンプル上. 阿 ～ 400 C中

602-05 2ゝ0e2 (溝900
層
ヒ側断面内

下明 旨片 1片 サンプル土 ,C中

[602-06 生20e2 (溝900 層
ヒ側断面内

直物 ケンプル土 ;C中

:602-07 2ヽ0e2 (溝900
層
ヒ側断面内

けカナ 下明 けンプル土. ,C中

[603 2ヽ0-e2 (溝900
層
ヒ側断面内

レンプル土 . ,C前

〕ツ区下
書002

1ゝ9-e4
)-2区下擢
包含層
喜10層 (型哺乳類 陽骨 ? 励骨体部 ? ,C

下

う・２区朝
1ヽ9-f4 ピット69 ト

時
期
生
中
半

小

代

市

-293-



分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

表23 蔀屋北遺跡E調査区出土 動物遺存体 同定結果一覧
資料番号
E 地 区 遺構なと 層位など

上
号
取
番 種 名

出上部位
備考

値
＞
測

ｍ

計
く

版
号
図
番
時期

生右 部位名 詳細

)006-01 319-c5 ユ含層 有1層 マグロ属 佳骨 亀椎,椎体 この北額! 二世

)006-02 319-c5 王含層 害1層 マグロ属 佳骨 暑椎,椎体 この1ヒ狽! E世

)200 319-h6 L坑 02111102
'マ

右 F顎臼歯 子側のみ遺存 5C

)284 319-g5 是構成上

疋青色粘
寮」二(14
冒ベー

ス)、 耳と根I

クマ 左右 上顎骨

占側はP2～ M2まで釘植状
まで出土,Mlと M21よ一部
茂損左側はP2～ M3ま で釘
直状態で出土,P2,M2,M31ま
一部破損

10～■才 長9 !2C

1285 319-g5 是構成土
疋青色粘
寄土 (14
詈ベース)

クマ ? 奎歯片 2C

319司 6 立含層
也山直上、

「P1036m
クマOrウ シ 不明 長骨片 6C

,371 319-d6 ヨ合層 密16'冒 フマ 上顎臼歯 呆存状態が悪い 七較的老齢 託4至約40 閻鳥～平安

)374 319g6 ユ含層 膏16層直上 下明 腎片 録綿質の塊 代鳥～平安

319筍 6 ユ含層 書22層上面 (型哺乳類 長骨片 片 К鳥～平安

1527 319-d5 己含層 l層直上 (型哺乳類 長骨片 時鳥～平安

1563 319-i6 争l L面 フシ キ節骨 郎位の特定は不可 昆ラ(丁ミ3521 時鳥～平安

319g5 ユ含層 9層残り シマ ? ヨ歯片 ケ片 礎鳥～平安

319-e6 Sl クマOrウ シ JttP 時鳥～平安

319-h6 ←2
'マ

封歯片 多数 時鳥～平安

ユ含層 事 1層 南乳類 酵片 撼綿質のみ約3cm遺存 穐′島～平安

1653 319-i6 (溝 09111101 F層 下明 ミ P
・jラ イン際トレ
ンチ内 谷3 C前～中

〕19-h  i6 大溝091XXll ,層 フシ 左 L顎骨
P2～ M3ま での歯糟とP3～
M2ま での歯が釘植

ホルスタインの

票本より大
農9 C中～後

1673 319司 6 合1 31 クマ ? 匂歯片 多数 式鳥～平安

1677 319司 6 kttl191XXll や層 甫乳類 哲 エナメル質片 C中～後

147-01 319-e7 (溝090001 衰上層 ンカ 右 言甲骨 凋節禽～約6cm遺存

肩甲頚から近位
端にかけての外
慣I面を削る 卜骨
の可能性餌 層
(炭酸ノジュー

ル)e区中央東
西トレンチ

縫10残存長
,927

,C中～後

147-02 319-e7 (溝091XXll 衰上層
D区中央東西 ト
レンチ

,C中～後

〕19-f6・ 7 (溝l191XXll
1層 もし
くは下層

ミ

谷3と地山相当雇
の粘土,fgラ イ
ン際先行 トレン

チ

,C中～後

319g8 (溝090001 下明
谷7～谷3層 ,fg
ライン際先行 ト
レンチ '～

6C

〕19-e7 (溝091XXll 衰上層 ,マOrウ ン ミ骨片 !片

中央 トレンチ谷
7上層 (炭酸ノ
ジュール)

iC中～後

〕19-7 (溝 lDIXXll 下層 (型哺乳類 ヨ歯片 ニナメル質片
1央 トレンチ
鞘 (最下層)

iC前～中

〕19-f7 (溝 l1911101 1層 S3直上 C中～後

〕19-17 (溝090001 融上層 ,マ 不明
■手or中足
酵HI

藍位関節部の一部のみ遺存 事7上 C中～後

281 〕19-e7 (溝090001

“

層 フマ 不明
1手or中足
肇IH

と位部の約10cm遺存 事7下 (谷3直上) C中～後

〕19-e7 (滞 091Xllll キ層 ンカ 左 脅
電角製刀剣装具 (鞘尻)
書2叉部分を利用

有647-3図

事7下 (谷3直上)
C中～後

282-02 319-e7 (溝 091XKll 中層 (型哺乳類 琵骨片 C中～後

319-e7 (溝 l190001 (型哺学L類 計片 鮮3,溝の外 -́6C

319-g7 (溝090001 下層 ン カ 勺9cm遺存
加工品
合3,溝内

C前～中

300-02 319y (溝 091111111 下層 哺乳類 左 塁骨
丘位部約2cm遺存近位端未癒 効体

合3.溝内
,C前～中

1303 319g8 (溝091XX11 下層 (型哺乳類
歯臼と片

？

ユ
ヽ
」
■

S3直上
'C前

～中

「遺構など」に調査区の略称アルファベットは省略
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表23 E調査区 動物遺存体 同定結果

資料番号
E 地区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種  名

出土部位
備考

値
＞嗣価
版
号
図
番 時期

工た 部位名 詳細

304 319-g8 (溝 091Xll11 下層 (型哺乳類 計片 谷3(地 山直上) C前～中

319-d7 (溝 091Xllll 衰上層 谷7上 C中～後

319ゴ (溝091111111 下層 (型哺乳類 肇片 谷3直上 C前～中

319-e7 (溝 09111Xll 1層 甫▼し類 ]片 C中～後

365 319-e7 く溝091X101 1層 67下 (中層)
'C中

～後

387 319-e7 (溝09011111 言直上 上抗 ? ～6C

319-e7 (溝091Xl11 1層 ウ マ 右 言甲骨
幻節宙～頚部まで遺存,関
れ禽禽切痕より腹側が破損

iC中～後

398 319-e7 (溝090001 下層 甫乳類 旨片 言口 iC前～中

403 319-7 (溝 l190∞ 1 尋口 (型哺乳類 ]片 C中～後

404 319-7 (溝 09111Xll F層
'マ

orウ シ 不明 轟骨? 電骨臼周辺 ? C前～中

319-g7 (溝 090001 中層 (型哺乳類 霊骨片 1片 年7下 (中層) C中～後

319-g7 (溝0901Xll 1層 (型哺乳類 霊骨片 片 争7下 (中層 ) ,C中～後

319g7 (溝 091Xllll 1層 ウマ 不リ

“

手or中足
]III

遠位端のみ約5cn遺存,骨表
面破損

毒の肩口

遠位端 前
後径3304
横径
4742+十

,C中～後

319-g7 (溝09∞01 1層 ウマOrウ シ 不明 ミ骨片 毒の肩口 ,C中～後

319-g7 (溝090001

“

層 (型哺乳類 霊骨片 )片 等の肩口 iC中～後

319-7 (溝l190側 1 言口 (型哺▼L類 ミ骨片 )片 iC中～後

〕19-ダ (溝0901101 言口 ユ (型哺乳類 罠骨片 片 iC中～後

319-f7 (溝090001 言口 (型哺乳類 罠骨片 C中～後

1468 〕19-7 (溝 09111Xll 言口 3 (型哺乳類 罠骨片 ケ片 C中～後

319-7 (溝09∞01 言口 4 (型哺乳類 霊骨片 ケ片 C中～後

319-7 (溝 09111101 言口 5 (型哺乳類 肇片 :片 C中～後

472 319-7 (溝 09111Xll 言口 7 イノシシ 左 下顎夫歯 勺10cm オ ス C中～後

473 319-7 く構090001 胃口
'マ

不明 1手骨IH 可骨端破損 ,C中～後

319-f7 く溝l190001 言口 ンカ 不明 的 歩枝部約7cm遺存 ,C中～後

480-01 319-e7 (滞09111Xll 言口 fノ ンシ ? 当歯片 ,C中～後

319-e7 (溝 091Xllll 言口 旨? iC前～中

487 319-e7 (溝09011111 F層 イノシシ 右 下顎骨

)3～ M3の前の歯槽まで遺
字P4・ Mllま釘植 P3と M21よ
衝冠破損

汽歯の歯糟のふ

くらみがないの
でメス

下顎体高
IP4,Ml間 |

勺0刊4084,
事さ2319

７

・２
C前～中

319-e7 (溝 0901Xll F層 ,C前～中

319-e7 (i4091Xlll] 下層 ,C前～中

512 319-7 (溝 l19011111 言口 甫学し類 争片 6C

514 319-7 (溝090001 胃口 噂乳類 霊片 6C

533 319-e7 (溝090001 下層 (型哺乳類 ミ骨片 1片 写真あり ,C前～中

535 319g7 毒090003
層

陀西部
ウマ 右

L顎第3後
ヨ歯

頂側の近位と歯根部破損
,ォ

子真あり
訂径約50

,C後半

567 319-e7 溝ヽl1911all F層 シ カ 右 牌
曲

肇幹中央～遠位端約■cm遺
字

三位前後径
975,横径
1167

C前～中

〕19-e7 (溝 l191X101 下層 154 甫乳類 訴片 多数 C前～中

1577 319-7 (溝 091XXll 下層 ン カ 宅角製刀子柄 (第 649図 2)
瑞部は研磨によ
る平坦面をもつ

を61b C前～中

585 319-f7 (溝∞0001 下層 (型哺乳類 ミ骨片 多数 ,C前～中

586 319-e7 (溝090∞ 1 下層 172 (型哺乳類 ヨ片 片 ,C前～中

319-e7 (溝091X101 下層 甫学し類 計片 言口 ,C前～中

319-e7 (溝0901Xll 下層 下明
棲処理のため同
こできない

iC前～中

593 319-e7 (溝 l19111101 F層 C前～中

594 319-e7 (溝09111Xll F層 ,マ Orウ ン 左 ミ骨
骨車切痕周辺約10cm遺存 ,

寸頭未癒合
告い ,C前～中

319-d8 溝l19111101 層 ウマ 示リ 刀歯片 S7下 (中層) ,C中～後

319-g´ヤ

1'7～ 8
(溝 091Xllll 下層 甫学し類 ]片 黎3(地山直上)

'C前

～中

664 (溝 091111111 ,層 多7下層 C中～移
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

資料番号
E 地区 遺構など 層位など

取上

番号
種 名

出上部位
備考

値
＞
測

剛

計
ぐ

版
号
図
番 時期

生右 部位名 詳細

〕19-e7 大溝090001 1層 ウマ 左
Ⅲ心足根骨
1舟状骨)

1央～内側部のみ遺存 谷7下層 C中～後

〕19-e7 大溝090001 1層
合7下層畦より
菊側

C中～後

〕19-e7 (溝 09111101 L層 南乳類 肇片 化半部
iC後～

iC初

705-01 〕19-e7 く溝090001 1層 イノシシ 右 易骨 本約7cm遺存
化半部アゼより
萄

呆存状態が
蛋いため計
則不可

C中～後

705-02 〕19-e7 (濤090001

“

層 イノシシ 左 易骨 本約7cm遺存
Iヒ半部アゼより
菊

呆存状態が
憲いため計
則不可

C中～後

705-03 319-e7 (溝 l19111Xll 1層 シ カ 右 当 彪角製刀父u装具 (把頭)

7k銀朱付着潜り
豊遺存第647図
I北半部あぜよ
り南

C中～後

705-04 〕19-e7 (溝 091XXll 1層 シ カ 不リ 言甲骨
幻節寓の半分と烏口突起の

秩遺存

化半部あぜより
菊

C中～後

7却Э 319- (溝 09011111 1層 哺乳類 ]片 片 C中～後

319-d7 (溝 090001 L層
”後

初

Ｃ

Ｃ

319-d7 (溝 090001 L層
フマOrウ

ミ骨片 化半部
呆存状態悪
ィヽため計預1

不可

や後

初

Ｃ

Ｃ

319-d7 (濤090001 L層 左 L腕骨
=位
端破損

化半都
旨頭未癒合,幼
本

呆存状態悪
ハため計測
下可

”後

初

Ｃ

Ｃ

764 319-d7 (滞090001 L層 クマ 左 尭骨 号幹骨表面剥離 化半部 薇10 ”後

初
Ｃ

Ｃ

773 319-e7 (溝l190001

“

層 262 ンカ 左 考 彪角製加工品第648図 6

落1叉～角座部分
ま, 第1叉 と第2
Xの角幹中位に
察り切りを入れ,
刀断されてい

る未製品

C中～後

778-01 (溝l19111111 ナメ類 佐骨 佳体
(型 北半畦より
|ヒ

佳体横径
嬌76縦径
〕629厚
Ю93

C中～後

(溝09011111 甫乳類 肇片 |ヒ半畦より北 C中～後

319- ? (溝091XXll 269 フマ 左 堅骨 三位部約10cm遺存 陀半部
呆存状態悪
ハため計韻1

下可

C中～後

319-f7 (溝091XKll 1層 282 陀半部 C中～後

319-7 (溝091XXll 1層 285 /力 左
1手骨
HttIV

丘位端より約llcm遺存 陀半部

丘位前後径
お17,横径
;454

C中～後

319-d7 (溝09桝Юl 1層 陀半部 C中～後

埓濤棚測硯 1層 294 き節骨 三位端片側破損 陀半部 美11 ,C中～後

830 319-d7 (溝0∞ωl 1層 298 ンカ 不リ 考 可端切断,約 13cm遺存 陀半部 ,C中～後

319-d7 (溝l191XXll 1層 299 噂乳類 ]片 多数 陀半部 ,C中～後

319-d7 (溝 091111111 1層 rヌ 右 (腿骨
詠幹中位から遠位部まで約
,lcm遺存遠位端は未癒合で

睦離

|ヒ半部,ア ゼよ
り北生後4ヵ 月
～5ケ 月 (幼犬)

溌18 ,C中～後

319-d7 (溝091XXll

“

層 ミ 枚貝 1枚貝 ,C中～後

842-03 319-d7 (溝091XXll 1層 ヽ片 ,C中～後

842-04 319-d7 (溝09111Xll 1層 哺乳類 争片 片 ,C中～後

319-c～
18

(溝091XXll ■層 (型哺乳類 ミ骨片 2片
1ヒ半部,ア ゼよ
り】ヒ

,C中～後

319-d7 (溝091XXll

“

層 312 陀半部 ,C中～後

319-d7 (溝0911001

“

層 陀半部 ,C中～後

319-d7 (溝091Xllll 1層 陀半部 ,C中～後

872 319-c7 (溝09111Xll 1層 (型哺乳類 ミ骨片 陀半 東の壁 ,C中～後

319-d7 (溝091XXll 1層 305 (型哺乳類 不明 骨 滑車切痕の関節部約8cm遺存 陀半部 ,C中～後
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表23 E調査区動物遺存体 同定結果

資料番号
E 地 区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種 名

出上部位
備考 諏ｍ

版
号
図
番 時期

生た 部位名 詳細

888 319～ d7 (溝091Xllll ■層 306
'マ

左 座骨 丘位端中央～外側顆破損 陀半部

勺側長

'0875,菱

三小乏

喘前後径
n61,横径
,633

C中～移

319-d7 (溝∞OIX11 ■層 ウマ 左 ミ骨 け頭未癒合部～約13cm遺存
け頭未癒合,若
か,北半部 'C中

～移

319-d7 (溝 091XX11 1層 ン カ 右 言甲骨 幻節筒～約14cm遺存 陀半部
呆存状態悪
かため計測

下可

,C中～後

319-d7 (溝 09011111 下層 (型哺乳類 防骨片
Iヒ半部,ア ゼよ
り】ヒ

,C前～中

892-01 319-d7 代溝091XXll 下層 ン カ 左
1足骨
H+IV 近位端

～約7cm遺存
化半部,ア ゼよ
り封ヒ

丘位端 前
変径
〕053-  オ曽
壬2571-

iC前～中

892-02 〕19-d7 氏溝l19011111 F層 南乳類 ]片
1ヒ半部,アゼよ
リゴヒ

,C前～中

904 】19-d7 溝ヽ09111Xll 1層 338 陀半部 ,C中～微

906 )19-d7 (溝090001 Ⅲ層 陀半部 ,C中～微

319-d8 (溝l1901Xll ,層 346 甫乳類 罠骨片 ;片 ヒ半 ,C中～後

319-d8 (溝091Xllll

'層

(型哺乳類 罠骨片 陀半 ,C中～移

319-d7 (溝09111Xll
F層～地
1直上

甫乳類 肇細片 多数 アゼよりJヒ ,C前～中

319-c7 (溝090001 下層 と半部 ,C前～中

1982 319-c8 (溝090001 下層 (型 alB乳類 訴片 ヒ半部 iC前～中

1984 〕19-d7' (溝 090001 下層 シ カ 左 垣骨 皆長約4 5cm遺存
成体,北半, ア
ゼより】ヒ

果存状態が
悪いため計
則不可

iC前～中

〕19-d7・ (溝090001 下層 (型哺乳類 ミ骨片 多数 |ヒ半 C前～中

319-d7 (溝 09011111 F層 (型哺乳類 不明 睡骨 P 陀半部
呆存状態が
まいため計
則不可

,C前～中

Ю01 319-c8 (牌l190001 下層 401 ウマ 左 下顎骨 下顎頭周辺約5cm遺存 ヒ半部 ,C前～Ⅲ

,005 319-d7 (溝 09111Kll
―、中層お
よび下層

(型哺乳類 不明
中手or中足
酵Ⅲ

呆存状態が
躁いため計
則不可 'C中

～後

319-c7 (濤09011111 下層 433 北半部
'C前

～中

1283 319-f4・ 5 竪穴住居2 末面直上 ウマ 右 L顎臼歯 争側の破損が大きし 劉あり 笥径約60
'C中

319-g5 (溝0901111ユ 言口 ,マ 右 L顎臼歯列 )2-ヽ 13
鑑冠高から年令
ま4オ

～6C

319-c・ d〔 (溝 091Xll11 L層 ←7
,C後～

)C初

〕405-01 319-g9 (溝090001 下層 ウマ 右 互骨 呆存状態が悪い
卜さいので幼体I
S3

童位関節面
頃3780+十

,C前～中

】405-02 319鬱 (溝 091Xllll 下層 ウマ 右 F顎臼歯 呆存状態が悪い 争3 喜径7318 ,C前～中

319-h7 (溝090001 下層 (型哺乳類 不明 ミ骨片 肇端のみ遺存 多3
'C前

～中

446 )19-h・ g (溝∞0001 F層 鞘 写真 (6)
'C前

～中

ケ448
〕19-g～
1・ 8～9

(溝 091XXll F層 多3 iC前～中

〕19-h9 (溝091X101 F層 甫乳類 肇旅田片 ミ
コ iC前～中

319-h9 (樟091XXll 下層
'マ

不明 L顎臼歯 k茄出
←3獣骨集合地
著下から出土

C前～中

2465 319-h9 (溝091XXlユ 下層 ウマ 右
L顎第2切
哲P

S3獣骨集合地
帝下から出土

呆存状態が
まいため計
則不可

C前～中

319-h9 (溝 09111Xll 下層 (型哺乳類 H? ;片
←3獣骨集合地
言下から出土

,C前～中

466 319-h9 (溝090001 F層 (型哺乳類 長骨片 斗3写真 (10) ,C前～中

,467 319-h9 (溝 091XXll 下層 (型哺乳類 長骨片 計幹約10cm遺存 谷3写真 (11) ,C前～|

,468 319-h9 く溝09111101 F層
〕468はンカ
本と成体
bヾ混在

合3写真 (12) iC前～中
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分析編 第 5章 蔀屋北遺跡出上の動物遺体

資朴番号
E 地 区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種 名

出上部位
備考

値
＞悧価
版
号
図
番 時期

iた 部位名 詳細

!468-01 319-h9 (溝 09111101 F層 ,マ Orウ シ 不リ L顎骨片 ? ,,十 厖と同一?谷3 C前～中

:468-02 319-h9 (溝 09111101 F層 ウマ 右
L顎第2後
ヨ歯?

江と同一?谷3

頂舌3094
丘遠3177
封径 低い

,C前～中

1468-03 319-h9 (溝 09111Xll F層 ,マ 左
L顎第4前
ヨ歯?

財
部

頂舌3114
丘遠3860
笥径7270+

,C前～中

468-04 319-h9 (溝0901 ド層 ウマ 左
L顎第1後
魯歯?

け
銘

丘遠3288
欝径7575

'C前

～中

468-05 319-h9 (溝 091XXll ド層 フマ 右 L顎臼歯
財
銘

丘遠3041
罰径7685

,C前～中

468-06 319-h9 (溝 091XXll F層 クマ 右

害4前臼歯
r第 1後臼
封

財
銘

頂舌2319
二遠3305
託径8042 'C前

～中

ケ468-07 319-h9 (溝 l191XXll ド層 ウマ 右
L顎第2前
ヨ歯

k前出 多3 員舌3677 iC前～中

468-08 319-h9 (溝 l191XXll F層 ラマ 右 ? L顎臼歯 k前出 多3 iC前～中

468-09 319-h9 (溝∞lK101 ド層 ウマ 不リ L顎臼歯 前ヽ出 多3 iC前～中

!468-10 319-h9 (溝硼岡01 F層
'マ

不リ 刀歯片 呆存状態が悪い 争3 iC前～中

ケ468- l 319-h9 (溝l190001 F層 クマ 左 F顎骨 刀歯部のみ遺存,Il前出中 雪い谷3 iC前～中

468- 2 319-h9 (溝∞0001 F層 ,マ 左 E骨 争3 iC前～中

ケ468- 3 (溝 l19111101 F層 (型哺乳類 肇片 1片 ←3 IC前～中

,468- 4 (溝l190001 F層 (型哺乳類 片一ら司 十片
β
す C前～中

:468- 5 319-h9 (溝 09011111 F層 哺乳類 ]片 1片 宇3 C前～中

:468-16 319-h9 (溝 09111101 下層 ウ マ 左 (腿骨
圧位端～骨幹中央まで約26
加遺存

斜3

呆存状態が
まいため計
則不可

C前～中

319-h8 (溝090001 下層 ウ マ 右 豊骨 竜骨臼周辺のみ遺存 合3

呆存状態が

誤いため計
則不可

,C前～中

〕19-h7 (滞091XXll 下層 ウマ 右 堅骨
逮位部約13cm遺存,遠位の
後面のみ遺存計測不可

部 ,C前～中

498 319-h8 く溝091XXll 下層 下明 争片 S3 ,C前～中

,55ユ 319-h7 荒路 ウ マ 左 (腿骨 顕上密周辺約9cm遺存
赤生後期

占墳中期

319-e6 た溝l191X101 註上層 哺乳類 酵片
←の束の肩日 (そ
'上面 ?)

,C中～後

,590 319-f6 (溝l190001 註上層 ,マ Orウ シ 罠骨片
Sの東の肩口(4
'上面 ?)

,C中～後

〕19-e6 (溝 091111111 詩上層 ←7上 ,C中～後

〕902 〕19- (溝091XXll

“

。上層 ウマ 右 1手骨IH
二位内側後面破損,骨表面
缶体剥離

罠大長
!1789++,
童位端横径
B46

-6 C後
～6C和

2999 〕19-h6 (溝l191XXll 1層直上 下明 計片 iC中～移

〕19-d7 (溝∞0001 (型哺▼L類 霊骨片 片 ～6C

,116-01 (溝10111101 615 シ カ
毛端～約8cm遺存
髄角製加工品

切断痕跡あり ;～6C

,116-02 (溝09011111 シ カ 右 L腕骨
壷位部約8cm遺存遠位端未猿 ～6C

,116-03 (溝090Xll 甫乳類 争片 ;片 ～6C

,116-04 (溝 091XXll 615 童子 ～6C

(溝 091XXll 632 ,マ 左 重骨 重骨隆起未癒合 ? 効体?
呆存状態が

課いため計
則不可

十～6C

(溝 l19111101
ウマOrウ

罠骨片 争幹のみ約17cm遺存
呆存状態が
まいため計
則不可

～6C

319-h6 (溝 l1900111 中層直上 ンカ 左名 角 隠 (馬具)
衡の外環に挿し
込まれていた

コ面編第
,44層]2・ 4

C中～後
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表23 E調査区動物遺存体 同定結果

資料番号
E 地 区 遺構など 層位など

上
号
取
番 種  名

出土部位
備考

計測値
(mlll)

版
号
図
番 時期

生た 部位名 詳細

(溝 091X101 イヌ 左 F顎骨
D4～ M3にかけての骨体の
秩遺存で,歯牙はすべて破損

下顎体高は低い 貫13
'-6C

1321 319-d6 (溝 09011111 670 ,マ き節骨
保存状態が

悪いため計
測不可

ンー6C

)19-h6・ (溝l190001 Ⅲ層c 型哺乳類 ミ骨片 片

1層 aの上,上雇
9下
l i間 トレンチ

,C後

,363-01 〕19-h7 (溝0900111 中サ冒a イノンシ 右 上腕骨
丘位部外顆頚まで遺存,近
立端未癒合

力体P ,C中～後

〕363-02 319-h7 く溝0901Xll 中層a ラマ 左 恒骨 こ位部～下面破損 卜型 ? 十測不可 iC中～後

〕363-03 〕19-h7 (滞091XXll ■層a
'マ

右 蛎骨
寛骨臼～体の前縁? 約10cm
遺存

iC中～後

319-d6 (溝091X101 673 甫▼L類 肇片 2片 |´
ヤ6C

319-e7 (溝 0911X11 ■層 7期 ラマ 右
L顎第1後
ヨ歯 ?

呆存状態が悪い
|～ 9才
どビアナイト

喜宿監約40 C中～後

,399-02 319-e7 (溝09111101 1層 744 ウ マ
L顎第4前
ヨ歯 ?

呆存状態が悪し
|～ 9オ
どビアナイト

欝径約40 C中～後

319-e7 (溝091XXll 1層 膚乳類 ]片 C中～後

)423 319-e7 (溝 091111111 1層 ウ マ 不明 ヨ歯 呆存状態が悪し ビビアナイト付着 十測不可 C中～後

319-e7 (溝09釧901 ■層 77Э C中～後

319-f7 (溝090001 1層 772 ウマ 左 E骨 童位関節面の内側部破損 民12 ,C中～後

溝ヽl19011111 1層 775 ウマ 変頭骨
代後頭孔周辺遺存,右側後
興顆破損

(後頭孔
黄4≧ 3139
笥4≧3194

,C中～後

,430 (溝09011111 1層 ウマ き節骨 走状方向に半分破損
最大長
7271+十 ,C中～微

(溝091XXll 1層 シ カ 右 碕 D子柄 (第649図 3)
'C中

～微

319-f7 (溝 090001 1層 ウマ 右 睡骨
可骨端破損,骨幹中央より
022cm遺 存 'C中

～移

1443 319-h6・ (溝 090001 Ⅲ層a精査 クマ 左 下顎骨
強3後部歯槽から下顎枝にか

)ての約7cm遺存
iC中～修

;477 319-h6 (溝 09011111 中層 798 下明 酵片 iC中～後

,479 319g6 (溝 0901Xll 中層 800 南▼し類 酵細片 iC中～修

(溝 091XXll ■層 (型哺乳類 罠骨片 片 C中～後

319-g7 (滞090001 中層 (型哺乳類 罠骨片 C中～後

+490 319-g7 (溝090001 中層 甫▼と類 肇細片 C中～後

+494 319-h7 (溝090001 ウマ 左 1手骨II項
酵幹にHと の癒
針部あり

民10 ～6C

+498 319-h7 (溝0901Kll ウマ 左 (腿骨 丘位部遺存大転子前部破損
近位幅
10809

～6C

+550 319-e7 (構090001 下層直上 848 左
L顎第1後
ヨ歯 ?

～5オ
煩舌2834
近遠2840
高径5729

,C中～後

+569 319-d7 (溝l190001 下層直上 853 ,マ Orウ シ 霊骨片
'C中

～後

〕584 319-h7 (溝090001 1層 c シ カ 考 七端部約3cm遺存
'C後

'622

319-e7 (溝 091Xllll 下層直上 ウマOrウ シ ミ骨片 ,C中～後

,669 319筍7 く溝09111101 F層直上 ウ シ 有
,手骨
HttIV

蓋位骨端未癒合内側の骨表
臣破損

と
ヨ 貴10 iC中～後

;692 (溝0901Xll ウマ 右 中手骨IH
盛位部破損近位端から約20
,m遺存

丘位端横径
B68,前後
垂3535

～6C

319-h7 (溝091XXll |サ雪a フマOrウ シ 不明 罠骨片 iC中～霧

319-h7 (溝 09111101 |サ薯a 948 ]P C中～後

'713

319-h7 (溝∞0001 ,サ雷a 952 夫くず C中～後

'723

319巧7 (溝 0911001 ,'詈 a (型哺乳類 肇片 ,C中～後

'733
319-h7 (溝 091111111 ,'雪 a 972 Tヌ 左 下顎骨

幻節突起,筋突起後端,第 1
刀歯歯槽の最先端は破損歯
ますべて遊離

切～若犬で,生
変6ヶ 月前後

貫13 ,C中～後

+742 319菊 7 (溝 090001 Ⅲ層a (型哺乳類 罠骨片 多数 ,C中～後
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